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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　帝てい都とシスイの西の大路を越こえ、峡きよう国こくノウミへと続く北西街かい道どうをしばらく行ったところに、田畑のあいだに取り残されたように、小さな雑木林があった。


　その林のなかに、石せき碑ひがひとつ建てられていた。澄すんだ水を湛たたえた池が、取り囲んでいる。


　建てられてから長い年月が経たっているようで、石の表面は白く焼け、赤や黒、緑の苔こけがむしていた。しかし、石碑に巻かれているしめ縄と札は真新しい。


　そんな石碑に向かって、白の上衣に薄うす紫むらさきの袴はかまという巫女みこの装しよう束ぞくに身を包んだ若い女が、先刻からじっとたたずんでいた。


　黒くろ髪かみは乱れ、頰ほおはふかく落ち窪くぼんでいる。薄うすく開いただけの目の周囲には、青黒い隈くまができていた。


　巫女は袴が濡ぬれるのもかまわず、池のなかへ入ると、石碑に向かってそっと右手を伸のばす。その手が触ふれた瞬しゆん間かん、巫女の身体からだがびくりと震ふるえた。


　焼け石にでも触れたかのように手をもどし、かたく拳こぶしを握にぎって胸に当てる。そして左手をかぶせた。


「教えて、チグサ……」


　巫女の瞳ひとみが揺ゆれ、かすれた声で囁ささやく。


「わたしは、どうしたらいいの？」


　石碑に向かって、そう問いかけたときであった。


　異様な気配が迫せまってくるのを感じ、彼女は背後を振ふり返る。


　広場へと続く林の小道を、ふらふらと歩いてくる人ひと影かげがあった。


　帝都の若い娘むすめのあいだで近ちか頃ごろ流行はやっている派手な色の着物に身を包んでいる。しかし、襟えりもとは乱れ、帯はほどけかけていた。奇き抜ばつな形に結ゆいあげた髪かみには何本もの櫛くしが乱雑に差され、まるで針山のよう。顔から両りよう肩かた、だらしなく開いた胸むなもとには漆しつ喰くいでも塗ぬったように白粉おしろいを塗っていた。真っ赤な紅は、唇くちびるの端はしから長くはみでて、まるで口から血を流しているようにも見える。


「巫女様、見ぃーつけた」


　そう言って、女がけらけらと笑った。


「神威……」


　巫女は屹きつ然ぜんと女を見返すと、そう小さくつぶやいた。


「わたしに、なんの用？」


　池からあがり、巫女は女と向かいあう。


「あんたを捜さがしてたんだよぉ、ナノハ様。大祭の主役がいなくなっちゃいけないよねぇ？」


　ろれつの怪あやしい声で、女は呼びかけてきた。


「わたしは、そう思わないわ。だから、神じん宮ぐうを出たのよ」


　巫女は静かに答える。


　彼女は聖せい都とナユタにあるウツヒミ大神宮に仕える巫女なのだ。女が呼んだナノハという名は、巫女になったとき、つけられたものだ。


「あの御方は、お怒いかりだよぉ？　このあたしに捜せって言うぐらいだからねぇ」


「神かむ威いであるあなたに、ね。つまり、わたしは神敵ということ？」


　ナノハはひとりごとのようにつぶやいた。


〝神威〟とは、ウツヒミ大神宮が抱かかえている裏の組織のことである。全国の情勢を探さぐり、系列の神じん社じやや神職の監かん視しを役目としている。そして神宮が定めた掟おきてに背そむいたり、世のため人のためにならぬと判断したものを神敵として始末するのだ。


　あの御お方かたというのが誰だれのことかも、彼女はわかっている。


　ウツヒミ大神宮の大だい宮ぐう司じであるミロクだ。


「あんたを神宮に連れ帰れってさぁ。たとえ死体になっていてもねぇ」


　そう言うと、女が髪に差していた櫛のひとつを抜ぬき取る。


　よく見ると、それは剃刀かみそりだった。それを自らの手首に当て、すぱっと横にひいた。


　たちまち真っ赤な血が流れだす。


「おまえたち、出番だよぉ」


　女は自らの手を伝う赤いものを、恍こう惚こつとした表情で見つめていた。


　だらだらと指の先から滴したたり落ちてゆく。


　しかし、それが地面に達することはなかった。


　霧きりと化し、雲のようにわきあがっていったのだ。


　その赤い雲は、やがて、ふたつの塊かたまりに分かれてゆく。


　そしてそれぞれが鬼おにの姿を取った。


　ひとつは男の鬼であり、隆りゆう々りゆうたる筋骨をし、額に太い一角を生やしている。もうひとつは女の鬼で、身体は細くしなやかで、額の両りよう端たんに細く鋭するどい双そう角かくを生やし、豊かな胸を揺らしていた。


「鬼の……亡ぼう霊れい？」


　ナノハはわずかに目を見開く。


「珍めずらしいだろぉ？　血を与あたえて実体化させてるからねぇ。あんたの身体を引き裂さくことだってできるんだよぉ」


　女は得意げに言う。


「百年ほどまえに、夫ふう婦ふの悪あつ鬼きを成敗し、その霊れいを操あやつった神職がいたと聞く。その鬼き霊れいを、神宮はまだ飼っていたのね」


「さすが巫女様、よく知ってたねぇ。それが、こいつらさぁ。自分たちの五人の子を喰くらってなった人ひと喰くいどもでねぇ。亡霊である今も、人の肉を喰らいたくてしかたないんだよぉ」


　女がそう言って、けけっと鳥ちよう獣じゆうが鳴くような笑い声をあげる。


「霊れい力りよくが高いとは感じていたけど、あなたも巫女みこだったのね」


「鬼霊を操る黒巫女だけどねぇ。あたしは、神威のあいだじゃ南風ハエで通ってる。世のため人のため、ナノハ様、あんたを始末させてもらうよぉ」


「させるものですか……」


　ナノハはつぶやくと、素す早ばやく呪しゆを唱え、胸のまえで印を切った。


　すると、彼女の背後に古風な具足を着た武人の姿がゆらゆらと浮うかびあがった。


　その姿はなかば透すきとおっており、輪りん郭かくは揺ゆらいでいる。


　あきらかに霊体であった。


　青白く燃える火の玉が、三つ四つと武人の霊の周囲に浮かびあがる。人ひと魂だまであった。この武人の亡霊が呪じゆ縛ばくする下位霊である。


「堕おち武む者しや……武人の亡霊を憑らせてるの？　巫女様も穢けがれちゃったんだねぇ。あたしみたいにさぁ」


「亡霊を憑かからせたぐらいで、穢れはしないわ。神宮が禁じているだけよ」


「掟というのは、必要だからできるのさぁ。どんな理由があれ、破っちゃいけないよねぇ」


「掟を守ることが、世のため人のためとは限らないわ」


　ナノハはハエと名乗った女に冷たく言い返すと、右手の人差し指を彼女に向けて突つきつけた。


　武人の亡霊が彼女の身体からだを通り抜けて前へと進みでると、舞まいを始めるように両手を横に広げる。その右手に反りの強い刀がすっと現れた。


（我が命尽つき……この身、朽くちようとも……我が闘とう気き、いまだ衰おとろえることなし……）


　武人の亡霊が地の底から轟とどろいてくるような声を漏もらす。


　そして両手を円を描えがくように回し、刀を八はつ双そうに構えた。


「愉たのしいねぇ。その武人の霊が強いか、この鬼たちが強いか、比べてみようじゃないか？」


　ハエが言って、くるりとその場で一回転する。


　着物の長い袖そでが、ふわりと宙を切った。


　それが合図であったかのように、夫婦の鬼が武人の霊へ向かって跳とんだ。


　男の鬼は今や燃えるような赤い肌はだとなっており、斧おのを手にしていた。女の鬼のほうは、いつのまにか青い色となり、壺つぼのようなものを両手それぞれに持っている。


　男の鬼が、大地を断たち割ろうとするかのように斧を振ふるった。


　武人の霊は、ゆらりと太刀たちを動かし、それを受ける。


　そこへ女の鬼が、壺から液状のものをふりまいた。それが透とう明めいな布のように広がり、武人の霊に降りかかる。薄うす闇やみに小さな稲いな妻ずまにも似た霊光が走った。


　まるで毒でも浴びたかのように、武人の霊が苦く悶もんの表情を見せる。


「くっ……」


　それと同時に、ナノハもうめいた。


　彼女と武人の亡霊は、霊れい的てきに繫つながっている。取り憑ついている霊が苦痛を覚えれば、それは巫女にも伝わるのだ。


　武人と二体の鬼の亡霊は、まるで見えない舞ぶ台たいがあるかのように、宙に浮いたまま走り、跳はねた。


　武人が振るう刀を夫婦の鬼は巧たくみにかわし、斧で具足を打ち、霊れい水すいを武人に浴びせかける。


　武人は怯ひるむことがなかったが、ぴたりと息の合った夫婦の鬼の攻せめに苦戦していた。


「その堕武者もなかなかだけど、あたしの鬼霊には及およばないようだねぇ」


　ハエが哄こう笑しようする。


「どこかの首くび塚づかに封ふうじられていた古い武人の霊でも憑らせたんだろうけど、この鬼霊のようにちゃんと祭さい祀しされていたわけではないからねぇ。もうろくしちまってるんじゃない？」


　女の言う通りだった。


　ナノハは帝てい都との近くにある古戦場の首塚に封じられていたこの古い亡霊を解き放ち、自らに憑らせたのである。


　首塚に封じられているほどだから、当時は強く祟ったのであろう。だが、近きん隣りんの住人たちが塚を作って、鎮ちん魂こんしてきたため、その怨おん念ねんは長い年月とともに薄うすれていったのだ。それとともに霊力も衰えつつある。いつかは消えるか、あるいは土地神となったことだろう。


　一方、ハエに取り憑いた鬼霊は、神じん宮ぐうが然しかるべき神体に封じ、ひそかに祭祀していたゆえ、霊力はむしろ高まっているかもしれない。


　霊れい体たいどうしの戦いは、互たがいの霊力の削けずりあいである。どう攻めどう守るかは、霊によって様々だ。武人の亡ぼう霊れいは怨念の刃やいばで相手を斬きる。男の鬼おには斧で、女の鬼は壺から振ふりまく霊水で、相手の霊力を削るのだろう。


　そして霊力を完全に失うと、亡霊は消しよう滅めつするのだ。


　このままでは堕武者の霊力のほうが尽きる。


　ナノハは自らの霊力を堕武者に送ることで、それを阻そ止ししているが、それを続ければ、彼女の気力と体力のほうが保もたなくなりそうだった。


「神宮は神しん霊れい術に禁きん忌きを定めながら、自らそれを破っている。神敵を葬ほうむるためには、どんな手段を使っても赦ゆるされるというの？」


　ナノハはハエという黒巫女に呼びかけながら、石せき碑ひの前から背後に続く小道のほうへとじりじりと後ずさる。


「赦されるさぁ。帝てい国こくだって、人殺しを禁じながら、罪人は殺すだろぉ？　神の威いを借りて、神敵を成敗する。それが、あたしたち神かむ威いなのさぁ」


　声をあげて笑いながら、ハエが弾はずむように進んできた。


「神敵を定めているのは、神ではない。あの御お方かたでしょ？」


「そうさぁ、あんたはあの御方の意に逆らった。だから、罰ばつを受けるのさぁ」


「あの人に逆らっても天の意に反したわけではない。だから、わたしは罰を受けるわけにはゆかない！」


　ナノハは大声で言うと、さらに後方に飛び退のいた。


「逃にがしはしないよぉ！」


　ハエが両手を真横に広げて、走りだす。


　しかし、三歩ほど進んだところで、彼女の足はぴたりと止まった。


　足が地面に張りついたように動かなくなったのだ。それどころか、全身に痺しびれが走り、手も首も動かなかった。


「金かな縛しばり？　なんでぇ？」


　そう驚おどろきの声をあげて、かろうじて動く視線だけを巡めぐらせる。


　そして小道を挟はさんで向かいあう木の幹に札が貼はられているのに気がついた。


「呪じゆ札さつかよぉ！」


「用心というものはしておくものね」


「畜ちく生しようっ！　あたしを放せ、放せよぉ！」


「札の霊れい力りよくは、すぐに尽きるわ。それまでの我が慢まんよ」


　ナノハは冷ややかに言うと、身を翻ひるがえして林の奥へと姿を消した。





　南風ハエは金縛りにあったまま、悪態を吐つきつづけていた。


　堕武者は巫女みことともに去っており、二体の鬼霊を自らにもどす。


（主ぬしの霊力は衰おとろえつつある）


（我らを封じられるのも、あとわずかよのう）


　心のなかで、鬼どもの嘲ちよう笑しようが響ひびいてきた。


「そんなこと、あたしがいちばんわかっているさぁ」


　ハエは声に出して答えた。


（おまえの頭を喰くろうてやろう）


（おまえの臓ぞう腑ふを喰ろうてやろう）


（おまえの右みぎ腕うでを……）


（おまえの左腕を……）


　夫ふう婦ふの鬼の声が響きつづける。


「ああ、喰らっておくれよぉ。こんな穢けがれた身体からだ、跡あと形かたもなくなればいいのさぁ」


　ハエは大声で笑った。


　そのとき、呪札の霊力が尽つきたのか、身体が自由になった。


　ハエは巫女が消えた方向に走りだそうとする。


　しかし──


「追う必要はありません」


　いきなり声をかけられ、ハエは後ろを振ふり返った。


　そこに神職姿の男が立っている。


「東風コチ……」


　ハエは顔をゆがめた。


「なんだよぉ？　来てたんなら、手伝えよぉ。巫女様に逃げられたじゃないかよぉ？」


「今、来たところです」


　コチと呼ばれた男が素そっ気なく答える。


「なんで、追う必要がないんだよぉ？　あいつを捕つかまえろと言ったのは、あの御方だよぉ？」


「その御方が、考えを変えられたのです。ナノハ様は生きたまま神じん宮ぐうに連れ帰る、と。そのため、新しい天上神の巫女様が帝てい都とに向かっておられます。草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの新しい当主と一いつ緒しよに」


「なんだってぇ？　あの巫女様はあたしの獲え物ものだよぉ。鬼たちも、愉たのしみにしてる──」


「すでに決まったことです。従いなさい」


「けっ……」


　ハエはその場で唾つばを吐いた。


「巫女様、相当な覚かく悟ごだったよぉ。もう、あの御方の手の上にはもどらないと思うけどねぇ」


「それを決めるのは、あなたではありません」


　コチが答え、ハエを促うながす。


　ハエは不満げにうなずいた。


　そしてふたりは雑木林を出て、帝都シスイへと続く街かい道どうを走る。


　左右に広がる水田には青い稲いな穂ほが実りはじめていた。
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　帝てい都とシスイの街は、紫し雷らいの季節を迎むかえていた。


　暦こよみでは晩夏から初秋にあたるのだが、涼すずしくなる気配は一向にない。厳しい残暑が続き、毎日のように夕立がくる。激しいときには、季節の由来である雷かみなりも鳴り響ひびく。


　今は真昼だが、帝都の空には早くも雷雲が浮うかんでいた。


　帝都を南北に貫つらぬいて流れる〝聖なる川〟カタラ東岸の小路を、ヒエンとスズリのふたりが大荷物を背負って歩いていた。


　そして古びた道場の門をくぐる。


　そこはかつて草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの武ぶ使しアモンが暮らしていた。アモンは隠いん居きよした父に代わって草薙神刀流の当主を継つぐため聖せい都とナユタの神じん宮ぐうへと帰り、そのまま空き家となっていたのである。


「ひどく狭せまいが、ここで暮らすのか？」


　スズリは眉まゆをひそめながら言った。


「アモン兄が住んでいたというのは気に入らないが、修しゆ行ぎようするにはここが一番だしな」


　ヒエンがうなずく。


「しかし、部屋がひとつしかないというのは……」


　スズリはヒエンをちらりとうかがった。


　道場の他ほかには六畳じよう敷じきの部屋がひとつあるだけで、布ふ団とんをふたつ並べたら、部屋がいっぱいになりそうである。


　同じ布団で寝ねるのと、そう変わりない。これまでも相部屋で寝たことはあったが、ふたりきりではなかった。


「ここはオレの部屋だからな。おまえは、道場で寝るんだぜ？」


　ヒエンが当然という顔をする。


「なっ……」


　スズリは言葉を失った。


「おまえは弟で子しで、しかも居い候そうろうなんだからな」


　ヒエンがさらに念を押す。


　たしかに、この道場の家賃を払はらったのは、ヒエンだ。


　スズリは銅貨の一枚も入れていない。入れたくとも入れられないのである。


　先日、持ち合わせが乏とぼしくなってきたので、父に手紙を送り、仕送りしてもらおうとした。だが、無断で家を出たきり帰ってこない娘むすめに母が激げき怒どしているらしく、それを許さなかったのだ。父は婿むこ養よう子しで、母に頭があがらない。


　おかげで、スズリの懐ふところは空っぽになってしまった。


　金がなくなれば帰ってくると、母は考えたのかもしれない。


　だが、スズリはもう家に帰るつもりはなかった。このまま武術の修行を続けるつもりである。また、そうしなければならない理由もあった。


（あの鬼おにどもに勝たねばならないのだから）


　神しん域いきで鬼き道どう衆しゆうを相手に死し闘とうを繰くり広げたあと、ヒエンは大急ぎでユウキ屋や敷しきにもどり、彼の母セラの無事を確かめた。


　精せい霊れいの力の源である精せい霊れい樹じゆが鬼道衆によって深く傷つけられたため、いにしえの妖よう精せいである彼女はひどく衰すい弱じやくしたのである。かなり回復はしたが、体調はまだ優すぐれない。そこで、この道場からそう遠くない場所にあるユウキ家の別べつ邸ていで、しばらく静養することになったのだ。


　セラには身の回りの世話をする侍じ女じよがひとりつき、警護のため、そしておそらくは監かん視しも兼かねて、神域と執しつ政せい家からひとりずつ、若い武使が派は遣けんされてきた。近衛このえ十流筆頭応おう仁じん流りゆうとユウキ家御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうの武使で、年ねん齢れいはふたりとも十五だという。


　ヒエンは本気で武術の修行をするため、母と離はなれ、道場で暮らすことに決めたのだ。


　彼にとっては、念願の自由である。


　もっとも、その自由を楽しんではいられない。〝童どう子じ〟と名乗る子供の姿をした恐おそるべき戦鬼と、そう遠くない将来、ふたたび戦うことになるからだ。そのときまでに強くなっていなければ、今度こそ命を絶たれるだろう。


　生き長らえたくば、本気で修行をするしかないのだ。


　そして、ヒエンはその覚かく悟ごでいる。


　スズリも同様だった。


　それゆえ、彼の弟子として修行を続ける決心をしたのである。


　最初は、この道場の近くに家を借り、通おうと思っていた。しかし、仕送りを止められてしまったため、しかたなくこの道場に居候させてもらうことにしたのである。


　当然、立場は弱い。


　スズリはため息をつきながら、自分の荷物と布団を一式抱かかえると、道場へと向かった。





　スズリが道場に去ったあと、ヒエンは自分の荷物を解き、手早く片づけはじめた。


　それがあらかた終わった頃ころ──


「ヒエン！　もどってきたんだって？」


　ひとりの娘が、息を切らせながら、玄げん関かんに飛びこんできた。


　聞き覚えのある声だった。


　ヒエンは心臓が大きく鼓こ動どうするのを感じ、声の主を振ふり返る。


　華はなやかな色と柄がらをした袖そでと裾すその短い着物で身を包み、白いまえかけをつけた娘がそこに立っていた。


「ミオリ……」


　ヒエンはその娘の名を呼んだきり、しばしのあいだ呆ぼう然ぜんとなる。


　道場の近くにある翡ひ翠すい亭ていという茶店で働いている娘である。帝てい都とにいるあいだは、アモンに連れられ、毎日のように暖の簾れんをくぐったものだ。


「ひ、久しぶりだな……」


　平静を装よそおうとしたが、ヒエンの笑え顔がおはぎこちなく、声は裏返っていた。


「本当に、もどってきてたんだ……」


　気のせいか、ミオリが目を潤うるませたように見える。


　そしてゆっくり近づいて、ためらいながら続けた。


「あたし、ヒエンに言わなければならないことがあるの──」


「い、言わなければならないこと？」


　ヒエンの心臓はばくばくと鳴る。


　翡翠亭で働く娘たちの多くに、ヒエンは嫌きらわれていたのだが、ミオリだけはなにかと気き遣づかってくれた。


　もしかして、自分を好いてくれているのかと思ったこともある。


　しかし、その下心のせいで、彼女をある事件に巻きこみ、恐ろしい目に遭あわせてしまった。


　そのとき、彼女が言った「近寄らないで」という言葉が、今もヒエンの胸の奥に切っ先となって突つき刺ささっている。


　しかし、今のミオリの表情は、あのときとはあきらかに違ちがった。


「あたし……ヒエンに……」


　ミオリはまだ言葉を濁にごしている。


　早くその先を続けてくれと、ヒエンは心のなかで叫さけんでいるのだが、彼女はなかなか口を開かない。


　そしてようやく意を決し、口を開こうとしたとき──


「そちらの娘むすめは、どなたなのだ？」


　無ぶ遠えん慮りよな声が響ひびいた。


　スズリが道場からもどってきたのである。


（なんで、こんなときに！）


　ヒエンはスズリのことを心の底から呪のろいたくなった。


「あ、あなたのほうこそ、どちらなのよっ？」


　ミオリがあたふたしながら、スズリを見つめる。


「これは失礼した。わたしのほうから名乗るべきだな。わたしはスズリという。武術を修しゆ行ぎよう中で、ヒエンには神しん明めい流りゆうを教えてもらっている。今日からこの道場で、ヒエンとともに暮らすことにあいなった。どうか、見知りおきを」
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　そう言って、スズリが丁てい寧ねいに一礼する。


「ヒエンと、一いつ緒しよに、暮らす、ですって……!?」


　ミオリが切れ切れに言って、そのまま口が開いたままになる。


「わたしのほうは名乗ったが？」


　スズリが憮ぶ然ぜんとして言った。


「あ、あたしはミオリよ。この近くの茶店で働いているわ。ヒエンはあたしの店の常連さんだったの！」


　ミオリが同意を求めるようにヒエンを振り返る。


「オレは、アモン兄に無む理り矢や理り、連れてかれてただけで……」


　ヒエンはあわてて首を横に振った。


　翡翠亭には、いろいろ思い出したくないこともあるのだ。


「なんですって？」


　ヒエンの答えが気に入らなかったらしく、ミオリが眉まゆをつりあげる。


「そのわりには、ずいぶんお楽しみだったじゃない？　お店の娘こたちを、片かたっ端ぱしから口説いたりして！」


「あ、あれは、口説いてたわけじゃあ……」


　ヒエンはしどろもどろになった。


　アモンに勧すすめられて、彼は翡翠亭で働く娘たちの何人かと、店の外で会っている。


　そのとき、娘たちは皆みな、愛あい想そよくしてくれたから、てっきり自分のことを好いてくれていると、勘かん違ちがいしたのである。


　翡翠亭で働く娘たちは皆、華はなやかで器量がいいから、その全員に恋こい仲なかになろうと言ってしまったのだ。


　店の外で会うときも、彼女らが仕事をしているのだとわかったのは、その後である。


　そして、そのときにはもはや手て遅おくれだった。ヒエンは節操なしの烙らく印いんを押され、店中の娘から冷たい視線を向けられていたのである。


「所帯を持ってもいいって、みんなに言ってたそうじゃない？　あれで口説いていないと言い張るわけっ？」


　ミオリが甲かん高だかい声で問いつめてくる。


　さっきまでのいい雰ふん囲い気きは微み塵じんもなくなっていた。


（もはや、これまでだな）


　ヒエンはがっくりと肩かたを落とす。


「節操がないのは、昔からか……」


　スズリが冷たい視線を向けてきた。


「ヒエンは煩ぼん悩のうにとらわれすぎなのだ。だから、いろいろな敵に後おくれをとる」


「女のことと武術とは関係ねぇ」


　ヒエンはさすがにむっとなった。


「いや、ある！」


　スズリが断言する。


「武術に専心していれば、煩悩など消え失うせるはずだ」


「おまえこそ、どうなんだ？　トウイの野や郎ろうに口説かれて、のぼせていたくせに」


　ヒエンも大声で返した。


「の、のぼせてなどっ」


　スズリの顔が真っ赤になる。


　ふたりは睨にらみあいながら、じりじりと間合いを詰つめてゆく。


　今にも斬きり合いが始まりそうなほど、双そう方ほうの気が高まっていた。スズリにいたっては、かすかに赤い霊れい光こうさえ発している。


「やめなさいよ！」


　ミオリはたまらず、ふたりのあいだに割って入った。


「ふたりとも、それでも武ぶ使しなの？　つまんないことで、殺気立たないでよ。アモン様を見習ってほしいわ……」


　ミオリは呆あきれながら、ため息をつく。


「あんな奴やつのことなんか、見習いたくねぇよ」


　ヒエンが吐はき捨てるように言った。


「あんな奴って、アモン様のこと？」


　ミオリは驚おどろいて訊たずねかえす。


「アモン様と、なにかあったの？」


　帝てい都とにいた頃ころ、ヒエンはアモンのことを、まるで実の兄のように慕したっていたのだ。


　そのアモンが家を継つぐため聖せい都とナユタへと帰り、この道場はしばらくのあいだ空き家となっていた。そこへ若い武使が入るという話を家主がしているのを、翡ひ翠すい亭ていで耳にし、もしかしてと思い、その武使の名を訊ねたところ、ヒエンという答えがまさに返ってきたのである。


　今日、引っ越こしてくると聞き、翡翠亭の主人から休きゆう憩けいをもらって、ここに飛んできたのだ。


「話したくもねぇ」


　ヒエンが不ふ機き嫌げんにそっぽを向く。


　その態度を見て、ミオリはヒエンとアモンが決定的に仲なか違たがいしたのだと確信した。


　そういえば、夏の盛りのころ、この帝都にウツヒミ大だい神じん宮ぐうの軍勢が攻せめてきたことがある。その神宮の軍勢には、神しん刀とう流りゆうの武使も加わっていたという。


　そしてアモンはその神刀流の一流派を率いる当主なのだ。


　幸い、コセ沼ぬまの沼ぬま人びとたちが、それを阻そ止ししてくれたのだが、もしも帝都にまで攻め込んできていたなら、シスイの街にも大きな被ひ害がいが出ていたことだろう。


　あの事件で、帝都の人々のあいだでは、神宮に対する信しん仰こう心が失われ、また神刀流の評判も悪くなっていた。しかし、ミオリはアモンの人ひと柄がらを知っているから、彼がやむなく戦いに参加したと思いたい。


（もしかして、それと関係があるのかしら？）


　ミオリは思ったが、それをヒエンに訊きくのは怖こわい気がした。


「あたし、そろそろお店にもどらないといけないの。お昼まだなら、ヒエンも来ない？　実は、すこし相談に乗ってほしいことがあるの」


　ミオリは話題を変えることにした。


　しかし、相談したいことがあるのは本当だった。


「そうだな。これから買い出しに行って、料理をつくるわけにもゆかねぇしな」


　ヒエンがうなずく。


「もちろん、お弟で子しさんも一いつ緒しよに……」


　ミオリは気を利きかせて言った。


「わたしが同道してもいいのか？」


「かまわねぇよ。おまえだって、腹が減ってるだろ？」


　ヒエンが苦く笑しようまじりにうなずいた。





　　　　２




　翡翠亭の暖の簾れんをくぐり、ヒエンとスズリは入口近くの桟敷さじき席に腰こしを落ち着けた。


　そこは、かつてアモンの気に入りの場所で、ヒエンも座り慣れている。席を替かえるとなんとなく負けのような気がして、あえてそこに座ったのだ。


　真昼の混雑は峠とうげを越えていて、空席が多くなっている。


　ヒエンはミオリにふたり分の昼食を頼たのんだ。


「あーっ！　ヒエンだ!!」


　そんな叫さけび声があがったと思うと、翡翠亭で働く娘むすめが三人ほど集まってきた。


　アモンの席に、いつも呼ばれていた娘たちである。当然、ヒエンもよく知っている。店外で会い、口説いたことになっているのが彼女らだ。


「ひ、久しぶりだな」


　ヒエンは顔をひきつらせる。


「帝都にもどってきたんなら、まず、わたしたちに挨あい拶さつするのが礼れい儀ぎってもんでしょ？」


「しかも、綺き麗れいな娘さんと一緒なんてさ、ヒエンのくせに生意気だよ」


「お詫わびに、わたしたちにも、お昼ご馳ち走そうしてよね。お邪じや魔まだから、席は一緒じゃなくてもいいからね」


　娘たちは早口でまくしたてると、空いていた隣となりの桟敷席にさっさと陣じん取どる。


「どういう店なのだ、ここは？」


　スズリが怪け訝げんそうにヒエンに訊ねる。


「オレのほうが知りてぇよ」


　ヒエンはため息をついた。


「お店が暇ひまなときには、お客さんの席でご飯やお菓か子しをお相しよう伴ばんしたり、話し相手をしてもいいことになってるのよ……」


　昼食の膳ぜんを運んできたミオリがスズリに答え、


「あくまで話をするだけだからね」


　と、念を押した。


「ここは、いかがわしい茶店じゃねぇよ。給金もいいし、ここで働きたいと思っている娘は大勢いるんだ。見み初そめられて、良りよう縁えんに恵めぐまれることもあるそうだしな」


　ヒエンはスズリにうなずきかけた。


「変なのに言い寄られて、迷めい惑わくすることもあるけどね」


　隣の席から声が飛んできて、ついで大きな笑い声があがる。


「そ、そういや相談事というのがあるんだよな？」


　ヒエンはあわててミオリに訊ねた。


「あたしじゃないんだけどね……」


　ミオリがそう断って、ひとりの娘を手招きする。


　小こ柄がらでおどおどとした雰ふん囲い気きの娘がうなずいて、ヒエンたちの席にやってきた。


　初めて見る顔だった。ヒエンが帝てい都とを離はなれているあいだに入った娘だろう。


「ユナといいます」


　娘がそう言って、ぺこりと頭を下げた。


　ヒエンとスズリも、彼女に名乗りかえす。


「彼女がね。帰り道、誰だれかに見られている気がするというのよ。ほら、お客さんのなかには店を出てから声をかけてくる人もいるしね」


「オ、オレはちゃんと店で誘さそったぜ」


「それぐらい知ってるわよ。ヒエンみたいに無害ならいいんだけどね。たまにたちの悪い人もいるから……」


　ミオリがそう言って、眉まゆをひそめた。


　彼女自身、店を出るまで待ち伏ぶせされたり、なかには家までついてこられることもあったという。


「遅おそ番ばんのときは、店が終わると真っ暗だしね。あたしはまだ家が近いからいいんだけど……」


　ユナという娘の家は、北に二町ほど離れているという。


　この乱世で、帝都の治安はよくない。若い娘がかどわかされ、乱暴されたり、そのままどこかへ連れ去られるという話はちらほらと聞く。


　彼女が怖こわがるのも無理はない、とヒエンは思った。


「店の男の人に送ってもらったり、家の人に迎むかえに来てもらったりしているんですけど……」


　ユナが泣きそうな声で言った。


　今のところ、何事も起こってはいない。だが、誰かに見られている感覚は強くなる一方だという。


「この娘こは、そういう勘かんがとてもいいのよ。彼女が入口を振ふり返ったと思ったら、お客さんが暖簾をくぐってきたりね」


「気のせいだといいが、もしものことがあったら大変だな……」


　ミオリの話にうなずいて、ヒエンは腕うで組ぐみをして思案した。


「しかし、家族や店の男が一いつ緒しよにいると、姿を現さないんだよな？　だとしたら、オレが側そばにいても同じだろう」


「毎日、送おくり迎えしてあげればいいじゃない？」


「ヒエンのこと、好いてくれるかもよ？」


「あんたは、誰だっていいんだものね」


　隣の席の娘たちがはやしたてる。


「オレだって、そんなに暇じゃねぇんだよっ」


　ヒエンは我が慢まんできず、言い返した。


「茶ちや化かさないでよ。ユナは本当に不安でいるんだから」


　ミオリが三人をたしなめる。


　ユナという娘むすめは今にも泣きだしそうな顔だった。


「冗じよう談だんよ」


「なんとかしてあげてよね、ヒエン」


「わたしたちも応おう援えんしてるから」


　三人は食事を終えたらしく、席を立って、空いた食器を下げに店の奥へと入った。


「やれやれだぜ……」


　ヒエンはようやく安あん堵どの息をつく。


「一緒にいるのが男じゃなければ、相手も油断して姿を見せるかもしれねぇな……」


　ヒエンはそう言って、ゆっくりと食事を取っているスズリを見つめた。


　その視線に気がついて、スズリが箸はしを置く。


「ここは、おまえの出番のようだぜ？」


　ヒエンは笑いかけた。


「承知した……」


　スズリが大きくうなずいた。


「娘につきまとうような不届きな輩やからは、わたしが懲こらしめよう」


「あ、ありがとうございます」


　ユナが安堵の表情を浮うかべ、お辞じ儀ぎをする。


「それじゃあ、まかせたぜ」


　ヒエンはスズリに言うと、すっかり冷めた料理に箸をつけた。





　ヒエンとスズリはいったん道場にもどり、掃そう除じやかたづけをした。


　スズリの実家はそれなりに大きな商家で、彼女は家事をしたこともない。また性格は大おお雑ざつ把ぱで手先も不器用ときている。


　家事にはまったく向いていないのだ。


　しかし、ヒエンはスズリを厳しく指導し、すべて彼女にやらせた。武術の稽けい古こをつけるより大変だったが、なんとか夕方までには、人が暮らせるぐらいにはなった。


　それから、ふたりでふたたび翡ひ翠すい亭ていへと向かう。


　そこで夕食を取り、翡翠亭が閉まるのを待った。


　そして閉店時間となり、ユナが帰り支じ度たくを終えて現れる。


「あたしも一緒に……」


　前まえ掛かけと襷たすきをはずしただけのミオリがそう申し出た。


「スズリにまかせておいて大だい丈じよう夫ぶだぜ？」


「ううん、あたしがもちかけたことだし、それに帰りはスズリさんと一緒だから心配ないし」


　ミオリがそう言って、うなずいてくる。


「あまり無む茶ちやはするなよ」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　ミオリはけっこう気が強く、理り不ふ尽じんだと思うと、相手が誰だれであれ、黙だまっていられないところがある。それで、かえって騒そう動どうが大きくなってしまうのだ。


「それから、スズリ……」


　ヒエンはそう言うと、スズリの頭から足の先までをじろじろと見る。


「な、なんだ？」


　スズリが反射的に身をすくめる。


「その姿じゃあ、男と間ま違ちがえられるかもしれねぇ。店の着物を借りて、着き替がえるんだな」


「わたしに、こんな着物が似合うものか！」


　スズリがあわてて首を横に振った。


「似合ってなくてもいいんだよ。外はもう暗いしな、誰にもわかりゃしねぇよ」


　ヒエンは笑い声をあげる。


「なっ……」


　スズリが言葉を失い、ヒエンを睨にらんできた。


「そ、そんなことないわよ。スズリさん、赤が似合ってるから、赤い着物を借りてくるね」


　ミオリがヒエンをちらりと見てから、ため息まじりに店の奥に入ってゆく。


「お、お手数をおかけします」


　ユナという娘がおどおどと頭をさげた。


「これぐらいお安い御ご用ようだぜ。困ったことがあったら、なんでも相談してくれ」


「あ、ありがとうございます」


　ユナは泣きそうな顔で礼を言う。


「それじゃあ、スズリ。あとは頼たのんだぜ。くれぐれもやりすぎるんじゃねぇぞ」


　ヒエンは念を押した。


　彼女の性格の過激さは、よく知っている。相手が怪あやしいという理由だけで、ばっさりといきかねないのだ。


「それぐらいわかっている！」


　スズリが憮ぶ然ぜんと返してくる。


　ちょうどミオリが着替えを持ってきたので、ヒエンは翡翠亭の裏木戸から出て、道場へとひとりもどった。





　スズリがもどってくるのを待つついでにと、ヒエンは明かりを点つけることもなく道場に立つと、闇やみに向かって目を凝こらしながら、小こ太刀だちの二刀〝鳳ほう翼よく〟〝凰おう翼よく〟を抜ぬいた。


　正眼に構えつつ、心を静め、瞑めい目もくする。


　しばらくのあいだ、そのままじっと動かない。


　ヒエンは脳のう裏りに童どう子じと名乗る戦せん鬼きとの戦いを思い描えがいていた。


　大おお太刀たちを構えた童子が、くるりと身体からだを回転させつつ、術を放ってくる。


　目に見えない刃やいばが迫せまり、ヒエンは小太刀の二刀を交差させて受けた。


　しかし、瞬を逃のがしていた。


　太刀筋すじを読んだだけでは、それが限界である。


　相手がどこで術を発動させ、いつ達するかを正確に見ぬかねば、受けられる道理がない。


（しかし、どうやって、見えない刃を見切れる？　瞬を逃さず受けたとしても、あの術を返すことができるのか？　刹せつ那なをつかんで受け、不ふ動どうで止めるしかねぇのかもな……）


　ヒエンは童子が術を放つ光景を、繰くり返し、思い描いた。


　そうしているうち、童子の姿が父クオンに変わる。


（あの術は、親父おやじが編みだしたものだ。それを、あの童子という戦鬼に伝えた……）


　あのときはまだ疑念だった。


　しかし、日が経たつにつれ、それは確信へと変わりつつある。


　父は生きて鬼き道どう衆しゆうに捕とらえられ、鬼の仲間と成り果てた。


『──叱しかりに行かねばなるまいのう』


　母の言葉が思い出される。


　同感だと、ヒエンは思った。


（オレはあんたにひと太刀、浴びせる。そうしないと、いろいろ気が済まねぇんだよっ！）


　ヒエンは心のなかで叫さけぶと、二刀を鋭するどく振ふるった。
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　ミオリはユナの手を握にぎりながら、帝てい都とを南北に流れるカタラ川の土手を歩いていた。


　空に月はなく、雲も出ているので、星明かりもすくない。


　普ふ段だんより暗く感じる夜だった。


　スズリが提ちよう灯ちんを片手に持って、先を歩いている。刀はヒエンに預け、懐かい剣けんを隠かくし持っているだけだ。


　しかし、たとえ素す手ででも、本物の武ぶ使しに勝てる者は、武使しかいない。アモンやヒエンを間近で見てきたミオリは、そのことを知っている。だから、不安はまったくなかった。


「今のところ、何者かが潜ひそんでいる気配も、跡あとをつけてくる様子もない」


　スズリが振り返って、声をかけてくる。


「こ、このあたりからなんです。誰だれかの視線を感じるのは……」


　ユナが身をすくませ、声を震ふるわせた。


　彼女の足の運びが小さくなっている。


　すこし先には、カタラ川にかかる大橋のひとつがある。ユナの家はその橋を渡わたり、すこし行ったところだ。


「たしかに邪じや気きを感じる……」


　スズリが懐剣の柄つかに手をかける。


「あたしには、なにも感じられないけど……」


　ミオリは恐おそる恐る周囲を見回すが、人ひと影かげらしきものはない。


　ただ、十歩ほどのところにある柳やなぎの葉が、風に流されて、まるで手招きしているようにゆらゆら揺ゆれていた。


　そのときである。


「キャアアアッ！」


　甲かん高だかい悲鳴が、夜の静せい寂じやくを打ち破った。


　ミオリはびっくりして、その声の主を見つめる。


　そして二度、びっくりした。


　悲鳴をあげたのが、ユナではなくスズリだったからである。


「どうしました？」


　ミオリはへなへなと座りこんだスズリに駆かけ寄った。


「そ、そこに、若い娘むすめが……」


　スズリがミオリにしがみついてきて、震えながら指差す。


　その先にあるのは、柳の木だった。無論、若い娘などいない。


　ミオリもその場にしゃがみ、スズリの肩かたを抱だきながら、じっと柳を見つめた。


　スズリから提灯を取り上げ、恐る恐る差し伸のべてみるが、やはり人影などない。枝し垂だれた柳が風に揺れているだけだ。たしかに不気味ではあるが、帝都で生まれ育ったミオリにとっては見慣れた光景でもある。


「だ、誰だれもいませんよ？」


　ミオリは励はげますようにスズリの肩を揺すった。


「い、いるのだ……」


　今にも泣きそうな声が返ってくる。


「その柳の木の下に、身体が透すき通った若い娘が、哀かなしげな視線で、わたしを──」


　そこで言葉が途と切ぎれ、スズリがくたりとミオリにもたれかかってきた。


　彼女が気を失ったのだと気がついたのは、しばらくしてからであった。
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　道場に敷しかれた布ふ団とんのなかに、スズリが頭まで潜もぐりこんでいる。


　ミオリはヒエンと並んで、すこし離はなれた場所から、彼女が布団のなかで苦く悶もんする様子を眺ながめていた。


「幽ゆう霊れいが苦手とは知っていたが、まさかこんなことになるとはな」


　ヒエンが腕うで組ぐみしながらつぶやいた。


「幽霊に取り憑つかれちゃったんでしょ？　大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」


　ミオリが心配そうにスズリを見つめる。


　どうやら、柳の下に若い娘の幽霊がいたらしいのだ。


　霊れい感かんの強いユナは、その幽霊の気配を感じ、誰かに見られていると感じたのである。


　スズリはユナより霊感が強かったので、幽霊が見えたのである。


　そして若い娘の幽霊に取り憑かれたのだ。


　あのあと、意識を取りもどしたスズリはひどく怯おびえ、ミオリから離れようとしなかった。


　ミオリはユナを家まで送ってから、スズリを励ましながら、ヒエンの道場に連れて帰ってきたのである。


　帰ってくるなり布団に潜りこんだスズリが言うには、彼女に取り憑いた幽霊は、今も道場の隅すみにじっと座っているとのことだ。


　しかし、霊感がないミオリには幽霊の姿は見えない。


　ヒエンにも幽霊の姿は見えないらしいが、邪気のようなものは感じるそうだ。


「幽霊って、本当にいるのね……」


　ミオリはしみじみと言った。


　俗ぞくに人は死ぬと、肉体から霊れい魂こんが離れ、高こう祖そ神しんウツヒミの御み許もとに帰るとされている。


　だが、強い未練を残していると、霊魂はこの世にとどまりつづけ、幽霊や亡ぼう霊れいとなるのだ。


　亡霊の多くはさほど害はないが、なかには怨おん霊りよう、悪霊となって、生者を祟たたるものもいるという。


「スズリは霊れい力りよくが高いらしいんだ……」


　ヒエンがため息をついた。


「そうだったの……」


　ミオリはうなずく。


　霊力の高い者は、亡霊を見ることができる。だが、それは同時に亡霊に取り憑かれやすいということなのだ。


　それゆえ、霊力が高い者は子供の頃ころから神社へ預けられ、神職の訓練を受ける。霊れいを操あやつる術を覚えなければ、危険だからだ。


「どうして、巫女みこ様にならなかったのかしら？」


　巫女になれるほど高い霊力を持って生まれる者はきわめて稀まれで、そういう娘がいると聞くと、神社はその子を預かり巫女として育てる。巫女になるのは神聖にして名めい誉よなことだから、その娘の家族も進んで、神社に託たくすのだ。


「幼かった頃は、商しよう都とミナマのイサリ大社で、神楽かぐら舞まいの稽けい古こに通っていたらしい。きっと大社のほうは、巫女にしたかったんだろうな。だが、こいつの実家は老舗しにせの商家でな。しかもひとり娘だから婿むこを取って家を継つがないといけないらしいや。もっとも、当人は武術の道を極きわめようと無断で家を出たもんだから、今は勘かん当どう同然なんだけどな」


「だから、この道場に？」


「居い候そうろうさせるしかねぇからな。とにかく、こいつを送ってくれてありがとうな。しばらく様子を見て、必要なら取り憑いたという霊を祓はらってもらうぜ」


　ヒエンがミオリに礼を言った。


「あたしの相談にのってもらったから、こんなことになったんだもの。こっちが、謝りたいくらい。それよりも……」


「それより、なんだ？」


　ヒエンが先をうながしてくる。


「スズリさんって、ヒエンにとって、ただのお弟で子しさんなの？」


　すこしためらってから、ミオリはヒエンに訊たずねた。


「いちおう神しん明めい流りゆうを教えてるからな。だが、どちらかといえば修しゆ行ぎよう仲間だな。オレのほうも、スズリにはなにかと鍛きたえられているから」


「そういうことじゃなくて──」


　ミオリはいらだったように言いかけたが、ため息をついて、その後の言葉を飲み込んだ。


「じゃあ、どういうことなんだよ？」


「ううん、いい……」


　ミオリは首を横に振ふった。


　ヒエンの答えは求めていたものとは違ちがったが、訊ききたかったことも、なんとなくわかった気がしたのである。


　そしてそのことで安あん堵どしている自分がいるのに気がついて、ミオリはすこしあわてていた。


「あたし、ヒエンに謝らなきゃって、ずっと思ってたの。あのとき命いのち懸がけで救ってくれたのに、あんなひどいこと言っちゃって……」


「昼間に言いかけてたのは、そのことか！　いや、あれはオレのほうが悪かったんだ。あんな怖こわい思いをさせちまって……」


　ヒエンがあわてて言って、こちらこそすまなかった、とふかく頭を下げる。


　それを見て、ミオリはくすりと微笑ほほえんだ。


「ヒエンが帝てい都とに帰ってきてくれてよかった……」


　そう言い残すと、そのまま走り去るように道場をあとにする。





　門のところまでミオリを見送り、ヒエンは胸が温かくなっているのを覚えた。


　彼のほうも、ミオリのことは、ずっと気になっていたのである。心に刺ささっていた切っ先が、ようやく抜ぬけた気分だった。


　それだけでも、帝都に帰ってきてよかったと、心の底から思う。


　もっとも──


「問題は、こいつをどうするかだな……」


　ヒエンは道場にもどると、布ふ団とんのなかでまだうめいているスズリに視線を転じ、小さくため息をついた。
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　翌朝になっても、スズリは亡霊に憑つかれたままだった。


　夜明けとともに姿は見えなくなったそうだが、間ま違ちがいなく道場の片かた隅すみにいるという。


　スズリは一晩でかなり消しよう耗もうしており、布団から離はなれようとしなかった。熱が高く、ひどく汗あせをかいている。


　ヒエンは意を決し、自分が知るかぎりのなかで、もっとも霊れい力りよくの高い人を呼んでくることにした。


　母のセラである。


　ユウキ家の別べつ邸ていに行くと、セラはまだ朝あさ寝ねの最中だった。無む理り矢や理り、起こして、寝ねぼけてふらふらしているのを、手を引いて道場まで連れてくる。


　護衛のふたりが、当然といった感じでついてきた。


　近衛このえのほうは名をアリマといい、真しん影えい流りゆうのほうはヤハギである。


　アリマのほうは明るくて礼れい儀ぎ正ただしく、ヤハギのほうは物静かでどこかしら心を閉とざしている印象を受けた。


　ふたりともヒエンとの稽古を望んでいたが、今はそれどころではない。次に会ったときには必ずと約束し、納なつ得とくさせる。


　セラは道場に入ったとたん、なにかを感じたらしく、背筋がしゃんと伸のび、目もぱっちりと開いた。


「気分はどうじゃ？」


　セラが道場にあがり、スズリに見み舞まいの言葉をかける。


「亡ぼう霊れいの悲しみが心に伝わって、身体からだの震ふるえが止まりません……」


　スズリは布団から顔を半分だけ出して答えた。


　その目が、赤く腫はれている。布団のなかで、散々に涙なみだを流していたのだろう。


「ふむ」


　セラがうなずくと、道場のひと隅すみに向かって正座をした。


　ヒエンにはなにも見えないが、そこに亡霊がいるのだろう。


「話をしようではないか？」


　セラは優やさしい声で語りかけた。


　亡霊のことは、彼女に任せるとして、ヒエンは朝食の支し度たくをする。


　出しなに磨といでおいた米を炊たき、別邸に行く途と中ちゆうで買った青菜で味み噌そ汁しるを作り、干し魚をあぶる。


　それを人数分の膳ぜんに載のせて、道場へと運んだ。


「おまえたちも、朝飯はまだだろう？」


　ヒエンはふたりの少年武ぶ使しに声をかける。


「いえ、我々は──」


「ちょうだいします！」


　ふたりは正反対の答えを同時に返した。


　そして顔を見合わせる。


「まずは遠えん慮りよするというのが礼れい儀ぎというものだろう？」


「すでに用意されているものを断るほうこそ失礼だな」


　そのやりとりだけで、ふたりが互たがいをどう意識しているか、ヒエンにはわかった。


「とりあえず、食っときな」


　ヒエンはふたりに声をかけた。


「いただきます」


　ふたりは今度は声をそろえて言うと、箸はしに手を伸ばした。


　それから、


「どんな感じだ？」


　と、ヒエンはセラに訊たずねる。


「最近、亡なくなった娘むすめの霊れいのようじゃ。生まれたときから身体が弱く、ほとんど外にも出られなかったらしい。元気になって、翡ひ翠すい亭ていで働くのが夢だったそうじゃ。自分の身の上を嘆なげき、スズリのことは羨うらやんでおる」


　セラが振ふり返って答えた。


「哀あわれといえば哀れだな。だが、このままスズリに憑ついていられても困る。こいつから離れるよう説得できねぇかな？」


　ヒエンは布ふ団とんをかぶったまま、くぐもったうめき声をあげつづけるスズリを見下ろした。


「言ってはみたんじゃがのう。嘆き悲しむばかりじゃ」


　セラは首を横に振った。


「これは本格的にお祓はらいを頼たのむしかねぇな……」


　ヒエンは意を決し、


「ちょいと出かけてくるぜ」


　と、スズリの面めん倒どうをセラに頼み、東の大路にあるコイト神じん社じやへと向かった。


　帝てい都とを守護する土地神を祀まつるコイト神社には、何人もの神職がいる。


　神職は霊と交信する能力を会え得とくした人々だ。霊に祈き禱とうし、あるいは儀ぎ式しきや祭礼をもって希こいねがい、様々な奇き跡せき、神かみ業わざを顕けん現げんさせることができるのだ。


　これを神しん霊れい術とも呼ぶ。神職とは、すなわち神霊術を使う技能者集団でもあるのだ。


　神霊術を使うには高い霊力の持ち主でなければならず、何年にも及およぶ厳しい修しゆ行ぎようを必要とする。巫女みこも神職であり、神霊術を使う能力があった。ただし、巫女は神霊を降臨させ、そのよりしろとなる能力が備わっている。


　それは男では決して得られぬ能力であり、女性の神職でも誰だれもが巫女となれるわけでもない。だからこそ、巫女は神聖で尊ばれる存在だった。


　コイト神社に着き、年老いた宮ぐう司じに子細を話すと、すぐに神職を寄よ越こすと言ってくれた。


　道場にもどってしばらくすると、ひとりの若い神職が鏡を首から下げ、祈禱用の道具一式を従者に持たせて姿を現した。若い神職は、自信満々といった感じである。こちらから問うてもいないのに、これまでに何度も悪あく霊りようを退散させた経験があると得意そうに語った。


「こちらをご覧になってください……」


　従者が折りたたまれた書状を取り出し、ヒエンに手て渡わたす。


　広げてみると、除霊にかかる費用の内訳がずらずらと並んでいた。神霊術を使うことは、神職たちの本業である。決して安くない金額だったが、払はらうしかなかった。


　いつか、スズリに請せい求きゆうしようと、ヒエンは心に思う。


　神職は道場に着くと、さっそく祈禱の準備にとりかかった。


　しめ縄なわで結界を張り、塩を盛り、御お神み酒きをまいて辺りを清める。神かみ棚だなを作り、そこに鏡を安置した。道場の板いた壁かべには、御お札ふだをべたべたと貼はりつける。


　スズリは道場の中央で、床とこに寝ねかされたままだった。


　そして神職は厳おごそかに祈禱の祝詞のりとを唱えはじめる。


　ヒエンとセラは結界の外から様子を見守っていた。


　ふたりの若い武使は、裏庭から河原かわらのほうへと出て、武術の修行をしている。ヒエンが覗のぞいてみたところ、仕合をしてるのかと思うような激しい稽けい古こだった。将来的には流派の当主になれそうなぐらいの素質はある。


　こいつは鍛きたえがいがあると、ヒエンは思った。


　一方、祈禱のほうは最初、順調に見えた。


　神職は威い厳げんに満ちた声で祝詞を唱え、亡ぼう霊れいに鎮ちん魂こんを希う。


　祓はらえ串ぐしを打ち振り、印を結び、塩と御神酒を盛大に振り撒まいた。


　だが、しばらくすると、神職の顔に焦あせりの表情が浮うかびはじめる。


「どうなってるんだ？」


　ヒエンは不安になって、セラに訊ねた。


「亡霊は泣いておるだけじゃ。もっと生きたかった、綺き麗れいな着物を着たかったとな。しかし、その泣き声はしだいに大きくなっておる……」


　しばらくすると、ヒエンにも亡霊の哀かなしげな泣き声がどこからともなく聞こえてきて、激しい悪お寒かんに襲おそわれた。


　まるで魂たましいを削けずられているかのようで、全身から力が抜ぬけてゆく。


　ヒエンはたまらずくずれ落ちるように、その場に片かた膝ひざをついた。


「しっかりせんか！」


　セラが、ヒエンの頭を小こ突づく。


「あ、ああ……」


　ヒエンはうなずいたが、力がまったく入らなかった。全身ががくがく震ふるえる。


（赤い着物……青い着物……金の簪かんざし、銀の[image: ]くし……）


　子こ守もり歌でも唄うたっているような亡霊の泣き声が、ヒエンの心に直接、響ひびいてくる。


（あの子はいくつ……ひとつ……ふたつ……みっつ……よっつ……よっつ……よっつ……）


　泣き声が続く。


「こ、こいつはたまらねぇぜ」


　ヒエンは頭を押さえ、激しく首を振ふった。


（もっと生きたかった……綺麗な着物を着て、町を歩きたかった……あのお店で働いて、素す敵てきな人に出会いたかった……）


　耳には聞こえぬ亡霊の泣き声は、今や道場の壁かべや床を震わせるほどになっていた。


　そして突とつ然ぜん、しめ縄がちぎれとんだかと思うと、若い神職が口から泡あわを吹ふいて、神棚に突つっ伏ぷした。


　ヒエンはあわてて駆かけ寄り、神職の様子を確かめる。息こそあったが、白目を剝むいており、意識はなかった。


　ふと気がつくと、亡霊の泣く声は止やんでいる。


「あの娘むすめは、ただ泣いていただけじゃが……」


　セラがぽつりとつぶやいた。


「これは一ひと筋すじ縄なわではゆかぬようじゃのう」





　　　　６




　コイト神じん社じやから派は遣けんされた若い神職は、しばらくすると意識を取りもどした。


　しかし、


「わ、わたしの手には負えないようです」


　と、堂々とした敗北宣言を残し、従者の肩かたを借りながら帰っていった。


　亡霊は静かになったが、スズリから離はなれたわけではない。


　祈き禱とうのあいだに、スズリはさらに消しよう耗もうしたようで、目の縁ふちに黒く隈くまができていた。


　もとから白い肌はだからさらに血の気が失うせ、死人のように青白くなっている。


（こいつは本気でまずいかもしれねぇな）


　ヒエンは焦りを覚えた。


　無害な気がしていたのだが、娘の亡霊のこの世に対する未練は、恐おそろしく強いようだ。


　霊れい体たいを斬きる剣けんもあると聞くが、ヒエンには使えない。


　神しん刀とう流りゆうの使い手であるアモンなら、おそらく亡霊を鎮しずめることもできるだろう。だが、コセ沼ぬまでの一件があり、彼を頼たよる気にはなれなかった。


　そして、なにも手を打てないでいるうち、スズリは日に日に衰すい弱じやくしてゆく。


「戦いに倒たおれるならまだしも、亡霊ごときに命を奪うばわれるとは無念このうえない」


　三日もすると、スズリがすでにあきらめたような声を漏もらしはじめた。


　ヒエンは帝てい都と周辺の神社を訪ねてまわり、亡霊を祓はらってくれるよう頼たのんでみたが、コイト神社の神職が失敗したという噂うわさが広まっているらしく、応じてくれる神職は誰だれもいない。


　市し井せいにいる祈禱師も当たってみたが、娘の亡霊を見るなり、皆みな、逃にげ帰る。


　セラが道場に泊とまり、スズリを看みながら、たびたび亡霊に説得を試みたが、若い娘の霊はただ哀しげに泣くばかりで離れようとはしなかった。


　ミオリも翡ひ翠すい亭ていへの行き帰りに顔を見せ、スズリを見み舞まってくれる。


　しかし、根本的な解決策は、まったく見み出いだせなかった──





「失礼する──」


　その女が道場を訪ねてきたのは、スズリが亡霊に取り憑つかれてから、五日目のことであった。


　女はテマリと名乗った。


　一見して巫女みこと知れる装しよう束ぞくに身をつつんでいる。上衣は白で、袴はかまは一いつ般ぱん的な朱しゆではなく藤ふじ色いろだった。


　女はひどく瘦やせていて、目のまわりには隈があり、頰ほおが落ち窪くぼんでいる。顔色もひどく悪い。乱れた髪かみを、肩の辺りでふぞろいに刈かっていた。まるで病人のようで、スズリの隣となりで寝ねかしたら、どちらが亡ぼう霊れいに取り憑かれているかわからないだろう。


（気味の悪い女だぜ）


　ヒエンは思った。


　容姿もさることながら、彼女の全身からは禍まが々まがしい気が放たれている。


「悪あく霊りように取り憑かれた娘がいると聞いてやってきたの。その悪霊、わたしに祓わせてもらえないかしら？」


　テマリと名乗った女がそう申し出る。


　低く暗い声だった。


「それは願ってもないことだが……」


　だが、うっかり話に乗ると、なにかよくないことが起こりそうな気もする。


「ちょっと待ってくれ」


　ヒエンはセラを呼びにもどると、この女を見てもらうことにした。


「巫女姿の不気味な女じゃと？」


　セラは興味を覚えたらしく、外へと出て、門の横に立つ女に一礼する。


「いにしえの妖よう精せい？」


　テマリがセラの姿を見て、大きく目を見張った。


　セラのほうも、目をくりくりさせている。


「ずいぶんと、おぞましいものを連れておるのう……」


　そして、そうつぶやいた。


「おぞましいものって、なんだよ？」


　ヒエンは小声で訊たずねる。


「亡霊じゃ。それも恐ろしくたちの悪い」


「亡霊だって？　この女も亡霊に取り憑つかれているのかよ？」


　ヒエンは驚おどろいた。


　彼女から感じた邪じや気きは、亡霊が放っていたのだろう。


「取り憑かせてるのよ。亡霊たちは、わたしが支配している。誰かを祟たたるようなことはないから心配しないで……」


　ふたりの会話が聞こえたらしく、テマリが平然と言った。


「娘むすめに取り憑いたという悪霊も、この霊れいたちのように連れて帰りたいの。だから、お礼は要いらないわ」
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「そりゃあ、ありがたい申し出だが……」


　しかし、ただより高いものはないともいう。


　スズリに取り憑いた亡ぼう霊れいを連れ帰ってくれるのはありがたいが、この女がそれを使って、悪事を働くようなことがあれば後味が悪い。


　だが、そのとき、


「お願いするとしようかのう」


　と、セラが巫女みこに丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをした。


　その言葉を聞いて、ヒエンも心を決め、女に一礼する。


　そしてテマリに道場へあがってもらった。


　道場には布ふ団とんが敷しかれたままになり、スズリが横になっている。


　あのスズリが亡霊に取り憑かれてからというもの、武術の稽けい古こもせず、食事と廁かわやへ行く以外は布団から出ようともしないのである。汗あせで着物が濡ぬれるたび、セラがスズリの身体からだを拭ふいて着き替がえさせている。


　スズリは入ってきたテマリを見ると、甲かん高だかい悲鳴をあげた。


　テマリに取り憑いているという亡霊が見えたのだろう。


　しかし、そんな声が出るだけの元気があることに、ヒエンはむしろ安あん堵どを覚えた。武術の修しゆ行ぎようで、心身ともに鍛きたえてきたからこそだろう。


　テマリは道場の隅すみにいる娘の亡霊に、すぐ気がついたようだった。そこへ近づいてゆくと、ぼそぼそと話をはじめた。


　そしてしばらくして、ヒエンを振ふり返る。


「その娘が取り憑かれたときに、着ていたという着物はあるかしら？」


「そういや、まだ置いてあったな。しかし、茶店からの借り物だからな。できたら、そのまま返してくれよ」


　ヒエンは道場の隅にたたんだままにしてあった着物を取ってきた。


「こいつだ……」


　そう言って、テマリに手渡す。


「ありがとう」


　それを受け取ると、テマリがいきなり着ていた服を脱ぬぎはじめた。


　ヒエンはあわてて、彼女に背を向ける。


　巫女装束の下は、腰こしに下着をつけていただけで、瘦やせてはいるが、意外に張りのある胸が目に焼きつく。


（見た目より、若いのかもしれねぇな）


　ヒエンはそんな感想を抱いだいた。


　テマリは翡ひ翠すい亭ていの衣い装しように着替えると、あらためて娘の亡霊に向かって呼びかけた。


「綺き麗れいな着物よね？　あなたはこういうのを着て、外を歩きたかったの？　でも、それはもうかなわないのよ……」


　大声で祈き禱とうをするわけでも、祝詞のりとをあげるでもなく、静かに霊に語りかけている。


「あなたは、もう死んだのよ。そのまま泣いていたら、すぐ消えてしまう。あなたが取り憑いている娘と一いつ緒しよにね」


　縁えん起ぎでもないと、ヒエンは思った。


　しかし、このままだと、スズリは本当に死んでしまうだろう。なんとかしてやってくれと、祈いのるような気持ちで、テマリを見つめた。


「わたしと一緒に来るといい。わたしなら、あなたをこの世にとどめられる。この世が嫌きらいになるまで、ね……」


　テマリが淡たん々たんと続けている。


　しばらくすると道場の板いた壁かべが震ふるえだし、どこからともなくあの泣き声が聞こえてきた。


（赤い着物……青い着物……金の簪かんざし、銀の櫛くし……）


　その声を聞くと、激しい悪お寒かんが走る。ヒエンは歯をくいしばって、それに耐たえた。


（わたしは、まだいていいの？　あなたが、わたしの身体になってくれるの？）


　その声はまだ幾いく分ぶん、哀かなしそうであったが、期待しているようでもある。


「ええ、いいわ」


　テマリが静かにうなずく。


（じゃあ……替かわって！）


　そんな声がしたかと思うと、板壁の震えがぴたりと止まった。


「終わりました」


　テマリが振り返り、床ゆかに手をついて丁寧に一礼する。


　そして静かに立ち上がると、翡翠亭の着物を脱ぎ、巫女装束にもどる。


「もう、終わったのかよ？」


　あまりにもあっけなかったので、ヒエンは驚おどろいてテマリに訊たずねた。


「娘の亡霊は、どうなったんだ？」


「この娘の亡霊は、この世に未練がある。だから、祓はらおうとすると、悲しむわ。その感情があまりにも激しいから、人に祟たたる。でも、わたしは一緒に来るように説得しただけだから……」


「あの亡霊は、あんたに取り憑き、乗っ取ろうとしたんじゃないのか？」


「そのようね。でも、わたしは巫女だもの」


「亡霊を支配したということか？　あんたが連れている他ほかの亡霊と同じように……」


　ヒエンはごくりと唾つばを飲んだ。


「亡霊を支配してどうしようというんだ？　どこかに封ふうじるつもりなのか？」


「答える必要があるのかしら？」


　テマリが冷たく答え、わずかでも礼をしたいというヒエンの申し出を断ると、さっさと道場を後にした。


　ヒエンとセラは、門まで出て、彼女を見送る。


　かるく頭を下げてそれに応こたえると、彼女は何処どこへともなく立ち去った。


　ヒエンはその後ろ姿をしばらく見つめていたが、


「スズリを頼たのんだぜっ」


　セラにそう言い残すと、テマリの後を追うことにした。


　万が一のことを考え、彼女の住まいや評判などを確かめたいと思ったのである。





　　　　７




　テマリを尾び行こうするのは、そう難しいことではなかった。


　彼女には何体もの悪あく霊りようが取り憑ついている。さほど霊れい力りよくの高くないヒエンでも感じられるほどの邪じや気きが、彼女の歩いたあとには臭においのように残っていた。


　テマリは西へと向かい、帝てい都との西の大路を越こえて、北西街かい道どうへと入る。峡きよう国こくノウミから北海へと続く主要な街道のひとつだ。


　この辺りともなると、田畑が増えはじめ、建物はまばらになる。


　ふと気がつくと、太陽は西の山々の向こうへと沈しずもうとしていた。夕ゆう闇やみが急速に迫せまりつつある。やはり、季節は進んでいるのだ。


　ヒエンはテマリが見えるか見えないかというぐらいの距きよ離りを取って、跡あとをつけた。


　しかし日が沈むと同時にテマリが突とつ然ぜん、立ち止まり、そのまま動こうとしない。


「気づいていたんだな……」


　ヒエンは逃にげ隠かくれせず、そのまま堂々と歩いていった。


「わたしに、なにか用？」


　ヒエンが近づいてから、テマリが振ふり返って訊ねてくる。


「あんたが何者なのか興味があってな。どこに住んでいるのかぐらいは、知っておこうと思ったんだ」


　ヒエンは思ったとおりを彼女に返した。


「わたしに、かまわないでくれる？」


　テマリが冷たく言って、指を突つきつける。


　その瞬しゆん間かん、ヒエンは身体からだが締しめつけられるような息苦しさを覚えた。


「クッ……!?」


　ヒエンは歯を食いしばる。


「わたしが何者でも、あなたには関係ないでしょ？　娘むすめに憑ついていた霊れいは取り除いてあげたのだから、それで満足してくれないかしら？」


　テマリはそう言い残すと、その場から立ち去ろうとする。


　ヒエンはテマリのあとを追おうとしたが、身体がまったく動かなかった。


　巨きよ大だいな力で、羽は交がい締じめにされている感じである。


「術を……使いやがったな……」


　ヒエンはつぶやくと、腰こしの鳳ほう翼よく、凰おう翼よくに手を伸のばしていった。


　それさえも大変な努力が必要だったが、武術使いはそのために日ひ頃ごろから心技体を鍛きたえている。


　ヒエンは気力を振り絞しぼり、小こ太刀だちの二刀をなんとか抜ぬき放った。その瞬間、身体を束そく縛ばくしていた力は幻まぼろしであったかのように消える。


「たいしたものね……」


　自らがかけた術が破られたのに気づいて、テマリがふたたび振り返り、声をかけてきた。


「わたしが何者かを知って、どうしようというの？」


　ヒエンは二刀を収めてから、テマリに言った。


「あんたがなにをしようとしているか次し第だいだな。もしも、あんたが邪じや悪あくなことを企たくらんでるのなら──」


「世のため人のため、わたしを斬きるとでも？　あなたは神しん刀とう流りゆうの使い手なの？」


　テマリがわずかに目を細める。


「オレの流派は神明流だ。それに神刀流は世のため人のための剣けんじゃねぇ。あれは高祖神ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの都合で振るわれるんだよ……」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに言い返した。


「奴やつらは怪あやしげな本ほん殿でんを建設し、大祭を行おうとしているんだ。そのため、各地から資金や舞ぶ女じよを強ごう引いんな手段で集めている。しかも、執しつ政せい家がその真意を問うと、近きん隣りんの領主に呼びかけ、帝都に軍を差し向けやがった。そして罪もない沼ぬま人びとたちを大勢、殺したんだぜっ！」


　犠ぎ牲せいとなったホノのことを思い出すと、怒いかりがこみあげてくる。


「その通りよ……」


　ヒエンの言葉を聞いて、テマリがふと微笑ほほえんだように見えた。


　しかし、彼女は夕焼けの残る西の空を背にしていたから、ただの見み間ま違ちがいかもしれない。


「いいわ。わたしが何者なのか、この亡ぼう霊れいたちを使って、なにをするつもりなのか、あなたには見せてあげる……」


　テマリが言って、さらに西へ向かって歩きはじめる。


　ヒエンは無言でうなずくと、彼女の後に続いた。





　着いた先は、雑木林の奥にある広場だった。


　小さな池の中央に石せき碑ひのようなものが立っており、真新しいしめ縄なわが巻かれ、札が貼はられてあった。


「こいつは……？」


　ヒエンはつぶやいた。


「御ご神しん体たいよ。ここに神しん霊れいが封ふうじてある……」


　テマリが篝かがり火びを灯ともし、赤く揺ゆれる炎ほのおに照らしだされた石をじっと見つめた。


「神霊は巫女みこに降りることもあるけど、巨きよ石せきや巨木といった自然物に降りることもある。また、鏡、剣、玉といった霊れい力りよくを宿しやすい人工物に封じられることもあるわ」


「あんたは、この祠ほこらの巫女なのか？　いったいどんな神を祀まつってるんだ？」


　ヒエンはテマリを横目で見ながら訊たずねた。


「違ちがうわ……」


　テマリが首を横に振る。


「わたしはこの祠とは関係ないし、ここに封じられている神霊は祟たたり神よ。人々に恩おん恵けいではなく、災さい厄やくをもたらすわ」


「祟り神だって？」


　ヒエンは顔をしかめた。


「神霊の名はウリク。聞いたことはないかしら？」


「ウリクっていうと、まさか東とう荒こうの大だい酋しゆう長ちようか？」


「そのウリクよ」


　テマリがうなずく。


「千年もまえの人間だぜ？」


　ヒエンはうめいた。


　人じん妖よう戦せん争そうに勝利し、ミズホが帝てい国こくを建国した直後、帝国はアーシア全土を統治すべく各地に遠えん征せいを行った。


　このとき、東荒にあって帝国に抵てい抗こうした大酋長がウリクである。


　ウリクは東荒の諸部族を連合させ、帝国軍を相手に数々の激戦を繰くり広げた。最後には、征せい東とう将軍コウガによって倒たおされたが、遠東へと逃のがれた地方部族のあいだでは、今でも神として崇あがめられていると聞く。


「──オレが知っているのはそのぐらいだ」


　ヒエンはテマリに言った。


「遠東の民たみの信しん仰こうによって、ウリクは本当に神となったの。そして自分たちを荒こう野やへ追いやった帝国に対し、復ふく讐しゆうを求めたのよ。だから、ウリクは祟り神なの……」


　テマリがゆっくりと語る。


「祟り神となったウリクは、帝国領に災わざわいをもたらすようになった。そこでこの祟り神を鎮しずめるため、ウツヒミ大神宮はひとりの巫女を遣つかわしたの。その巫女はウリクの神霊を自らに降ろし、神じん宮ぐうへと連れ帰った。そしてウリクの神霊を荒こう神じんの社やしろに移し、この千年ひそかに祭さい祀ししてきたのよ。でも、ウリクの帝国に対する憎にくしみは深く、千年を経た今も、ミズホの帝国に仇あだなそうとしているわ。きっと遠東の人々が今でも、ウリクを帝国の敵として信仰しているからだと思う」


「そのウリクの神霊が、なんでこんなところに？」


　ヒエンはテマリに訊ねた。


「ある人物が荒神の社から、この祟り神を解放し、ひとりの巫女に憑かからせたからよ。その巫女は、この祟り神を帝てい都とまで運ぶのが役目だった。でも、その巫女は帝都に災いが降りかかるのを防ぐため、霊力の限りをふりしぼって、この石碑にウリクを封じたの。ちょうど神宮が帝都に軍を進めたときのことね」


　テマリが石碑に視線を向けながら、ひとりごとのようにつぶやく。


「そんな……ありえねぇだろ？」


　ヒエンの声はかすれていた。


「神宮の連中、軍を進めるだけじゃなく、祟り神を使って帝都に災いをなそうとしてやがったのか？」


　神宮がそこまで非道だと思いたくはない。


　だが、テマリの言葉には真実だけがもつ迫はく真しんの響ひびきがあった。


「そのぐらいの力を持っていることを見せたかったのでしょうね。若い執しつ政せいとそして神しん域いきにいる近衛このえに……」


「なんのためだ？　災厄がくだれば、罪もない帝都の人々が苦しむことになるんだぞ？」


　大水、暴風、疫えき病びようなど、帝都シスイも幾いく度どもの災厄に襲おそわれている。その都度、多くの犠ぎ牲せい者しやを出している。


「大祭の邪じや魔まをされたくないからよ。大祭が成功したら、このアーシアに永遠の平和と繁はん栄えいが訪おとずれると、ある人物が説いているの……」


「そいつは、いったい誰だれなんだよっ？　大祭で、いったいなにを祈き願がんしようというんだ？」


　ヒエンは激しい怒いかりを覚え、テマリに向かってつい大声を出していた。


「世のなかには知らないほうがいいこともあるのよ」


　テマリがぽつりと言う。


「異論はねぇな……」


　ヒエンはうなずいた。


　彼自身、鬼き道どう衆しゆうや童どう子じの存在を知らなかったら、そして皇帝タイガの光こう刃じんや童子が放ったあの剣を知らなかったら、今いま頃ごろは武術を捨てて若い娘むすめを追いかけていたかもしれない。


「けどな、知らなくていいことを知ってしまったら、覚かく悟ごを決めるしかねぇからな。案外、気楽なもんだぜ。やるべきことも、決まるしな」


「あなたも、なにかを抱かかえているの？」


　テマリが心の奥を見み透すかそうとするように、じっとヒエンを見つめる。


「いろいろな。だが、それは他人に言えるもんじゃねぇ。だから、あんたにもなにも聞かない。ただ、あんたがなにをするかは、見届けさせてもらうぜ。それが罪もない人々を苦しめることだったら──」


「わたしを斬きる？」


　テマリが冷れい笑しようする。


「斬るしかないと思ったらな」


　ヒエンは否定しなかった。


「だったら、これから、わたしがすることを見るといいわ」


　そう言ったかと思うと、テマリは自らの肩かたに手を触ふれ、まっすぐ祟たたり神ウリクが封ふうじられた石せき碑ひに向かって差し伸のべた。


　次の瞬しゆん間かん、ヒエンの脳のう裏りにあの泣き声が響く。


（やめて……やめて……わたし……消えたくない）


　その声は、スズリに取り憑ついていた娘の亡ぼう霊れいに他ほかならなかった。


「くっ……」


　ヒエンは歯を食いしばり、魂たましいを洗い流そうとするような亡霊の泣き声に抵てい抗こうする。


「消えたくないなら戦いなさい！」


　テマリが厳しい声で命じ、両手で印を結び、祈き禱とうした。


　彼女の全身から紫むらさきがかった霊れい光こうが蒸気のように立ち昇のぼる。


　その霊光は、やがて娘の姿になった。


　テマリから霊力を与あたえられ、霊体がヒエンの目に見えるほどに霊力を増したのである。


（嫌いやよ嫌……その人、恐おそろしい……深い悲しみ、激しい怒り、大きな憎しみ……）


　娘が悲鳴をあげるように泣き叫さけぶ。


「恐れては駄だ目め、悲しみなさい。それが、あなたの武器なのだから」


　テマリが亡霊を叱しつ咤たした。


　そのとき、石碑からもゆらゆらと霊体が浮うかびあがった。


　そびえたつような巨きよ軀くである。赤い肌はだには動物を意い匠しよう化した刺青いれずみが施ほどこされ、かぶり物や上衣は鳥の羽で装そう飾しよくされている。


（このウリクに挑いどむとは、笑しよう止しなり……我は忘れぬ。我が土地を汚けがされた悲しみ、我が土地を奪うばわれた怒り、我が民たみを殺された憎しみを……）


　祟り神の声が、ヒエンの心に響く。


　ヒエンは魂が砕くだけるかのような衝しよう撃げきを感じ、その場にへたりこんだ。


（怖こわい……怖い……）


　娘の泣き声が、しだいに小さくなっていった。


「や、やめてやれ！　そのままじゃあ、その娘は……」


　ヒエンは息が詰つまりそうになるのに抗あらがいながら、テマリに訴うつたえた。


　テマリがちらりとヒエンを見たが、印を解くことはなく、祈禱を唱えつづけている。


　そして次の瞬間──


（わたし……もう……消えたい……）


　娘の最後の声が響き、亡霊の姿が霧きりが晴れるように消えた。


　そして祟り神の姿も石碑へと沈しずんでゆく。


「期待したほどではなかった。でも、ウリクの霊力もだいぶ弱まったはず。これなら……」


　テマリが印を解き、そうつぶやいた。


「どういうことなんだ？　娘の亡霊はどうなった？」


　ヒエンがふらふらと立ち上がり、頭を何度となく振ふりながら、意識をはっきりさせようとする。近くにいただけなのに、これほど消しよう耗もうするとは思いもしなかった。


「いなくなったわ。荒こう神じんウリクの怨おん念ねんの強さに耐たえきれなかったのよ」


　テマリが平然と答え、その場から立ち去ろうとする。


「あんたは、そうやって取り憑かせた霊を使い潰つぶしているのかよ？」


　ヒエンはテマリに向かって怒ど鳴なった。


　娘の亡ぼう霊れいは、たしかにスズリをひどく苦しめた。しかし悪あく霊りようというほどでもない。もっと生きたい、綺き麗れいな着物をまといたいというのは、若い娘なら当然の願いだ。それが叶かなわず、若くして死んだため、亡霊となって嘆なげき悲しんでいただけである。


「いけないかしら？」


　テマリが立ち止まり、ヒエンに氷のような視線を向けてきた。


「気に入らねぇなっ！」


　ヒエンは叫ぶと、小こ太刀だちの二刀を抜ぬくと逆手に構えた。


　無論、斬るつもりはない。だが、これ以上、続けるなという警告のつもりだった。


「あなたに気に入ってもらえると思っていないわ。でも、他に方法がないの。あなたが言ったとおり、わたしは覚悟を決めている。邪じや魔まをするつもりなら、すぐにここから消えて。そして二度と現れないで」


　テマリがなにかを摘つまみとるかのように、自分の右みぎ肩かたにかるく指を触れ、それをヒエンに差し向けてきた。


　次の瞬間、一体の亡霊が、姿を現した。


　古式の具足に身を包み、長い髪かみを振り乱している。身体からだの輪りん郭かくはおぼろげに揺ゆらぎ、青白い火の玉のようなものがいくつか、周囲に浮かびあがった。


「堕武者……」


　ヒエンはひくくつぶやいた。


　戦場で無念の最さい期ごを遂とげた武人の亡霊である。首だけの亡霊である武者首、首を失った首無しなど、武人が亡霊となる例はすくなくない。


　ウリクもある意味、堕おち武む者しやである。ただ、遠東の人々から崇あがめられ、帝てい国こくの人々には畏おそれられたゆえに、霊力が高まり、神しん霊れいとなったのだろう。


（我が命尽つき……この身、朽くちようとも……我が闘とう気き、いまだ衰おとろえることなし……）


　堕武者が大きく横に手を広げると、刀が右手にゆらゆらと現れる。


　そして両手を円を描えがくように回し、最後には上段に構えた。


「亡霊を哀あわれに思うのなら、その人に斬きられてあげて。これぞと思う敵を斬れば、きっと満足するでしょうから」


　テマリがそう言い残し、今度こそ姿を消した。


　後を追おうとしたが、そのあいだに堕武者が立ちはだかる。


「チッ！」


　ヒエンは舌打ちし、飛び退すさって間合いを取った。


　悪あつ鬼きや妖よう怪かいとは戦ったことがあるが、亡霊と戦うのは、これが初めてである。


　いかに〝総そう受じゆ一いつ攻こう〟を極ごく意いとする神しん明めい流りゆうでも、亡霊の攻せめを受けられるかどうかはわからなかった。


（だが、受けてやるぜっ！）


　ヒエンは気がたぎってくるのを感じた。


　武人の放つ気も、魂たましいに由来するとされる。魂が震ふるえて生じる波のようなものだというのだ。つまり、本質は同じである。


「オレは神明流のヒエンだ！　おまえの名は？」


　ヒエンは堕武者に向かって叫さけんだ。


（我が名は……我が名は……）


　堕武者が応こたえようとしたが、その先は続けられない。着ている具足から推測して、かなり昔の武人の霊れいのようだから、すでに名を忘れたのかもしれない。


（怨っ！）


　堕武者が地の底から響ひびいてくるような低い声とともに、影かげ絵えのように迫せまってきた。


（恨っ！）


　そして袈裟けさ斬ぎりに刀を振ふるう。


　ヒエンは太刀たち筋すじを見切り、右手の凰おう翼よくでそれを受けた。


　だが、堕武者の刃やいばは、凰翼の刃をすり抜ぬけ、ヒエンの肩かた口ぐちを浅く切り裂さいた。


　痛みはなかった。
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　だが、氷を当てられたような感かん触しよくとともに、悪お寒かんが全身を走りぬけた。高まりつつあった気が、まるで吸い取られたかのように萎なえてゆく。


　堕武者の刀は肉体ではなく、魂を斬るようだ。


　ヒエンはふと神しん域いきでの童どう子じと名乗る戦せん鬼きとの戦いを思い出す。童子があのとき放った術も、肉体ではなく命そのものを斬るものだった。まさに究極の攻めというにふさわしい。


　しかし、ヒエンはあの剣けんを、完全ではないにせよ、受けることができた。それゆえ即そく死しは免まぬかれたのである。


「光も闇やみも、死さえも受けられるのなら、亡もう者じやの剣だって、受けられるはずだぜっ」


　ヒエンはふたたび気を高めつつ、自らが振るう二刀の刃を強く意識した。


　武ぶ使しにとって、刃は身体の一部も同然である。だが、そこに血は通っておらず、魂は宿っていない。


　刃に血を通わせることは無論、不可能だ。だが、魂を宿らせることならできる。魂とは肉体に束そく縛ばくされているわけではなく、もっと普ふ遍へん的な存在であり、アーシアの森しん羅ら万ばん象しようと霊れい的てきに繫つながっているとされているからだ。


　堕武者の剣は実体が朧おぼろ気げで揺らいでいる。それゆえ、瞬を捉とらえられなかったのだ。


　ヒエンは心を澄すませ、堕武者が放つ邪じや気きを感じ取ろうとする。


　まず、目を閉じた。視覚は人にとって、もっとも優位な感覚器官である。それを封ふうじることで、他ほかの感覚が鋭えい敏びんになる。


（堕おち武む者しやの刃は無念の最さい期ごを遂とげたため、この世に留とどまった闘とう気きだ。瞬を逃のがすことなく、それを受ければ、きっと木こ霊だまで返せる）


　ヒエンは自らに言い聞かせた。


　闇のなかで、敵の闘気の動きを感じ、見切ってゆく。


　霊体ではあっても、堕武者の動きは肉体があった頃ころのそれと大きくは変わっていなかった。


「この動きは、巌がん流りゆうの一派だな……」


　武器と鎧よろいを攻こう防ぼう一体として使うのが流りゆう儀ぎであり、戦いくさではどの流派よりも実力を発揮する。近衛このえでも巌流の一派である奇き巌がん流りゆうが十流入りし、宮きゆう殿でん守護の職にあたっていた。


　巌流はまさに刀のみならず、鎧にまで気を乗せ、無敵の守りとしえた。そして命が尽つきてもなお、ひと太刀たち、ふた太刀を返しうる残ざん心しんの術を使う。


「心を残しすぎたってことかよっ」


　ヒエンは堕武者の霊れい刃じんに、左手の鳳ほう翼よくを合わせた。気は十分に高まっており、刃には青い霊光が発している。


　はたして、堕武者の刀は、ぴたりと止まっていた。


「木霊ぁあああっ！」


　ヒエンは右手の凰翼を振るった。


　切っ先から風の刃が疾はしり、堕武者の首を一いつ閃せんする。


（見事なり……神明流ヒエン……）


　堕武者の声が心に響いてくる。


（我が名は……我が名はヤマガ……我が闘気、汝なんじに及およばず……）


　そう言い残し、堕武者の霊は闇に溶とけてゆくように消え去った。


　ヒエンは大きく息を吐はくと、小こ太刀だちの二刀を、ゆっくりと鞘さやにもどす。


　辺りをうかがったが、テマリの気配はもはや近くになかった。


　堕武者を犠ぎ牲せいにし、何処どこかへ立ち去ったのである。


「亡ぼう霊れいを取り憑つかせ、自在に操あやつる黒くろ巫女みこか……」


　ヒエンはぽつりとつぶやく。


「あいつは、いったい、どんな覚かく悟ごを決めているというんだ？」


　篝かがり火びも消え、完全な闇に包まれた林のなかには、清水が湧わきでる音と秋の虫が鳴く声が響いているだけであった。
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　蠟ろう燭そくの炎ほのおが、狭せまい室内を照らしている。


　神かみ棚だながあり、その中央に丸い金属鏡がすえられている。


　その鏡に向かって、ひとりの男が座していた。


　帝てい都とシスイのウツヒミ神社の神かん主ぬしである。近きん隣りんの住人でさえ、彼の名を知らぬ。


　本人でさえ、ここ数年、自分の本当の名を名乗ったことはない。東風コチという神かむ威いでの通り名だけで十分だからだ。


　コチは鏡をじっと見つめている。


　そこに映っているのは、自分の顔ではない。


　高祖神ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの大宮司ミロクその人であった。


「先の天上神の巫女は、ミロク様のお言葉どおり、荒こう神じんウリクを封じた石碑に姿を現しました。どうやら、荒神の神しん霊れいを憑かからせ、何事か企たくらんでいる様子……」


　コチは鏡に向かって、呼びかけた。


「やはり、チグサがナノハに知らせたのだな。チグサめ、我が意に背そむき、荒神を石碑に封じたばかりではなく、天上神の巫女の心までも変えてしまうとは、たいしたものよ」


　鏡から、ミロクの笑い声が響ひびく。


　鏡は神器なのだ。神霊が宿っており、霊道を経て遠く離はなれた場所を繫つなぐことができる。


「たいしたものとは、ミロク様は女どもに甘うございます。あやつらには、ミロク様の崇すう高こうな志が理解できないのです。チグサに猶ゆう予よなど与あたえるべきではなかったのです。先の天上神の巫女も、今すぐ始末するべきと存じます。どれほど小さくとも、禍か根こんは残すべきではありません」


　コチは鏡に向かって、膝ひざを乗り出した。


「女を支配するのは、神霊から霊れい力りよくをひきだすより難しい。それゆえ、おもしろい。おとなしく従うだけの女ばかりではつまらぬ。わたしに抗あらがおうとする女たちも、また愛いとおしい。その意を挫くじき、絶望を与え、屈くつ服ぷくさせるという愉たのしみがあるからな。かつての南風ハエがそうであったように……」


「そのハエですが、いよいよ保もちそうにありません」


　コチはため息をついた。


　彼女はもはや正気ではない。今はまだ辛かろうじて命令に従っているが、近いうちに手に負えなくなるだろう。


　あの夫ふう婦ふの鬼き霊れいが世に解き放たれるようなことになれば、由ゆ々ゆしきことだった。


「よく保ったというべきだな……」


　鏡のなかで、ミロクがうなずいた。


「いずれ、替かわりの巫女を、そちらに送ろう。このところ大祭に異を唱える巫女どもが増えてきたゆえ、誰だれを選ぶか迷うほどだ」


「だから、女どもは……」


　コチは忌いま々いましそうに吐き捨てる。


「しかたあるまい。我らがなそうとしていることは、このアーシアを一新させるというもの。大きな変化を恐おそれる者がいるのは、当然。だが、すべてはわたしが描えがいた絵図のごとく進んでいる。大神を迎むかえる本ほん殿でんはほぼ完成し、大祭の準備もしだいに整いつつある。五百人の巫女、舞ぶ女じよが一糸乱れず舞うさまは見事なもの。そして新しき大祭の巫女は純真にして無む垢く、しかも先の巫女をはるかに凌りよう駕がする高い霊力を持っている……」


「その新しき巫女は、いつこちらに？」


「すでに、そちらへ向かっている。まもなく到とう着ちやくするであろう」


「穢けがれに触ふれさせてよいのですか？」


「かまわぬ。先の巫女の今の姿を見れば、むしろ決意を強くしよう。あれは、今の世に強い哀かなしみを抱いだいているゆえ、大祭の成功を誰よりも強く願っているのだ」


「早くその日が来ることを、願っております」


　コチはそう言うと、鏡に向かって平へい伏ふくした。


「それまで、おまえたちには苦労をかける……」


　鏡のなかで、ミロクがうなずいた。


　そして、鏡が一いつ瞬しゆん、黒い霊光を放ったかと思うと、それが消えたとき映っているのは、ミロクではなく、コチの顔である。


　彼は神職の装しよう束ぞくを正してから、静かに立ち上がった。


　そして窓に向かう。


「各おの々おの、油断なく見張ってください。しかしくれぐれも手を出さぬように……」


　夜の闇やみに向かい、コチはそう呼びかけた。


　それに答えるように風が吹ふき、境けい内だいの樹木が枝葉をざわめかせた。






[image: ]


　　　　１




　開け放った道場の窓から、初秋の涼りよう風ふうが吹きこんでいた。


　激しい武術の稽けい古こで道場にこもっていた熱気が、ゆるやかに運び去られてゆく。


　ヒエンとスズリは向かいあって一礼し、その日の朝の稽古を終えた。


　亡ぼう霊れいから解放されて、三日もするとスズリの体力は、武術の稽古ができるまでに回復していた。床とこに伏ふせっているあいだに鈍にぶった身体からだと修しゆ行ぎようの遅おくれを取りもどそうとするかのように、日に日に稽古は激しくなってゆく。


　早朝から始めたというのに、すでに昼に近い。


　ふたりは裏庭の井い戸どで順番に水浴びし、汗あせに濡ぬれた道着を着き替がえた。


　そして翡ひ翠すい亭ていで昼飯を食べようということになる。稽古が激しくなり、飯の支し度たくをしている暇ひまさえない。高くつくが、ヒエンも今は修行のほうを優先させたかった。


　外へ出ると、白の上衣に薄うす紫むらさきの袴はかまをはいた瘦そう身しんの女が門にもたれるように立っていた。


　黒くろ巫女みこテマリである。


「キャアアアッ！」


　その瞬しゆん間かん、スズリが絹を引き裂さくような悲鳴をほとばしらせ、すとんとその場に尻しり餅もちをつく。


　テマリの背後に、亡霊が蠢うごめいているのが見えたのだろう。


「てめぇ！　なにしに来やがった！」


　ヒエンは叫さけぶと、小こ太刀だちの二刀に手をかけた。


「あなたたちに頼たのみがあるの」


　テマリがヒエンの恫どう喝かつを気にした様子もなく言った。


　そしてスズリを見下ろす。


「あなたに取り憑ついていた亡霊を祓はらったのは、このわたしよ？　礼ぐらい言えないの？」


「あ、ありがとうございました……」


　スズリがあわててその場に正座しなおし、頭を下げた。


「礼なんか言うことねぇ。この女は、あの娘むすめの亡霊を使い捨てにしやがったんだぜ」


　ヒエンの鼻息は荒あらい。


「あの娘のこの世に対する執しゆう着ちやくが足りなかったのよ。最後には、彼女が消えたいと願ったのだから」


「祟たたり神と戦うのが苦しかったからだろうが？　他ほかにやりようはなかったのかよ？」


「あるわ……」


　テマリがそう言って、ヒエンを見つめてきた。


「だから、ここに来たのよ。あなたたちに手伝ってもらいたくて」


「よく頼めるもんだな？　武人の亡霊をけしかけて、オレを殺そうとしたくせに」


　ヒエンは睨にらみつける。


「あのぐらいで、あなたが死ぬとは思わなかったわ。死んでたら、ここには来なかったしね」


　テマリの表情は、まったく揺ゆるがない。


　堂々たる態度に、ヒエンの怒いかりが不思議と静まった。


「わかったよ。話ぐらいは聞いてやるぜ」


　ヒエンはうなずくと、テマリも連れて、翡翠亭へと向かうことにした。
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　翡翠亭に入ると、ヒエンは二階にある部屋を借りることにした。


　畳たたみ敷じきで、六人ほどが座れる食しよく卓たくがある。窓からは聖なる川カタラの清流を見下ろせる。夜に食事をするときなど、アモンもよく使っていた。


　部屋に入るなり、テマリがいきなり雨戸を閉める。


　当然、部屋は暗くなった。


「亡霊は日に当たるのを嫌きらうから……」


　テマリがそう言って、そのまま奥の席に座った。


　背筋をぴんと張り正座している姿からは、厳おごそかな印象を受ける。


　ヒエンはテマリの正面の席に着いた。その隣となりに、スズリがためらいながら座る。視線は自分の膝ひざに落とし、テマリのほうを決して見ようとはしない。


　しばらくすると、ミオリがお茶を運んできた。


「こちらの巫女様は、もしかして？」


　ミオリがお茶を置きながら、ヒエンに小声をかけてくる。


「ああ、先日、スズリに憑ついた亡霊を祓ってくれたんだ」


「やっぱり！」


　ミオリがあわててテマリに何度もお辞じ儀ぎし、スズリが亡霊に憑ひよう依いされた顚てん末まつを勢いよく語っていった。


「それが、わたしの務めなれば……」


　テマリが微び笑しようを浮うかべて、ミオリに応じた。


「今日は、そのお礼なの？」


　ミオリがふたたびヒエンに訊たずねる。


「そんなところだ」


　ヒエンは曖あい昧まいにうなずいておく。


「ところで、どうして雨戸を閉めてるの？　暗いし、暑いでしょう？」


「そのままにしておいてくれ。この巫女みこ様には、仕事がらいろいろと憑いていらっしゃるそうだ。そいつらが、日の光を嫌うらしくてな」


「ああ、それで、スズリさんが……」


　ミオリが哀あわれむようにスズリを見つめる。


　スズリは顔を伏ふせたまま、小刻みに震ふるえていた。膝に置いた拳こぶしはぎゅっと握にぎられている。


「だから、二階には客をあがらせないでくれ。なにが起こるか、わからねぇからな」


「わ、わかった……」


　ミオリはごくりと唾つばを飲みこんだ。


　そして三人から注文を取って、そそくさと階下へ降りてゆく。しばらくして料理を運んできたが、すぐにまた部屋から出ていった。


「……で、オレたちに話というのは？」


　ミオリが階段を下りる足音が完全に消えてから、ヒエンはテマリに訊ねた。


　しかし、返事はない。


　彼女は黙もく々もくと食べていた。彼女の膳ぜんには甘味や菓か子しばかりがのっている。それも相当な量だ。


　見ているだけで、口のなかが甘くなってきそうだった。


「そういうものが、好物とは意外だな」


「亡ぼう霊れいに取り憑つかせているとね、体力をひどく消しよう耗もうするのよ。いくら食べても瘦やせてゆくばかり。そのうち、甘いものだけを食べるのが、いちばんいいとわかったの」


　テマリは、ちらりと顔をあげて答える。


　たしかに、いくらか顔色がよくなっている気がした。


「それで、オレに話というのは？」


「祠ほこらに封ふうじられた祟たたり神のことは覚えていたようね」


「東とう荒こうの大だい酋しゆう長ちようウリクだろ？　忘れられるものかよ」


　ヒエンは顔をしかめる。


「あれをね、降ろしてみようと思うの」


「はあっ？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとなった。


「降ろすって、どういう意味だ？」


「憑かからせて、支配するのよ。あの娘むすめや武人の亡霊みたいにね」


　テマリが事も無げに言う。


「そんなことが、できるのか？」


「できるわ……」


　そう言うと、テマリは閉とざされた窓のほうへふと視線を向けた。


「神じん宮ぐうからこの帝てい都とまでウリクの神しん霊れいを連れてきたのも、ひとりの巫女だから」


「その巫女はあの石せき碑ひにウリクの神霊を封じたあと、どうなったんだ？」


「あの池に、沈しずんでいるわ。その巫女はウリクの神霊をあの石碑へと封じるため、自らの霊れい魂こんで導いたの。そのためには、命を絶つしかなかった……」


　テマリの瞳ひとみがわずかに揺ゆれているのを、ヒエンは見み逃のがさなかった。


　彼女の横顔には深い哀かなしみがうかがえる。その巫女とは知り合いだったに違ちがいない。


「わたしはあの娘の亡霊だけでなく、これはと思う霊れいを、何体かウリクに挑いどませたの。どの霊も勝てなかったけど、ウリクの霊力を消耗させることはできたわ。今なら、きっと成功する」


「危険じゃねぇのか？」


　ヒエンは念を押すように訊ねた。


「承知のうえよ……」


　ヒエンに向き直り、テマリが答えた。


　すでに、いつも通りの陰いん鬱うつな表情にもどっている。


「だから、あなたに頼たのみがあるの」


「なにをだよ？」


「わたしがウリクの支配に失敗しそうになったら、殺してほしいのよ」


　テマリがそう言って、今すぐ斬きってくれというように大きく手を広げた。


「殺してくれ……だって？」


　思いもしなかった依い頼らいに、ヒエンの声が裏返る。


　テマリのほうは、山のようにあった甘味や菓子を残らず食べ終え、優ゆう雅がにお茶をすすった。


「そうよ。もし、わたしのほうが祟り神に支配されたら、恐おそろしいことが起きるから──」


「だからって！」


　ヒエンは大声をあげ、テマリの言葉を遮さえぎる。


「そんな依頼なら、他ほかをあたってくれねぇか？」


「できないの？」


「やりたくねぇんだよ」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとして答えた。


「このまえは、わたしを斬ると言ってたじゃない？」


「それは、斬るしかないと思ったらだ。あんたのやったことは気に入らないが、まだそこまでじゃねぇ」


「どうやら、これ以上、言っても無む駄だみたいね……」


　テマリがそう言って、席を立とうとする。


「ちょっと待てよ！」


　ヒエンはあわてて呼び止めた。


　自分を殺せという依頼をしているのに、テマリの表情に迷いや躊躇ためらいはない。彼女が、なぜウリクの神霊を支配しようとしているかはわからないが、それに命をかけているのは間ま違ちがいなかった。


「オレが断ったら、どうするんだ？」


「ひとりでやるわ。祟り神に支配されてから退治に来ても手て遅おくれだからね」


　テマリが冷たく見下ろす。


「脅おどしかよ？」


　ヒエンはうめくように言ったが、テマリは答えようとはしなかった。


「否いやも応もないじゃねぇか……」


　ヒエンはあきらめたようにうなずいた。


　それを見て、テマリがふたたび席に着く。


「それと、その娘むすめにも手伝ってほしいことがあるの」


　テマリがスズリに声をかけた。


　しかし、しばらく待っても返事がない。


　スズリは座ってから、一言も発していないどころか、身動みじろぎひとつしていない。


「おまえも、手伝えってよ」


　ヒエンはスズリを肘ひじで小こ突づいた。


　それでも反応がないので様子を見ると、いつのまにか彼女の目は虚うつろに開かれ、髪かみも乱れ、ひと房ふさは唇くちびるに張りついている。


「お、おめぇのほうが怖えよっ！」


　ヒエンはスズリの背中をとんと叩たたき、活を入れた。


「あ、ああ……」


　スズリが我に返って、あわててうなずいた。


「な、なにを手伝えばよいのだろう？」


　それでもテマリのほうは見まいと、顔は伏ふせたままである。


「あなた、神楽かぐらは舞まえる？」


　テマリのほうは、スズリをじっと見つめていた。


「もしかして、わたしに舞ぶ女じよを務めろと？」


「そうよ……」


　テマリがうなずく。


「これは、あなたの霊力の高さを見込んでのことなの。あなたの霊力に支えてもらえれば、きっと祟たたり神を支配できる」


「も、申し訳ないが、わたしの神楽舞は……」


　スズリがあわてて首を横に振る。


「まあ、ひでぇもんだよな」


　ヒエンは苦く笑しようした。


　ミナマの大祭の舞女に彼女が選ばれたときのことを思い出す。彼女はとにかく不器用で、また自分の感情を表現するのも苦手なのだ。


「そ、そのとおりだが、ヒエンに言われたくはない」


　スズリが顔をあげ、きつく睨にらんでくる。


「でも、まあ、最後には様になってたじゃねぇか？」


　居残りで稽けい古こをした甲か斐いがあり、他の舞女の足を引っ張らないぐらいには上達した。


「つまり、稽古が必要ということね……」


　テマリがうなずくと、静かに立ち上がる。


「だったら、すぐ始めましょ。しばらくは、あなたたちの道場に泊とまらせてもらうから」


「ひっ！」


　スズリが短く悲鳴をあげた。


「オレの出番は、あんたが失敗したときだけってことだな？」


「そうよ。わたしだって、まだ死にたくないもの」


　テマリがうなずく。


「そういうことだから、がんばってくれよ」


　ヒエンはスズリを励はげますように肩かたを叩いた。


　しかし、返事はない。


　スズリの目は、ふたたび虚ろになっていた。
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　その後すぐ、ヒエンとスズリはテマリに追い立てられるように道場へともどった。


　なぜか翡ひ翠すい亭ていに置いてあった巫女みこの衣い装しようを借り、スズリはそれに着き替がえる。


　そしてテマリの指導のもと、神楽舞の稽古が始まった。


　祭のとき、若い娘から舞女が選ばれ、御み神楽かぐらが舞われるのは、アーシアでは全土で行われていることだ。娘たちのほうも、舞女に選ばれるのを心待ちにしている。


　スズリも商都ミナマの街にあるイサリ大社の大祭の舞女に選ばれていた。


　もっとも、本人の意志とは関係なく、彼女の母親が無む理り矢や理り、決めたのだ。なんでも、その大祭の舞女に選ばれた娘は、福をもたらすとされ、良りよう縁えんに恵めぐまれるという。


　スズリの母親は、娘に武術などはさっさとやめさせ、婿むこをとって実家の商売を継つがせたいのである。真っ当な考えだと思うが、スズリはそれを拒こばんで、武術の道を進むつもりだった。そのため、実家から仕送りを止められ、勘かん当どう同然となっている。


「順回り……逆回り……手、泳いでいる！　足、浮うかさない！　顔、ゆがんでいる！」


　テマリが普ふ段だんからは想像もできない強い口調で指導している。


「舞の所作は無意識に行うぐらいでないと！　鳴り物がなくても、心で拍ひよう子しを取って！　手と足の動きがばらばら！　顔、ゆがんでいる！　それじゃあ、猿さる楽がくだわ！」


　神楽の稽古は普段の武術の修しゆ行ぎようにも劣おとらぬほど厳しいものだった。


　スズリは必死に舞っているつもりだが、手の動きはぎこちなく、足の運びはおぼつかない。そしてテマリから何度も指し摘てきされてるように、顔がひきつっているように見えた。


（ミナマで見たときよりひでぇや）


　邪じや魔まにならないよう道場の隅すみで見物しながら、ヒエンは目を覆おおいたくなった。


「神しん霊れいと遊び、神霊と産むすぶのが御神楽よ。舞女が神霊を怖こわがっていて、神霊が喜ぶと思う？」


　テマリが板いた敷じきに正座したまま、厳しい視線をスズリに向けている。


「そ、それは、わかっているのだが……」


　スズリが声を震ふるわせた。


「あなたに見られていると、亡ぼう霊れいもわたしを見ているようで──」


「ええ、見ているわ。彼らは、わたしと一体だもの」


「ひっ！」


　スズリが腰こしを抜ぬかし、くたくたと座りこむ。


「あなた、武ぶ使しなんでしょ？　心技体が一いつ致ちしないと、術は使えないはずだけど？　神楽舞も同じよ」


　テマリが立ち上がって、冷たく言った。


「そ、そうか。武術と同じか……」


　スズリが自分に言い聞かせ、ふたたび舞まいはじめるが、やたら勢いがついただけで、優ゆう雅がさは微み塵じんもなくなった。


　あいかわらず、心はうわの空である。


「情けねぇなぁ……」


　ヒエンは大きくため息をついた。


　そして、板いた壁かべに立てかけていたスズリの大おお太刀たち〝紅こう冠かん〟を放ほうり投げる。


　スズリはほとんど反射でそれを受けると、不思議なものを見るように自分の愛刀に視線を向けていた。


「気合いを入れてやるぜっ！」


　ヒエンはそう言うなり、小こ太刀だちの二刀を抜いて、スズリに斬きりかかった。


　本気で斬るつもりでゆく。


　殺気を感じ、我に返ったスズリは抜ばつ刀とうしざま、連続した斬ざん撃げきを払った。


「いきなり、なにを!?」


　スズリは屹きつ然ぜんとヒエンを睨んでくる。


　ヒエンは答えず、左の鳳ほう翼よくを下段からこするように斬りあげた。


　スズリは大太刀の刃やいばをそれに叩たたきつけるようにして止める。


「力まかせに刃を合わせただけじゃあ、受けたことにならないぜ」


　ヒエンは合わせた刃を滑すべらせながら、すっと間合いを詰つめ、スズリの懐ふところに入った。


「クッ！」


　スズリは後方に飛び退のき、切り払いながら間合いを取ろうとする。


　だが、ヒエンは滑るように足を運びざま、その苦し紛まぎれの攻せめを左の鳳翼でかるく受けた。


　目の前に、スズリが着る白の上衣がある。その下にはなにも着ていないので、胸の形がはっきりとわかる。


「隙すきだらけだぜっ！」


　ヒエンは右手の凰おう翼よくを真横に一いつ閃せんさせた。


　上衣の胸のあたりが、一直線に切り裂さかれる。


　切れた襟えりがめくれ、真っ白な肌はだがあらわになった。豊かな胸の先せん端たんまでもが見えそうだった。


（無む駄だにいい胸してやがるな）


　ヒエンはふと思った。武術をするには邪魔なだけなのだが……。


「ヒッ！」


　スズリが小さな悲鳴をあげ、あわてて左手で胸を隠かくす。


[image: ]


　みるみる顔が赤くなっていった。


「げ、げ、げ……」


　スズリの声は震ふるえていたが、それは恐きよう怖ふによるものではない。


「下げ劣れつなっ！」


　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、真っ赤な霊れい光こうが、彼女の全身から立ちのぼった。


　大太刀の刃にも、炎ほのおがゆらめきはじめる。刃に打たれた赤金が、スズリの気力を火か行ぎようの術として発現しはじめたのだ。


「キェーッ！」


　鳥が啼なくような甲かん高だかい声をあげながら、スズリが大太刀を振ふるう。


　上段から烈れつ火かの勢いで刃が襲おそいかかってきた。


　こうなったときのスズリの攻めは凄すさまじいもので、ヒエンも本気にならないと受けられない。ひとつでも瞬を逃のがしたり、順を違たがえたりすると、一刀両断にされかねないのだ。


　ヒエンは気を高め、小太刀の二刀を巧たくみに操あやつり、スズリの刃を受けてゆく。鳳翼、凰翼の刃が、スズリの大太刀に共鳴したかのように青い霊光を放ちはじめた。


「ハァーッ！」


　スズリはいったん剣けんを引くと、突つきの構えを見せた。


　切っ先に真っ赤な炎の塊かたまりが生じ、それが大きくなってゆく。


「ちょっ……」


　スズリが、その突きから恐おそるべき術を繰くりだすのを、ヒエンは目にしていた。


　こんなところで、撃うたれたら、道場の床ゆかや天てん井じようが吹ふき飛ぶかもしれない。


　無論、木こ霊だまで返すわけにもゆかない。


（不ふ動どうしかねぇが……）


　相手の奥義を無力化する絶対の受けが、神明流の奥義〝不動〟だ。


　しかし、ヒエンは神明流の奥義を極きわめてはいない。


　しかたなく、ヒエンは大きく左右に飛んで、スズリの切っ先をずらしてゆく。


　スズリはその動きを追い、狙ねらいを合わせようとするが、ヒエンの素す早ばやい足の運びに追いつけず、うまくゆかないようだ。


　そうしているうち、怒いかりが収まってきたらしく、スズリが放っていた炎のような霊光が消えてゆく。


　荒あらい息をつきながら、スズリが剣をひいた。


　そして、あらわになりそうな胸を手で隠すと、道場から走り去る。


　しばらくすると、さらしを胸に巻き、道着に着き替がえてもどってきた。


「どうだ？」


　帰ってきたスズリに、ヒエンは声をかける。


「どうだではない！　稽けい古この最中によくもあのような下劣な真似まねができるな」


「おまえの気が抜ぬけてたからだろう？　隙すきがなきゃ、あんなところへ斬きりこめるかよっ？」


「うっ……」


　スズリが言葉を詰つまらせる。


「あのぐらいで、動じていて、感情を抑おさえることができるかよっ？　たとえ、素すっ裸ぱだかでも平静でいられないとな」


「は、裸だと？」


　スズリの顔が、またも赤くなる。


「風ふ呂ろに入っているところを敵に襲われるかもしれねぇだろ？　そんなとき、恥はずかしがっていて、どうする？」


「そ、そのときには、身体からだが自然に動こう。まさか稽古と称しようして、そのようなことを企たくらんでいるのではなかろうな？」


「するわけねぇだろ！　誰だれが好きこのんで、おまえなんかの裸を──」


「ヒエンがいかに節操がないかは、ミオリ殿どのから見み舞まってもらった礼に行ったおり、散々、聞かされたのでな！」


「だから、あれはだなっ！」


　ヒエンの顔も赤くなった。


「やめてくれない？　聞いてて、身体がかゆくなってくるから」


　テマリが立ち上がって、ふたりのあいだに割って入る。


「ヒッ！」


　亡ぼう霊れいたちがまともに視界に入ったのか、スズリが道場の壁かべまで飛び退のいた。


「あなたの感情の激しさは、よくわかったわ。でも、それは巫女みこにとっても必要な資質よ。今は怒りでもかまわない。その情を舞まいに乗せてみて。気の抜けた舞を続けたりしたら、それこそ裸で舞ってもらうから。その男の見ているまえでね。神代の巫女は、実際、そうして舞っていたのだから」


「そ、それだけは、勘かん弁べんしてくれ……」


　スズリの額にじとりと汗あせが滲にじんでいる。


「そのような恥ち辱じよくを受けるぐらいなら、死んだほうがましというものだ」


「死んでくれてもいいのよ？　そしたら、あなたの霊を使わせてもらうわ。そのほうが役に立つかもしれないしね」


　テマリが氷のような視線でスズリを見つめた。


「そ、それも勘弁してほしい」


　スズリは今にも泣きそうな表情である。


（容よう赦しやねぇな）


　ヒエンもさすがにスズリが哀あわれに思えてきた。


「それが嫌いやなら、気を入れて、舞まうことね」


　テマリは冷たく言うと、道場の隅すみにもどり、正座をする。


「指、伸のびてない！　腰こし、ふらついている！　顔、ゆがんでる！」


　そして、ふたたび厳しく指導しはじめた。
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「ようこそ、お越こしくださいました」


　シスイにあるウツヒミ神社の神かん主ぬしが、笑え顔がおを浮うかべて、ふたりの男女を出で迎むかえた。


「お世話になります」


　若い娘むすめが、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをする。


　もうひとりの壮そう年ねんの男は、不ふ機き嫌げんに会え釈しやくしたのみだ。


　アモンである。


　草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主と、神代から継ついできた神じん宮ぐう警護のお役目を先さき頃ごろ、隠いん居きよした父カノウから受け継いだ。


　娘は、名をミツルといい、大祭の巫女に新しく選ばれた。まだ若いが高い霊れい力りよくを持ち、神しん霊れいを操あやつる術にも長じている。


　小こ柄がらで顔立ちや身体の線に幼さが残っていた。短く切りそろえた髪かみを紫し紺こんの布で止め、頭の後ろで大きく蝶ちようのように結んでいる。


「さっそくだが、ナノハ様はどこにおられる？」


　アモンは神主に訊たずねた。


　彼の本当の名は知らない。だが、ウツヒミ大神宮の大宮司ミロクから東風コチという通り名で呼ばれていることは知っている。神宮が抱かかえる裏組織である神かむ威いのひとりであり、帝てい都と周辺の神威をまとめていた。ミロクの信任が厚く、右みぎ腕うでとも噂うわさされている。


「性急なことですね。今こ宵よいは料りよう亭ていにて、おふたりをもてなそうと思っていたのですが？」


「我らは帝都に遊ゆ山さんで来たわけではないのでな」


　アモンは首を横に振ふった。


「はい、一刻も早くナノハ姉様を捜さがしだし、神宮に帰っていただかなくてはなりません」


　ミツルが真しん剣けんな表情でうなずく。


「所在は、すでに摑つかんでいます」


　コチが静かに言った。


「どこだ？」


　アモンは詰きつ問もんするような口調で言う。


「あなたがよく知っている場所ですよ。帝都であなたが暮らしておられた道場、そこに若い男女の武ぶ使しが、先日、越してきたのです。その武使も、あなたはよくご存じのはず。剣けん聖せいクオンの子で、名はヒエン──」


「ヒエンだと？」


　アモンは驚おどろき目を見張った。


「なぜ、ナノハ様がヒエンのところに？」


「そのあたりの経けい緯いは、話せば長くなります。せっかく、料亭に席を用意しているのです。そちらに場所を変えるというのはどうですか？」


「そうだな、あいつがからんでいるとなると問題が込み入るのは間ま違ちがいない。それにしても、あいつはなぜ、こうも騒そう動どうにからんでくるんだ……」


　アモンは顔をしかめる。


「そのヒエン様とは、どなたなのです？」


　ミツルがつぶらな瞳ひとみを向けてきた。


「帝都に修しゆ行ぎように来ていた若い武使です。今でも、相当な使い手ですが、とにかく底が知れません。ただ、年も若く、人としてもいささか未熟なところがあり、いろいろ教えてやっていたのですよ」


「アモン様のお弟で子しなのですか？」


「稽けい古この相手はしていましたが、弟子というより、弟分のようなものでした。ですが、その若者は今では、わたしのことを仇かたきと思うほど、憎にくんでいるはずです」


「なにゆえに？」


　ミツルが哀かなしげな表情を浮かべる。


「わたしも人として未熟であったということです……」


　アモンは言葉を濁にごした。


　ミツルも、神宮が帝てい都と侵しん攻こうの軍を起こしたことは知っている。だが、それは帝てい国こくが、大祭の中止を強要したせいだと教えられていた。神宮の神事に介かい入にゆうしようとした帝国に対し、威い光こうを示したということである。


　帝国が謝罪したゆえ、軍を解散したと、神宮は公式には発表していた。


　だが、それが真実と大きく異なっていることは、大勢が知っている。


　コセ沼ぬまでの戦いは、神宮側の敗北というしかない。その責任を取って、軍いくさ神がみの宮ぐう司じであった若い神職は、南なん砂さにある小さな神社へと追放となっていた。


　しかし、ミツルに真実を語るわけにはゆかなかった。彼女に迷いがあっては、来きたるべき大祭の成功はおぼつかない。


「とにかく、ナノハ様の居場所がわかったうえは、急ぐことはありません。今日はゆっくりと身体からだを休め、明日、ナノハ様をお迎むかえにあがるとしましょう」


「わかりました……」


　ミツルが答え、自らを納なつ得とくさせるように何度となくうなずいた。
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　神楽かぐら舞まいの稽古は五日めを迎えていた。


　今朝からは、テマリ自身も舞って、スズリが必死に動きを合わせようとする。


　テマリの指導はあいかわらず厳しく、叱しつ責せきするだけではなく、ときには扇せん子すでぴしぴしとスズリの手足を打つ。


　だが、スズリは不満のひとつも見せず、その指導を受けていた。


（あいかわらず不器用だが、このひたむきさが、こいつの最大の長所だな）


　自身の鍛たん錬れんの合間に、ふたりの稽古を覗のぞいて、ヒエンは感心した。


　スズリは覚えは遅おそいのだが、ひとたび覚えると、それを忘れることがない。ゆっくりではあるが、確実に先に進んでいることが素人しろうと目にもわかる。


　そんなふたりのために、昼食を作ってやろうと台所に立ったときだった。


　突とつ如じよとして、表に人の気配がした。


「いったい誰だれなんだ？」


　ヒエンは慎しん重ちような足取りで表に出る。


　闘とう気きや殺気ではないが、巨きよ大だいな気の塊かたまりが降ってきたように感じられたのだ。


　そして、門のところに立つひとりの少女が目に入った。少女の背後には、長身で体格のいい男がそびえるように立っている。


　少女は白い上衣に赤い袴はかまという巫女みこ姿である。


　そして、男のほうはヒエンがよく知っている顔だった。


「アモン兄？」


　ヒエンの顔が一いつ瞬しゆん、緩ゆるみかけたが、すぐに厳しいものになる。


「久しぶり……というほどでもないか？」


　片手をあげて、アモンが挨あい拶さつを送ってきた。


　その顔には苦く笑しようが浮うかんでいる。


「いったい、なんの用だ？　ここは、もうあんたの道場じゃないんだぜ」


　ヒエンは挑ちよう発はつするような口調で返した。


「五年も住んだのだから愛着はあるがな。おまえが使ってくれるのなら、不満はない。それにしても、おまえとはよくよく縁えんがあるようだな」


　アモンがため息をつく。


「それは、こっちの台詞せりふだぜ。いったい、なんで帝てい都とにもどってきやがった？」


「すくなくとも、おまえに会いにきたわけではなかったのだがな」


　そのとき、テマリとスズリが表へと出てきた。


　四人の視線が互たがいに交こう錯さくする。


「ナノハ姉様……」


　巫女姿の娘むすめが目を潤うるませた。


「ミツル……」


　テマリのほうは困こん惑わくしている。


　ミツルというのが、その少女の名のようだ。そして、彼女はテマリのことを、ナノハと呼んだ。おそらく、それが、テマリの本当の名前なのだろう。


　ふたりはあきらかに互いを見知っている様子だった。


　薄うす々うす、感じてはいたが、テマリはもともとウツヒミ大だい神じん宮ぐうの巫女だったのだろう。だが、神宮を抜ぬけ、そして今は神宮をはっきり敵視している。


（いったい、なにがあったんだ？）


　ヒエンは疑問に思った。


「アモン！」


　テマリが鋭するどい声をあげ、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主に視線を向ける。


「なにゆえ、ミツルを連れてきた？」


「わたしがアモン様に頼たのんだのです。姉様に大神宮に帰ってもらいたかったから……」


　ミツルという名の娘が、アモンをかばうように両手を広げた。


「帰るつもりはないわ……」


　テマリがひとりごとのようにつぶやく。


「わたしは、大祭の巫女でありながら、大神宮を抜けたのよ？」


「大だい宮ぐう司じ様は、姉様のことを許されると約束してくださいました。それに、わたしがかならず姉様を守ります！」


　ミツルはまっすぐな視線を姉と呼ぶ娘に向ける。


「許してもらうつもりはないわ。間ま違ちがってるのは、わたしじゃないもの」


　テマリが強い口調で返した。


「姉様……」


　そんな答えは予想していなかったのか、少女が言葉を失う。


　しばしのあいだ、会話が途と切ぎれた。


「ヒエン……」


　沈ちん黙もくを破ったのは、アモンだった。


「おまえは、ナノハ様とどういう関係なのだ？」


「どうもこうも、オレはそのテマリという女から、頼み事を受けているだけだ」


「テマリだと？」


　アモンが首を傾かしげる。


「彼女は、オレにそう名乗ってるんだよ」


「ナノハというのは、神宮から与あたえられた巫女名だからよ。わたしは〝手鞠テマリ〟なの。他人の手で弾はずまされていただけの。ミツル、あなたも同じよ」


　テマリがそう言って、少女に指を突つきつけた。


「ナノハ姉様！」


　厳しい言葉を浴びせられ、ミツルが今にも泣きそうな顔になる。


　そしてテマリがヒエンを振ふり返った。


「あなたはアモンと知り合いだったの？　この人が草薙神刀流の当主であることは知っている？」


「無論、知ってるさ。一年前、帝都で修しゆ行ぎようしているとき、世話になってたんだ」


　ヒエンはうなずく。


「あなたが、このふたりを呼んだの？」


　テマリが氷のような視線をヒエンに向けた。


「勝手に見み損そこなってもらったら困るぜ。オレは先日、あんたに言ったよな？　神刀流は世のため人のための剣けんなんかじゃない。ウツヒミ大神宮の都合で振るわれるもんだって。オレはウツヒミ大神宮を敬ってなんかいねぇ。すくなくとも、神宮にいる神職や武ぶ使したちはな」


「そうだったわね……」


　テマリが納なつ得とくしたようにうなずく。


「今の神宮は、世のため人のためではなく、ひとりの男の野心に動かされているのよ」


「だってよ？」


　ヒエンは挑ちよう発はつするように、アモンを睨にらみつけた。


　しかしアモンはわずかに肩かたをすくめただけで、なにも答えない。


「そんなことはありません！　あの御お方かたは、今のアーシアを憂うれえているんです。それを鎮しずめようとして、新しい本ほん殿でんを建こん立りゆうし、大祭を行おうとされています。そして大祭には、ナノハ姉様の力が必要なんです！」


「あなたが本心からそう思っているのなら、わたしはなにも言わない。でも、わたしにはそうは思えない。だから、神宮を去ったのよ……」


「姉様！」


　ミツルという少女が、涙なみだを流しながら叫さけんだ。


「ナノハ様、どうか我らとともにお帰り願えませんでしょうか？」


　アモンが淡たん々たんと言った。


「断ったら、わたしを斬きるの？」


　テマリがアモンをじっと見つめる。


「わたしが手を下さないとしても……」


　アモンが無表情に答えた。


　それを見て、ヒエンは激しい怒いかりを覚えた。


「アモン兄は、本当に変わっちまったんだな……」


　そう吐はき捨てるように言う。


「命じられたら、なんだってするのかよ？　戦いくさだって、人殺しだって」


「変わってなどいない。だが、わたしにも立場というものがあるのだ」


「どんな立場か知らねぇが、オレには関係ねぇなっ！」


「姉様は、なにかを誤解されているだけなんです。どうか、あなた様からも、姉様に大だい神じん宮ぐうへ帰るように説得してください」


　ミツルという娘むすめがつぶらな瞳ひとみで、ヒエンに懇こん願がんしてきた。


　まるで人形のように、愛らしい娘だった。だからといって、心を動かすわけにはゆかない。


「その気はねぇな……」


　ヒエンはゆっくりと首を横に振った。


「オレは、このテマリという女から依い頼らいを受けた。それを果たすだけだぜ」


「なるほどな……」


　アモンが大きくため息をつく。


「おまえがそのつもりなら、もはやなにを話しても無む駄だだな」


「ものわかりがいいじゃねぇか？」


　ヒエンは肩をそびやかした。


「おまえが子供だということを知っているだけだ」


　アモンが憮ぶ然ぜんとして返してくる。


「子供でけっこうだぜ。大人になるというのが、あんたのようになるということならな」


「好んでなったわけではないが、なったからには、あともどりできぬものなのさ」


「オレたちは準備でいろいろ忙いそがしいんだ。とっとと帰ってくれねぇか？　それとも、こっちで決着をつけようか？」


　ヒエンはそう言って、腰こしに差した小こ太刀だちの二刀に手をかける。


「今日のところは退ひくとしよう。しかし、次に会うときは、そうはゆかぬぞ」


「望むところだぜっ！」


　ヒエンは即そく答とうした。


　そしてアモンが涙を流しつづけるミツルの肩を抱だき、帰ってゆくのを見届ける。


「あのふたりが来たとなると、ゆっくりできないわね……」


　テマリがひとりごとのようにつぶやくと、始終、無言でなりゆきを見守っていたスズリを振ふり返った。


「もっと厳しくするから、あなた、覚かく悟ごしてね」


「承知した……」


　なにか思うところがあったのだろう。スズリは顔をひきつらせながらも、強くうなずいた。
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　厳しくすると宣言したとおりの内容で、神楽かぐら舞まいの稽けい古こは夜よる遅おそくまで続いた。


　テマリはずっと道場に泊とまっている。明日も早朝から、スズリに稽古をつけるつもりなのだ。


　ようやく解放されて、ぐったりとしているスズリは、部屋のほうで寝ねかせている。さすがに亡ぼう霊れいのいる部屋では眠ねむりたくないからだ。


　ヒエンには亡霊は見えないし、その気配もさほど気にならない。


　それに、アモンがいつテマリを襲おそいにくるかもしれなかった。アモンが卑ひ劣れつな男でないことは知っているが、使命のためとあれば、どんな手段を使うともしれない。それが大人というものなのだろう。


　すべての武術の源流とされる神刀流の当主が、神じん宮ぐうの神職に飼い犬のように扱あつかわれているのが、ヒエンにはなんとも腹立たしかった。


　小太刀の二刀をかたわらに置き、道場の板いた壁かべにもたれた姿勢で眠りにつく。


　眠っていても気を張りつめたままでいられるのが、本物の武ぶ使しというものだ。異変を感じれば、即そく座ざに全力で行動できる。


　そして異変は明け方近くに起きた──





「はぁっ……」


　苦く悶もんの声がして、ヒエンはかっと目を開いた。


　道場のなかは、ほとんど真まっ暗くら闇やみだったが、ヒエンの目はすぐに慣れる。


「うっ……あっ……」


　苦悶の声がふたたび響ひびいた。


　テマリだった。


　布ふ団とんのなかで、彼女は苦しげに身をよじらせている。


　その声が妙みように艶なまめかしくもあり、ヒエンは胸の鼓こ動どうが激しくなるのを感じた。


（た、たぎっちまうぜ）


　頭から水でもかぶりたい気分になる。


「ああっ……くうっ……」


　テマリの苦悶の声はしだいに大きくなり、布団をはねのけ、折れてしまいそうなほど背中を反りかえらせる。
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「大だい丈じよう夫ぶかよっ？」


　ヒエンはさすがに不安になり、テマリの側そばに寄り、声をかけた。


　胸をかきむしったのか、夜着の襟えりもとが乱れている。


　正視するのもためらわれたが、思い切って彼女の肩かたに手をかけ、身体からだを揺ゆすった。


　テマリの目が薄うすく開き、布団に手をついて身体を起こした。


「はぁ……はぁ……」


　テマリが荒あらい息をつく。


　彼女は全身にびっしりと汗あせをかいていた。夜着が肌はだに張りついて、身体の曲線がはっきりとわかる。


　ヒエンは彼女に背を向けて座った。そして大丈夫かと、もう一度、声をかける。


「……心配しないで。いつものことだから」


　テマリが息を静めてから答えた。


「悪い夢でも見たのかよ？」


「亡霊たちに取り憑つかれていて、良い夢を見られると思う？　彼らはいつも怒いかり、憎にくみ、呪のろい、嘆なげき、泣いているのよ？」


「そいつは、たまらねぇな……」


　ヒエンは息を飲んだ。


「そんなんで、よく正気を保っていられるな」


　想像しただけでも、頭がおかしくなりそうである。


「なんとかね……」


　テマリがうなずく気配がした。


「今でさえ、そんなに苦しいのに、祟たたり神なんか降ろして大丈夫なのか？」


「わからないわ。ただ、わたしにはもっと大きな力が要いる。それだけのことよ」


「力を得て、どうするつもりなんだ？」


　ヒエンはテマリに背を向けたまま訊たずねた。


「神宮は今、新しい本ほん殿でんを建こん立りゆう中で、その完成に合わせて大祭を開こうとしているんだってな？　そのため、アーシア各地から強ごう引いんな手段で資金や舞ぶ女じよを集めている。だが、それはおかしいんだ。ウツヒミ大神の神しん霊れいは、御み魂たま分けの奇き跡せきによって、人や獣けものが魂たましいとして受け継ついでいるんだから。だから、ウツヒミ大神の神霊を宿す御ご神しん体たいはないし、その御神体を安置する本殿も建てられたことはなかった。それらについて、執しつ政せい家が神宮の目的を問いただしたところ、神宮は軍勢を侵しん攻こうさせてきたんだぜ？　どう考えてもまともじゃねぇ。あんたが神宮を抜ぬけたのも、そのあたりと関係が──」


「知らないほうがいいわ……」


　テマリがヒエンの言葉を遮さえぎって、冷たく答える。


　ヒエンも素す直なおに答えが返ってくることは期待していなかった。


「たしかに、そうだな。あんたが祟り神を支配して、なにをやろうとしているのか、正直言って、オレも疑っていた。だが、あんたがウツヒミ大神宮を抜けた巫女みこで、あいつが連れ戻もどしにきたからには、オレはなにがあってもあんたの味方だ。それだけは言っておくぜ」


　そして、起こして悪かったとテマリに謝り、彼女のもとを離はなれようと腰こしを浮うかそうとした。


　すると──


「悪くなんかないわ。本当は眠ねむりたくなんかないもの。でも、眠らないと、死ぬから」


　テマリが答え、まるでヒエンをひきとめるように背中に抱だきついてきた。


「うおっ！」


　ヒエンの心臓がふたたび跳はねあがった。


　細い腕うでが、ふかく回されてくる。


「ど、ど、どうしたんだよ？」


　ヒエンがうわずった声で訊ねた。


「ごめんね……」


　テマリが謝るが、ヒエンの身体に回した腕を解こうとしない。


　ヒエンは硬こう直ちよくしたように身体が動かなかった。


　突とつ然ぜんのことだったので、どう対応していいかわからない。


「ありがとう。おかげで落ち着いた……」


　しばらくすると、テマリがふかくため息をついて、身体を離した。


「人の温ぬくもりを感じると、自分が生身であると実感できるの。わたしは半分、亡ぼう霊れいみたいなものだから……」


　ヒエンはためらいながらも、ゆっくりとテマリを振ふり返る。


　彼女は夜着を正し、布ふ団とんのうえで正座をしていた。


「さっきのことだけど、今は言わない。でも、わたしが祟り神を支配できたら、また、あなたにお願いすることがあるかもしれない」


「さっき言ったとおり、オレは神じん宮ぐう相手のことなら、なんだって引き受けるぜ」


　それを聞いたテマリは、無言のまま床ゆかに指をついて、ヒエンにふかくお辞じ儀ぎをした。
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「どうやら、ここのようですね」


　巫女姿の少女が、池のなかに建つ石せき碑ひを見つめ、きつく唇くちびるを結んだ。


「たしかに、邪じや気きを感じます。それも恐おそろしく強力な……」


　白い妖よう風ふうの鎧よろいをまとった男がうなずく。


　ウツヒミ大神宮の巫女ミツルと、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主アモンのふたりであった。


　帝てい都と郊こう外がいにある雑木林は、木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげり、昼でも薄うす暗ぐらい。虫の鳴く声が近くの草くさ藪やぶから物悲しげに響ひびいてくる。


「本当によろしいのですか？　ウリクといえば、荒こう神じんと恐れられた祟り神。大神宮から助けを呼んだほうが……」


　アモンは心配そうにミツルを見つめていた。


「時間がありません。ナノハ姉様は、この祟り神を自らに憑かからせ、支配するつもりでいるはずです。そんなことを、させるわけにはゆきません……」


　ミツルは決意の表情だった。


「わたしが、荒神ウリクを祓はらいます」


　少女の声に迷いはない。


　説得しても無む駄だだということだ。


（しかたあるまい……）


　アモンも覚かく悟ごを決めた。


　彼が今、帯びているのは、神刀〝草くさ薙なぎ〟である。その刃やいばには草薙神刀流の守護神にして軍いくさ神がみと称たたえられるフツキの神しん霊れいが宿っている。当主となったおり、先代である父カノウから受け継ついだのである。普ふ段だんはウツヒミ大神宮の境けい内だいにあるフツキの本ほん殿でんに奉ほう納のうされているが、大祭の巫女を護衛するという大役から帯刀を許されたのだ。


　たとえ、神霊であれ、斬ることができる。だが、帝てい国こくに対し、幾いく多たの災さい厄やくをもたらしたウリクは容易な相手ではあるまい。


　アモンはミツルを手伝って、ウリクの神霊と戦うための準備を粛しゆく々しゆくとはじめていった。


　周辺にしめ縄なわを張り、酒と塩で清め、霊れいが外へ逃のがれられぬよう結界を張る。神かみ棚だなを設け、供く物もつを並べた。


　そして近くの木に松明たいまつを結びつけ、点火する。


　赤い炎ほのおが、薄暗い林のなかを幽ゆう玄げんに照らしだした。


「はじめます……」


　ミツルがアモンにうなずきかけてくる。


　そして首に下げた金属鏡を捧ささげ持ち、恭うやうやしく一礼した。


　そこには、ある武神の神霊が封ふうじられている。二百年ほどまえの草薙神刀流の当主ノシロの霊であった。


　歴代当主のなかでも抜ぬきんでた実力の持ち主だったと伝えられている。そして死して後も、武神となり、人と世を守護してきたのだ。


　普段は軍神フツキの社やしろのなかにある祠ほこらに奉納された霊刀に封じられているが、ミツルが神宮を出るにあたり、彼女の守護を祈き願がんし、鏡に分霊し、持たせたのだ。


　ミツルとはすでに霊れい的てきに繫つながっており、彼女の祈き禱とうに応じ、神霊術を行使しうる。


「我を守護し給たもう武神ノシロに恐かしこみ恐み奏上す……」


　ミツルが胸のまえで印を結び、祝詞のりとを唱えはじめた。


　すると、彼女が首から下げた金属鏡から銀色の霊光が発し、その霊光に映し出されるように妖風の甲かつ冑ちゆうに身をかためた霊体が浮うかびあがる。


（尊き巫女みこよ……我は汝なんじが希こいねがう処ところを為なさん……）


　大地から沁しみだしてくるような声が、アモンの心に響いた。


　武神ノシロの神霊が、神体である鏡から顕けん現げんしたのだ。


「アモン様、お願いします」


　ミツルが合図を送ってくる。


「承知しました」


　アモンは〝草薙〟をゆっくりと抜きながら、気を高めていった。


　彼の全身から緑がかった霊光が発せられる。


　そして、池のなかに踏ふみ入り、草薙を一いつ閃せんさせた。


　たしかな手て応ごたえが伝わってくる。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、石せき碑ひが中央から斜ななめにずれた。上半分が池へと落ち、激しい水みず飛沫しぶきをあげる。


　石碑に封じられていた荒神ウリクの神霊は、封ふう印いんから解放されたはずだった。


　アモンは剣けんを構えたまま池からあがり、気配をうかがう。


　辺りの木々が枝葉をざわめかせ、虫たちの鳴く声が一いつ斉せいに止やんだ。周囲の大気が粘ねん性せいを含ふくんだように感じられ、肌はだにからみついてくる。


　視界がかすみ、息苦しさを覚えた。


　そして石碑があったところに、巨きよ大だいな霊体が姿を現した。


　赤黒い肌をした全身には動物を意い匠しよう化した刺青いれずみが施ほどこされ、鳥の羽で飾かざったかぶり物や上衣を身にまとっている。左右の手に、斧おのを持っていた。


　荒神ウリクの神霊であった。


「軍神フツキよ、邪よこしまなる霊より我を護まもり給たまえ」


　アモンは左手で宙に印を切り、霊障から身を守るための祈禱を行う。


　しかし、全身をからめとろうとする邪気は消えなかった。


「この程度の神霊術では、効くはずもないか……」


　アモンは苦く笑しようを漏もらすと、神代から受け継がれた直刀を構える。


「ならば、武術ということだ！」


　神刀流には霊体を祓うための型がある。極きわめれば、神霊すら斬ることができるのだ。しかも、手にしているのは神刀〝草くさ薙なぎ〟である。その刃やいばは、すでに純白の霊光を発している。


（我は汝が怒いかりを斬り……汝が憎にくしみを断たたん……）


　そのとき、武神ノシロの霊がゆらゆらと動きはじめた。


「武神よ、我を導きたまえ」


　アモンはノシロと反対の方向へと走り、回りこむようにウリクとの間合いを詰つめる。


（笑しよう止しなり……我が怒いかりは山よりも大きく……我が憎しみは川よりも長い……断ち斬ることかなわず……）


　そしてウリクが狼おおかみのごとき雄お叫たけびをあげ、左右の斧を投げた。


　斧は激しく回転しながら、ノシロとアモンに襲おそいかかる。


　その斧に実体はないが、受ければ、憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おの刃で魂たましいをかち割られよう。アモンは草薙を左右に振ふり、その斧を祓った。


　激しい霊光がきらめき、ウリクが投げた斧は消え失うせる。


　武神ノシロの神霊もまた、斧を祓っていた。


　だが、ウリクの手には、新たな斧が現れている。


　そしてその全身に入っていた刺青が、黒い霧きりとなって動きはじめた。それは狼や熊くま、鷲わしといった姿を取り、襲いかかる。


　アモンはそれを次々と斬きり伏ふせた。


　動物はふたたび霧となるが、それは消えることなく、アモンにまとわりつく。そしてそれは、刺青となって肌に張りついた。


「なんだと？」


　アモンは目を見張った。


　刺青はアモンの肌を縦横に動き回っていた。


　それとともに、全身に激痛が走る。


　刺青となった動物たちを、どう斬ればいいのか、アモンにはわからない。しかたなく、痛みを堪こらえ、ウリクに向かって斬りこんでいった。


　ウリクはその斬ざん撃げきを右みぎ腕うでで受けた。


　草薙の刃がいっそう激しい霊れい光こうを放つ。


　ウリクの右腕が肱ひじのあたりから切断された。だが、その腕は消えることもなく、また斧を手放すことはなかった。そして腕は自在に宙を飛び、斧を振るってきた。


「くっ！」


　アモンは全身に走る痛みを堪えながら、その斧の攻こう撃げきを草薙を閃ひらめかせて防ぐ。


　草薙の刃で、ウリクの霊れい力りよくを削けずりきるしかない。問題は、それにどれだけの時間がかかるかだ。


　右腕と戦っているあいだも、動物の刺青はアモンを苦しめている。


　狼の刺青は喉のどからはなれず、熊の刺青は胸をしめつけ、鷲の刺青は顔に張りついていた。次し第だいに感覚が鈍にぶくなり、まるで毒に冒おかされたように身体からだが重くなる。


　そして次の瞬しゆん間かん、ウリクの右腕が斧を投げ、アモンはそれを祓えず、まともに腹に受けた。


「ぐおっ！」


　霊体の斧は、アモンの身体をなにごともなかったかのように通りぬける。だが、彼の魂は間ま違ちがいなく斬られていた。


　全身から力が抜ぬけ、五感すべてが一瞬、働かなくなる。必死で踏ふん張り、倒たおれることこそなかったが、身体の自由はほとんど利きかない。


　ようやく回復し、白く霞かすんだ視界を巡めぐらせると、武神ノシロがウリクと激しく斬り結んでいるのが見えた。


　だが、そのノシロの輪りん郭かくは消えかかる蠟ろう燭そくの炎ほのおのように揺ゆらいでいる。


　もし、ふたりが同じ時代に生きていて戦ったとしたら、いずれが勝ったかわからない。


　だが、ウリクの霊力は、ノシロの霊力より遥はるかに高かったようだ。


　ミツルはなんとかノシロを支えようと、印を結び、祝詞のりとを唱え、霊力を送りつづけている。だが、彼女にも限界が近づいているのは、あきらかだった。


（祟たたり神が解放されるのはやむをえない。だが、このままでは、祟り神はミツル様を支配してしまう）


　アモンは恐きよう怖ふを覚えた。


　ミツルは大祭の巫女みこに選ばれたほどの高い霊力を持っている。そんな巫女を祟り神が手に入れたとしたら、いかなる災さい厄やくが起こるかしれたものではない。


（すべては、オレの甘さが招いたことだな……）


　ミツルはウリクの神しん霊れいを祓えば、ナノハもあきらめて神じん宮ぐうに帰ると思ったのだ。


　それは彼女の純真さゆえの思い込みである。


　アモンはなんとしてでもそれを引き留めるべきだった。


　しかし、ミツルの想おもいの強さに打たれ、協力してしまったのだ。


　結果は最悪である。


　アモンは自分自身を激しく呪のろった。


　祟り神に支配されぬようミツルを殺し、自分も死ぬしかあるまいと、小こ柄づかに手をかける。


　そのときである。


「やめときな！」


　耳もとで声がして、小柄を抜いた手をがっしり摑つかまれた。


　振り向くと、そこには若い武ぶ使しの姿があった。


「ざまねぇな」


　ヒエンが吐はき捨てる。


「まったくだ……」


　アモンはうなだれるしかなかった。


「荒こう神じんウリクの術にやられたのかよ？」


「どうやら、そのようだ……」


　アモンはがくりとその場に膝ひざをつく。


　そのとき、ミツルもぱたりとその場に倒れた。


　武神ノシロの姿も、完全に消える。





「こうなると思ったわ。いくら高い霊力があっても、ミツルにはまだ無理よ。神霊を祓はらうには、経験が足りない……」


　テマリが言って、手にした鈴すずをしゃらんと鳴らした。


　彼女の背後には舞ぶ女じよの装しよう束ぞくを身に着け、小こ太刀だちを持ったスズリが続いている。


「おやめください、ナノハ様！」


　アモンがなんとか声を絞しぼりだす。


「ナノハ様のほうが、ウリクに支配されます」


「そのときは、オレが彼女を斬るまでさ……」


　ヒエンは冷静さを装いながら言った。


「なんだと？」


　アモンが一瞬、言葉を失う。


「それが、オレに対するテマリの依い頼らいなんだ」


　ヒエンはテマリを見つめたまま言った。


　テマリは優ゆう雅がに舞まいながら、封ふう印いんから解き放たれた祟り神に向かって、自らに降りるよう呼びかけていた。


　小太刀を手にしたスズリが、テマリの舞に合わせている。ここ数日の激しい稽けい古このかいあって、ふたりの舞はぴたりと一いつ致ちしていた。


「やめさせるんだ！　さもないと、取り返しのつかないことになるぞ？」


　アモンが必死に叫さけんでいる。


「人が命をかけてやろうとしていることを止めたりできるもんかよ」


　ヒエンはアモンを振ふり返ろうともしなかった。


　テマリの様子から片時も目を離はなさない。


　ウリクの神霊は、しだいに揺らぎ、赤黒い霊れい光こうの塊かたまりとなる。それが、テマリに向かって吸いこまれるように集束していった。


　テマリはそれを受け入れようとするかのように、大きく手を広げる。


　その姿勢のまま、大地を踏み鳴らし、身体をくるくると回転させる。


「ナノハ姉様……」


　そのとき、ミツルが目を覚ましたらしく、苦しそうに声をあげた。


「ミツル、あなたも一いつ緒しよに舞いなさい！　ウリクを調ちよう伏ぶくさせられるだけの霊れい力りよくを、わたしに送るの……」


「は、はい！」


　ミツルはその言葉で完全に状じよう況きようを理解したらしかった。


　ふらふらと立ち上がると、スズリの動きを目で追いながら、舞を合わせる。


　そしてふたりの立場はすぐ入れ替かわり、大神宮の巫女はスズリを導くように力強く舞っていった。


　薄うす闇やみのなか、篝かがり火びと霊光に照らされながら舞い踊おどる三人の巫女姿には、幽ゆう玄げんの美しさが感じられる。だが、その美しさの陰かげでは、祟たたり神と巫女たちの激しい戦いが行われているのだ。


　ヒエンは異常を見み逃のがすまいと、五感を研とぎ澄すませた。


　しばらくすると、テマリの舞はゆるやかになり、そして動きが止まった。


「大だい丈じよう夫ぶ……なのか？」


　ヒエンは恐おそる恐るテマリに近づくと、その肩かたに手をかけようとする。


　しかし、その手は彼女に激しく振り払はらわれた。


「わたしに触ふれないで……」


　テマリの声はかすれていた。
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「ウリクはなんとか鎮しずまった。だけど、いつまた荒あらぶるかわからないから」


「ナノハ姉様……」


　ミツルがテマリに呼びかける。


「その祟り神は、大だい神じん宮ぐうにもどって荒こう神じんの社やしろに封ふうじましょう。それは、あの御お方かたの意にかなうはずです」


「あなたは、本当になにも知らないのね。この祟り神は、もともと大神宮に封じられていたものなのよ。それを解放し、ひとりの巫女みこに憑かからせたのは、他ほかでもないその男よ」


「ま、まさか……」


　ミツルの声は悲鳴に近かった。


「あの御方が、なぜそのようなことを……」


　テマリはそれ以上、なにも言わなかった。


　苦しそうに胸を押さえながら、足取りの定まらぬまま、その場から立ち去ろうとする。


　ヒエンはその後を追うかどうか迷ったが、今はそっとしておこうと決めた。


　そしてテマリの姿は、闇やみのなかに消えていった。


　その瞬しゆん間かん、ヒエンの隣となりにいたスズリがふらりとなる。


　ヒエンは、あわてて彼女を支えた。


「どうしたんだ？」


「ふ、不覚だが、身体からだに力が入らぬ。まるで魂たましいを、すべて搾しぼりとられたようだ……」


　スズリはヒエンにもたれかかりながら、答える。


「よくがんばったな……」


　ヒエンはスズリを労ねぎらうと、彼女に肩かたを貸した。


　このまま、道場へ帰るつもりである。


「待て！」


　しかし、アモンがそれを呼び止めた。


「なんだよ？」


　ヒエンは顔だけを振ふり返らせる。


「おまえは自分がなにをしでかしたかわかっているのか？」


　アモンが厳しい口調で問いかけてきた。


「オレはなにもしてねぇよ。ただ、テマリがすることを見届けただけだ」


　ヒエンは平然と答える。


「ふざけるな！」


　アモンが珍めずらしく声を荒げた。


「そんな理り屈くつは通らぬ。おまえはな、越こえてはならぬ一線を越えたのだ。このことは、すぐに知れる。神宮はおまえをも神敵と見なすぞ」


「そんなのは、このまえコセ沼ぬまで戦ったときからじゃねぇか？」


「あの戦いでは、おまえのことなど、誰だれも気にしてなどいない。だが、今回は違ちがうぞ。おまえは神宮の最大の禁きん忌きを犯おかしたのだ。神かむ威い──刺し客かくが、おまえの命を狙ねらうだろう」


「勝手にやってくれ……」


　ヒエンは鼻で笑った。


「だが、邪じや魔まをするなら、こっちだって容よう赦しやしないぜ。オレは訳あって、強くならないといけないからな。命を狙ってくるのなら、きっといい修しゆ行ぎようになるだろうぜ」


　そうアモンに言い残し、今度こそ、その場を去る。


　夜風はいつのまにか、肌はだ寒ざむさを感じさせるようになっていた。
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　狭せまく質素な部屋で、ひとりの老人が客を迎むかえていた。


　老人の名は、カノウという。草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの先の当主であり、今は聖せい都とナユタの郊こう外がいで隠いん棲せいしていた。


　彼は一通の書状を開き、静かに目を通している。


　カノウと向かいあうように座っているのは、御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの現当主であった。


　名をシンザという。


　二十歳はたちを過ぎた頃ころ、先代が急死し、娘むすめ婿むこであった彼が当主の座に就ついた。天才と称しようされる一方、つかみどころのない性格で知られ、「雷らい光こうなれど、真昼に輝かがやくがごとく」とも評されている。どこかしら冴さえないということだ。


「我が息子むすこは、先の大祭の巫女様を、ナユタに連れ帰ることに失敗したとのこと」


　カノウは書状から顔をあげて、シンザを見つめた。


「新しき大祭の巫女様を失うところであったとも聞いております」


　シンザが淡たん々たんと答える。


「未熟者めが……」


　カノウはかるく頭を下げたが、その表情にさほどの変化はなかった。


「なんでも、神しん明めい流りゆうの使い手がナノハ様についているとのことです。剣けん聖せいクオンの子で、ヒエンという名だそうですが……」


「ほう？」


　カノウは片眉まゆだけをぴくりとさせる。


「その名なら聞いたことがある。アモンが帝てい都とにいた頃、その若者も修行に来ていたらしく、なにかと面めん倒どうを見ていたとか。未熟なれど底の見えぬ器うつわにて、いかなる成長を遂とげるか興味が尽つきぬと言っていたような」


「実は、先の戦いくさのおり、その者とは剣を交えております……」


　そう言って、シンザが右みぎ腕うでに赤く走る刀傷をカノウに見せた。


　傷は癒いえているが、その痕あとはまだ生々しい。


「戦ゆえ、尋じん常じようの立ち合いではありませんでしたが、不覚を取り、本ほん陣じんへの突とつ破ぱを許してしまいました。アモン殿どのが宮ぐう司じ様をお逃にがしくださったゆえ、大事にはいたりませんでしたが」


「それは残念」


「まったく残念です……」


　シンザがうなずく。


「大宮司様は、ナノハ様が大祭を阻そ止しせんとしているとお考えです。そのため荒こう神じんと恐おそれられたウリクの神しん霊れいを憑かからせたとのこと。すでにナノハ様とヒエンなる若者を神敵とする回状が発せられ、あの者どもが動きはじめております。ですが、ここは我ら神刀流一門としても黙だまっているわけにはまいらぬかと」


「然しかり。神刀流の名めい誉よを守るため、一門をあげてかからねばならぬな。諸国より、選えりすぐりの門人を聖都に呼び集めるとしよう。そして神明流の使い手に、尋常の仕合を挑いどむよう系流の道場にも声をかけておこう」


　カノウはそう言って、側そばにあった箱から、紙と筆、墨すみを取りだした。


　そして、何通かの書状を書き終えて、それをシンザに手て渡わたす。


「お預かりいたします……」


　シンザが両手で受け取り、かるく一礼した。


「では、私はこれにて」


　そして御雷神刀流の当主は、カノウの隠いん宅たくを去る。


　それとともに、別の気配が消えるのも感じられた。


　ここに隠棲してからというもの、その気配は彼の周囲にときおり現れては消える。


「すべては世のため人のため……」


　カノウは窓から外を眺ながめながらつぶやいた。


　彼の視線の先には遠く、神じん宮ぐうの社やしろがあり、その背後には小高い山があった。


　ウツヒミ降臨の地とされる聖なる山だ。


　その頂には今、新しい本ほん殿でんが建てられようとしていた。


　完成したおりには、その主となるべき、新しき天上神を迎えるための大祭が催もよおされると決まっている。


　そして、このアーシアに約束されていた永遠の平和と繁はん栄えいが実現すると、大宮司ミロクは人々に説いていた。


「平和と繁栄とはなんぞ」


　カノウは自らの問いの答えを探そうとするように遠くを見つめる。


　山々は淡あわく色づきはじめていた。
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　狭せまい板いた敷じきの道場の中央で、スズリが細身の大おお太刀たちを大上段に振ふりかぶっていた。


　スズリと向かいあっているのは、二十代なかばほどの武ぶ使しだ。


　反りの浅い刀を中段に構え、さかんに気合いの声を発し、足を前後に動かしている。しかし飛びこんでゆく気配はまるでなかった。


　スズリは男を見すえたまま、身動みじろぎもしない。やがて彼女の全身から赤い霊れい光こうが淡あわく立ち上りはじめた。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　鋭するどいかけ声とともに大太刀を振り下ろす。


　スズリの刃やいばから、炎の飛礫つぶてがいくつも奔はしり、男を打った。


「ひーっ」


　対戦相手は、大おお袈裟げさに後ろに転がると、道場の板いた壁かべに頭を打ちつけた。


　男の着物が発火し、白い煙けむりと赤い炎があがる。


　ふたりの仕合をにやにやしながら見守っていたヒエンは、あらかじめ用意してあった桶おけの水を男にかけ、その火を消してやった。


　ずぶ濡ぬれになった男は、壁に打ちつけた頭をさすりながら、呆ほうけたようにあたりを見回す。そしてスズリと目が合った瞬しゆん間かん、顔色を変えて、床ゆかに平へい伏ふくした。


「ま、まいった！」


　男はそう言うと、刀を鞘さやに収めるのも忘れ、逃にげるように道場を後にしてゆく。


「次っ！」


　スズリが道場の壁かべ際ぎわにずらりと正座している武使たちを睨にらみつけた。


「次の相手は、どなたかっ？」


　そう呼びかける声には、怒いかりがあふれている。


　術を放った直後というのに、立ち上る炎のような霊光は消えないどころか、さらに輝かがやきを増しているように見えた。


「わ、我らごときでは、とうてい敵かなうと思えぬ。修しゆ行ぎようをしなおし、また挑いどませていただこう」


　男のひとりがそう言うと、他ほかの何人かもあわててうなずき、そそくさと立ち去ってゆく。


　しかし、まだもうひとり残っていた。


「あなたが相手か？」


　スズリがその武使に声をかける。


　年ねん齢れいは四十前後、襷たすきもかけず、鉢はち巻まきもしめていない。ふらりと見物に立ち寄ったような風ふ情ぜいであった。


　しかし、ヒエンはこの男が、いちばんできると感じていた。


「スズリ、そいつの相手は、オレがするぜ」


　そう言って、立ち上がる。


「なっ？」


　スズリが屹きつ然ぜんと振り返る。


「あんな不ふ甲が斐いのない相手だけ、わたしに押しつけるのか？」


　どうやら、スズリもこの武使の力量は感じとっていたようだ。だから、術を放っても、気を緩ゆるめなかったのだろう。


（それにしても、ずいぶん長く気が保もつようになったもんだぜ）


　ヒエンは内心、感心したが言葉にはしない。


「おまえはそれでも修行になるじゃねぇか？　オレの場合はそうはゆかないんだよ」


　スズリの剣けんは相手の動きを封ふう殺さつして勝つ〝殺せつ人にん刀とう〟である。相手の強弱は関係ない。


　しかし、神しん明めい流りゆうは相手の動きを利して勝つ〝活人剣〟だ。相手が弱いと実力を発揮できないし、修行にもならない。


「おまえの噂うわさが広がれば、オレを討うとうなんて気を起こす連中も減るだろうよ。それでも来るのは、それなりに自信のある奴やつだけだ。そういうのなら、大だい歓かん迎げいだからな」


「その相手は、すべてヒエンがするのか？」


　スズリがじろりと睨んできた。


「何人かは相手をさせてやるさ。とにかく、その男とは、オレが仕合をさせてくれ。どうやら、向こうもそれを望んでいるようだしな」


「……承知した」


　スズリはちらりと神しん刀とう流りゆうの武使をうかがってからうなずく。


　男は無言だったが、その態度や表情から、ヒエンが言ったとおりの意図を感じたのだろう。


　スズリは不満そうな表情ながらも、道場の隅すみへと下がり、そこで正座した。


　代わって、ヒエンが小こ太刀だちの二刀を腰こしに差し、進みでる。


「お相手、願えるようだな」


　男がゆっくりと立ち上がり、剣を抜ぬいた。


　神刀流の特とく徴ちようでもある広刃の直刀である。


　スズリに挑んだ武使や逃げ帰った武使も、神刀流の系流だった。


　先日、アモンが警告したとおり、ヒエンはウツヒミ大だい神じん宮ぐうから神敵とされたのだ。仕合にて討ち果たせとの回状が、神刀流とその系流にくだされたらしい。


　ここ数日、何人かの武使が仕合を挑みにこの道場を訪おとずれていた。しかし、さほどの使い手はおらず、ヒエンはすべてスズリに相手をさせている。


「わたしの名はニシナ。棄き国こくムリョウのフツキ神社にて、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの道場をまかされている」


　神刀流の武使は静かに名乗り、進みでてきた。


　棄国のフツキ神社といえば、人間であった頃ころのフツキが、悪あつ鬼きの大群と戦い、壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげた地に建てられたもので、格式は高い。そこに開かれた道場だけに、門人も多いと聞く。


　その道場主なのだから、草薙神刀流の一門でも相当な使い手だろう。


（神刀流もいよいよ本気ってことかよ）


　ヒエンは鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを逆手に抜くと、正眼に構えた。


「神明流ヒエンだ」


　そして短く名乗りかえす。


「参るぞ」


　ニシナが足を八の字を描えがくように開くと、ゆっくりと腰を落とした。


　そして、刀を肩かたに担かつぐように構える。


（この構え……）


　ヒエンはわずかに目を細めた。


　ニシナの刃やいばが袈裟けさ斬ぎりに襲おそいかかってくる。


　ヒエンはそれを左の鳳翼で受けた。気のこもった重い一いち撃げきだったが、ニシナの刃は最初からそこにあったかのようにぴたりと静止する。


　次に逆袈裟の斬ざん撃げきが振ふるわれた。


　ヒエンは今度は右の凰翼で受ける。シスイの街中に響ひびくような甲かん高だかい音が鳴ったが、ニシナの刃は、やはり、ぴたりと止まっていた。


（どういうことだ？）


　ヒエンは自らは攻せめようとせず、間合いをとって、次の攻こう撃げきに備える。


　そして左右からの鋭するどい連続の打ち込みがきた。神刀流〝祓はらいの太刀たち〟である。


　ヒエンは小太刀の二刀を巧たくみに操あやつって、その攻めを残らず受けた。


（次は、突つき……）


　その心の声に応こたえたように、ニシナが左手を離はなし、右手の片手突きを放ってくる。


　ヒエンは交差させた二刀を下から合わせて、その太刀たち筋すじをずらした。


　切っ先が、ヒエンの左ひだり肩かたをかすめ、着物を切り裂さいた。だが、皮ひ膚ふには達していない。


（次は、胴どう……）


　はたして、左右から胴を狙ねらっての水平斬ぎりが続く。


　ヒエンはその斬撃をひきつけ、胴に小太刀の峰みねを押しあてるように受けた。


　ニシナが一いつ瞬しゆん、にやりとしたあと、刀を下段に構える。


（そして真しん空くう斬ざんか……）


　ヒエンは相手の術に備え、気を一気に高めた。


「テイッ！」


　気合いの声とともに、下から巻きあげるような斬撃が襲ってくる。


　だが、予想していた風ふう刃じんの術は放っていなかった。


　ヒエンも木こ霊だまは使わず、ただ相手の刃を上から押さえるように受けたのみ。


　そして、次の瞬しゆん間かん──


「参りました……」


　ニシナが刀を収めて、ヒエンに一礼した。


「噂うわさの神しん明めい流りゆうの受け、かいまみさせてもらった」


「こちらこそ、神刀流の斬撃の重さ、思い出させてもらったぜ」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとした顔で返礼する。


　そして神刀流の武ぶ使しは、ふらりと道場を出ていった。


　その姿が見えなくなってから、


「今のは、仕合か？」


　と、スズリが怪け訝げんそうに問いかけてきた。


「あの男の太刀筋は見事だったが、気き迫はくがさほど感じられなかったのだが？」


「あいつは草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの型を披ひ露ろうしただけさ……」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに答える。


　帝てい都とで修行しているとき、アモンの稽けい古こを勝手に受けていたので、型の手順は身体からだにしみついている。目を閉じていても、受けられただろう。


「オレを試しやがったな」


　ヒエンはちっと舌打ちした。


「試ためしただと？　なんのために？」


　スズリが問う。


「さあな……」


　ヒエンにも、理由はわからなかった。


　そのときである。窓の外で、なにかが動く気配がした。


　ヒエンとスズリは同時に反応し、刀の柄つかに手をかけたが、気配はすぐに遠ざかっていった。誰だれかが気配を消し、窓の外でふたりの仕合を見ていたようだ。そして帰っていったのだろう。


　ヒエンとスズリは思わず顔を見合わせた。


「どうやら、心配せずとも、仕合の相手には事欠かないようだな……」


　スズリがひとりごとのようにつぶやく。


「そういうこった」


　ヒエンは苦く笑しようまじりにうなずいた。
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　帝都シスイにあるウツヒミ神社の〝神かん主ぬし〟は、拝はい殿でんのまえを竹たけ箒ぼうきで掃はき清めていた。


　彼のすぐ近くで、派手な着物を着た女が、両手を広げ、意味もなくくるくると回っている。


　もうひとり、小こ柄がらな老ろう爺やが、手て頃ごろな石に腰こしをかけ、のんびりと竹製の煙管キセルを吹ふかしていた。


　そこへ、武人風の男が、鳥居をくぐってやってくる。


　彼らは〝四し風ふう〟であった。


　ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの隠おん密みつにして、裏の仕事を行う神かむ威いという組織に属している。神主は東風コチ、女は南風ハエ、老爺は西風アナジ、そして武人は北風ナライという通り名で呼びあっていた。


「いかがでした？」


　コチは竹箒を動かす手を止めることなく、ナライに訊たずねる。


「女の弟で子しは、元げん流りゆうの使い手だ。技量は荒あらいが、恐おそろしく気力が高い。立ち合うなり、術を使われたら、いかなる使い手でも苦戦は免まぬかれぬだろうな」


「剣けん聖せいクオンの子のほうは？」


「立ち合った神しん刀とう流りゆうの武ぶ使しが本気でなかったゆえ、本当の実力のところはわからんな」


　ナライが首を横に振ふる。


「すくなくともぉ、弟子よりは強いってことだろぉ？」


　ハエがろれつのまわらない声で言った。


「その若者と弟子は、コセ沼ぬまの戦いで、ふたりがかりだったとはいえ、御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの当主シンザと戦い、手傷を負わせたそうだの」


　アナジが竹たけ杖づえをつきながら、ゆっくりと立ち上がった。もっとも、彼は小柄で背中がひどく曲がっていたから、さほど高くなったわけではない。


「草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主アモンが、帝都にいた頃ころ、稽古をつけていたとも聞いている。神刀流の太刀たち筋すじは、よく知っていような。まさか、自分の敵となるとは思ってもいなかったろうが……」


　ナライがそう言って、嘲ちよう笑しようを響ひびかせた。


「そして剣聖クオン直伝の神しん明めい流りゆうの使い手ですか？　神刀流の武使たちが、まっとうな仕合で倒たおせる相手とは思えませんね」


　コチが結論をくだす。


「どうやら、わしらの出番じゃのう……」


　アナジが白い顎あご髭ひげをなでながら笑った。


「まっとうなんて言葉、あたしらには無む縁えんだものねぇ？」


　ハエが足あし下もとをふらつかせながら、けけっと奇き怪かいな笑い声を響かせる。


「神敵に対し、手段を選ぶ必要などあるまい。ただ、殺せばよい」


　ナライがそう言って、刀の柄をかるく叩たたいた。


「無論です。問題は、いかなる手段がもっとも有効か……」


　コチは言いかけたが、そこで言葉を切る。誰かが近づいてくる気配を感じたからだ。


　他の三人の視線も、参道へと向けられている。


　しばらくすると、草薙神刀流の当主アモンが荒あら々あらしい足音を響かせながら鳥居をくぐり、コチたちのところへやってきた。


「これはこれは、アモン殿どのではありませんか？」


　コチは笑みを浮うかべ、アモンに声をかける。


「まだ帝てい都とにおられたとは意外ですな」


「ナノハ様を捜さがしていた。ウリクの神しん霊れいを憑かからせた後、行方ゆくえが知れぬゆえな」


　アモンは挑いどむような目をコチに向けた。


　彼の親しげな口調が、無む性しようにいらだたしい。無論、その腹の底は見えている。


「このシスイに災さい厄やくが起こらないところを見ると、ナノハ様は祟たたり神を抑おさえておられるのでしょうね。想像を絶する辛しん苦くでしょうに……」


　コチが哀あわれみの表情になる。


「だからこそ、一刻も早くお捜ししなければならないのだ」


　アモンは身構えるように一歩、足を踏ふみ出した。


「それは、もはや、あなたの仕事ではありませんよ。大だい宮ぐう司じ様はお怒いかりです。あなたは大祭の巫女みこをあやうく失うところだったのですからね」


「その責めは、オレがすべて受ける。今、大切なのは──」


「大祭の巫女を連れ、ただちにナユタに帰ることだ……」


　アモンの言葉を遮さえぎった声は、コチとは別人に変わっていた。


「ミロク様……」


　アモンは思わず、絶句する。


　ウツヒミ大神宮の大宮司ミロクの声に他ならなかったからだ。


　ふと見ると、コチが一枚の札を右手に持っている。


　呪じゆ札さつであった。そこには、動物霊れいなど下級の霊が封ふうじられており、そこに記された術を瞬しゆん時じに発動させることができる。


「声真似まねをしたのか？」


　アモンは憎にく々にくしげに問いかけた。


「昨日、ミロク様がわたしに仰おつしやった言葉を呪札に封じたのです。あなたに会うようなことがあれば、伝えようと思いましてね……」


　コチの声は、もとにもどっている。


「このままでは、あなたも神敵となりますぞ？　草薙神刀流の当主ともあろう御お方かたが、そのような不ふ名めい誉よを受けては、末代までの恥ち辱じよくとなりましょう」


「くっ……」


　アモンは唇くちびるを嚙かんだ。


　彼の一族は軍いくさ神がみフツキの末まつ裔えいとされ、草薙神刀流の当主を代々、継ついでいる。一族の男子に適任者がいない場合は、女子が婿むこをとって、継がせるのが慣ならわしだった。先代の当主であり、先さき頃ごろ、隠いん居きよしたアモンの実父はそうである。


　本音を言えば、アモンは草薙神刀流の当主になどなりたくはなかった。甥おいのひとりがなかなか筋がいいので、彼が修行を積んで成長するのを心待ちにしている。


　そのときには、早々に当主の座を譲ゆずり、隠いん棲せいするつもりでいた。


　しかし、今はそういうわけにはゆかない。草薙神刀流一門と一族のため、神じん宮ぐうに忠実に仕えるしかなかった。


　世が乱れると、人の心も乱れるというが、神宮もまた例外ではない。


　五年前にミロクが大宮司が選任されてからというもの、神宮は誤った方向へ歩みつつあるように感じている。


　先の帝都への侵しん攻こうなど、その最たる例だ。


　だが、大宮司はもっと大きなことを企くわだてている。帝都へ軍を侵攻させたのは、その邪じや魔まをさせぬための牽けん制せいにすぎないのだ。
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「アーシア各地で戦乱が起こり、悪あつ鬼きが神代のごとく、ふたたび争鳴しようとしている。このような時代に、神宮が為なすべきことを誤れば、とりかえしのつかぬことになるぞ？」


　跳ちよう梁りようしつつある悪鬼を討つことこそ、世のため人のためだと、アモンは思っている。


　そのためなら、喜んで剣けんを振ふるうつもりだ。


　先日は、神しん域いきの結界を破り、悪鬼が侵しん入にゆうしたとの情報もある。


「神宮がなにを為すべきかは、我らの考えるところではありますまい。それとも、あなたは大宮司様を非難されておられるのですか？」


　そう問いかけられ、アモンは歯を食いしばった。


　そうだと言えるわけがないのである。


「無論、大宮司様の命には従う……」


　アモンはうなだれるようにうなずいた。


「ミツル様をお連れし、ただちに神宮へ帰ろう」


「それがよいでしょう」


　コチが満足そうにうなずく。


「だが、これだけは言っておくぞ」


「なんですかな？」


「ナノハ様に、そしてあの若者に、うかつに手を出すな。さもなくば、風が止むことになるぞ」


　アモンはそう言うと、地面を抉えぐるような勢いで踵きびすを返した。


「ご忠告、ありがたく承うけたまわりましょう。しかし、我ら神かむ威いは、油断などしません。いかなる手段を講じようと、使命は果たします」


「そうだといいがな……」


　アモンは一いつ瞬しゆん、立ち止まったが、振り返りもせず、答えた。


　神敵を葬ほうむるのに、彼らが手段を選ばぬことぐらい無論、知っている。


　ヒエンは武術の使い手としては優すぐれているが、まだ若く、思し慮りよに欠けたところがある。四し風ふうがしかける狡こう猾かつな罠わなには、簡単にはまりそうにも思えた。


　それを、どう切り抜ぬけるかは、あの若者にとって試練となろう。


（だが、このぐらいの試練を乗り越こえられぬようでは、武術など極きわめられんぞ）


　アモンは心のなかで、そう叱しつ咤たした。





「アモン殿どのは、あの若者のことを、よほど気に入っているようですね」


　草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆう当主の気配が完全に消えるのを待ってから、コチは三人を振り返った。


「どうやら、我々のほうが憎にくいと見える」


　ナライが苦く笑しようする。


「あいつも危険そうだねぇ？　ついでに殺やってしまえばぁ？」


　着物の袖そでの柄がらを指でなぞりながら、ハエが言った。


「それは大だい宮ぐう司じ様が考えることだのう」


　アナジが目を見開きながら言った。


　それだけで、彼の人相はまるで変わる。温おん厚こうだった表情が、ひどく禍まが々まがしくなるのだ。それほどに眼光が鋭するどく、何事か企たくらんでいるような陰いん湿しつさがある。


「あの男は、決して裏切りはしませんよ。神代から続いた神宮警護の役は、それほど重いのです。むしろ疑わしい者は、他にいくらでもいます」


「大宮司様がされようとしていることに異論を持つ者も多いと聞くからな」


　コチの言葉に、ナライがうなずいた。


「案じることはありません。新しい本ほん殿でんは完成間近で、大祭の準備も着々と進んでいます。大祭が成功すれば、アーシアは生まれ変わり、約束されていた永遠の平和と繁はん栄えいの日々が訪れるのです。我らはそのための礎そ石せきとなればよいだけのこと」


「永遠なんて、どうでもいいよぉ。あたしはもうすぐ逝いっちまうからぁ」


　ハエがそう言って、げらげらと笑う。


「わしも年だしのう。さんざん悪さをしてきたゆえ、新しい世界には迎むかえられんだろうて」


　アナジが肩かたを揺ゆすらせて笑う。


　彼は、若い頃ころは盗とう賊ぞくとしてならし、ありとあらゆる悪事を働いた。


　しかし年を取るにつれ、自らの人生を後こう悔かいするようになったのである。


　罪つみ滅ほろぼしに自らの人生を閉じる決意をし、それまでウツヒミ大だい神じん宮ぐうに詣もうでたことがないのを思いだし、一生の最後にとナユタを訪れたのだ。


　そこで、ある宮司の目に留まり、声をかけられた。


　懺ざん悔げの念とともに身の上話を語ると、その宮司はこれまでの罪を贖あがなうため、神宮に奉ほう仕しすることを勧すすめたのである。そして彼は神威となったのだ。


「命を捨てる覚かく悟ごは、いつでもある。だからこそ、他人の命を奪うばえるのだ」


　ナライが腰こしに差した刀に手をかけながら、ひとりごとのようにつぶやく。


　武術の修行をしていた頃、彼は仕合の相手をかならず殺してきた。


　命のやりとりのない仕合など、稽けい古こと変わらぬと思ったからである。


　それを死合とされ、流派からは破門となり、仕合に応じる武ぶ使しは誰だれもいなくなった。


　いかに強くても、戦う相手がいなくてはそれを世に示すことはできない。それゆえ、武術の道を断たたざるを得なくなったのだ。


　その後、金で雇やとわれる人ひと斬きりとなり、縁えんあって神威に迎えられた。


「それでこそ、四風です……」


　三人を見回しながら、コチは満足そうにうなずく。


「そして、あの若者を葬る手段も思いつきましたよ」


「さすがだねぇ……」


　ハエが甲かん高だかく笑い、その場でくるくると回りだす。


「ある意味、アモン殿のおかげです」


　そのことを、彼が知れば、いったいどう思うだろう。


　剣けん聖せいの子の始末を終えたあと、神宮へはアモンのおかげであると報告しようと、ひそかに心に決めた。


　そしてコチは三人に手て筈はずを伝えてゆく。


　そのとき、彼らのすぐ側そばを、ひとりの男が悠ゆう然ぜんと通り過ぎていったのだが、なぜか四風の誰もそれに気がつくことはなかった──
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　ヒエンは道場にひとり残っていた。


　スズリには翡ひ翠すい亭ていで甘いものでも食べていろと、金をもたせて行かせている。


　後から、自分も追いかけるつもりだったが、そのまえにやることがあった。


「まったく、スズリの奴やつ……」


　ヒエンは道場の床ゆかを磨みがきながら、ぶつぶつと文句を言う。


「道場のなかでも平気で術を使いやがって。おかげで、そこかしこが焦こげてるじゃねぇか」


　炭になっているところをこすりとると、そこだけが凹へこむことになる。このままでは、壁かべ板いたや床ゆか板いたを張り替かえねばならなくなる。


　最悪、火事になることを心配した大家に、道場から追い出されるかもしれなかった。


　だから、焦げ跡あとは残さぬよう徹てつ底ていして磨くしかない。


　本来は、スズリにさせるべきなのだが、さっきの仕合のことで今は機き嫌げんが悪い。それに彼女にまかせると、板に穴をあけかねない。彼女の雑な性格と手先の不器用さは、ヒエンは思い知らされている。


「あいつが、武ぶ使しを目指すのは、正解かもな」


　出会った頃は酔すい狂きようなことだと思っていたのだが、最近は考えが変わってきた。


　そのときである。


　ヒエンは、風が入りこんできたようなかすかな気配を感じた。


　はっとして顔をあげると、道場の入口にひとりの男が立っているのが見えた。すらりと背が高く、手足は棒のように細い。顔は面おも長ながで、顎あごの先だけに薄うすい髭ひげをたくわえている。


「てめぇは！」


　ヒエンは跳とぶように立ち上がると、その場で身構えた。


　もっとも、小こ太刀だちの二刀は、近くの壁かべにかけてある。


「久しぶりだね」


　男は片手をあげ、親しげに声をかけてきた。


　彼の名はシュリという。


　無む想そう流りゆうの使い手であり、商都ミナマで一度、刃やいばを交えている。


「なんでここに？」


　ヒエンはシュリに問いかけたが、すぐはっとなる。


「オレを討ちにきたんだな？　てめぇが、神じん宮ぐうの回状に応じるというのは意外だったが、金で頼たのまれたのか？」


「おいおいおい、早はや合が点てんしないでくれないか？　キミが神宮から狙ねらわれているのは知っているがね。いったい、なにをやらかしたんだ？」


　シュリがヒエンをまじまじと見つめる。


「話すほどのことじゃねぇ。とにかく、連中に言わせると、オレは神敵らしいや」


　ヒエンは不敵な笑いを浮うかべた。


「しばらく会っていないだけで、ずいぶんと腹がすわったようだね」


「いろいろ、あったからな……」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとして答えた。
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「とにかく、キミはあのときよりも強くなったと見える。もっとも、わたしのほうも、あれから本気で修行しなおしたのだがね」


「その成果を見せてくれるってことかい？」


「いずれは、そのつもりだ……」


　シュリはうなずいた。


「その前にわたし以外の者に始末されては困るのだよ」


「かならず自分で始末しろと、師し匠しようとやらに言われたのか？」


　ヒエンは笑いかける。


「その通りだよ。よくわかったね」


　シュリは肩かたをすくめた。


「師匠は本気で無想流の再興を果たしたいらしい。神しん明めい流りゆうに負けたという事実が世に知られては困るそうだ」


「あんな仕合で、勝った負けたと吹ふい聴ちようする気はねぇが？」


　あのときは、ふたりとも決して本気ではなかった。


　小手調べのようなものである。


「それは、わたしの師匠に言ってほしいよ」


　シュリはふかくため息をついた。


「連れてきてくれたら、言ってやるぜ。オレもあんたの師匠というのが、どんな人物なのか興味があるしな」


「やめておいたほうがいいね。ろくなことにならないから……」


　シュリはむっつりと首を横に振ふった。


「それより、わたしを味方として雇やとう気はないかね？　君なら金貨五枚でいいよ」


「雇えだと？　金ならミナマの評議衆から脅おどし取ったのを持ってるだろ？」


　あのとき、シュリ以外の武人は皆みな、捕つかまったのだが、彼ひとりは悠ゆう々ゆうと逃にげたのである。


　無想流には、気を操る不思議な術があるのだ。気配を消す必要すらなく、見張りの目の前を堂々と通ったとしても、呼びとめられることはない。


「言わなかったかね？　お金というものは、いくらあっても困ることはないのだよ」


「それに異論はねぇが、おまえを雇う気もねぇぞ。そもそも味方なんて必要ないし、まして、おまえは味方にしているほうが油断できねぇからな」


　ヒエンはそう言うと、シュリを追い払はらうように手をひらひらさせた。


「ひどい言われようだ……」


　シュリがさすがに憮然とする。


「ま、信用がないのは、しかたがない。でも、味方が必要なら、いつでも声をかけてくれ。わたしは、しばらくキミから目を離はなさないつもりだから。もし、キミが誰だれかに殺されたら、そいつを殺すしかないものでね」


「勝手にしてくれ」


　ヒエンはうんざりとして言った。


　そして風が吹ふき抜ぬけていったようなかすかな気配だけを残し、無想流の使い手は道場から去ってゆく。


　ヒエンも掃そう除じを続ける気力が失うせ、ひと休みしようと、翡ひ翠すい亭ていに向かうことにした。
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「いらっしゃいませ～」


　暖の簾れんをくぐると明るい娘むすめたちの声が一いつ斉せいにかかる。


　しかし、姿を現したのが、ヒエンだとわかると、娘たちの表情がいきなり冷める。


　昔は心が折れそうになったものだが、さすがに慣れた。素で対応してくれるのだから、むしろ親密な関係だと思いたい。


「あ、ヒエン……」


　ミオリが複雑な表情でやってきた。


「スズリは？」


　一階の客席を見み渡わたしたが、彼女の姿は見えない。


「二階よ。例の巫女みこ様が来てたので、同じ部屋に案内してあげたの」


「テマリが来てるのか？」


　ヒエンは驚おどろいた。


　荒こう神じんウリクの神しん霊れいを憑かからせたあと、彼女は姿を消したままだったのである。


　どうなったのか心配していたのだが、捜さがしはしなかった。


　手伝ってほしいことがあれば、彼女のほうから、訪ねてくるだろうと思っていたのである。


　ミオリに案内され、狭せまい階段をあがり、小部屋の障子を開けると、ふたりは向かいあって座っていた。


　食しよく卓たくが埋うまるほど甘味や御お菓か子しがのっており、テマリが静かにそれを口に運んでいる。


　スズリは居い心地ごこち悪そうに身体からだをもじもじと動かしている。


「お茶、入れてくるね」


　ミオリがヒエンに声をかけて、下へと降りていった。


　その音が消えるのを待って、ヒエンは恐おそる恐るテマリに訊たずねる。


「大だい丈じよう夫ぶ……なのか？　あんたに憑った祟たたり神はどうなったんだ？」


「大丈夫ではないわ。でも、なんとか抑おさえられている。他の亡ぼう霊れいたちは皆、放すしかなかったけれど……」


「それで、スズリも平気なのか？　祟り神は恐ろしくないのかよ？」


　亡霊が大だい嫌きらいなスズリがわりと普ふ通つうにしているので、おかしいとは思っていたのだ。


「神だと思うと、それほどには……」


　スズリが首を横に振る。


「どっちも霊れい体たいだぜ？　基準のわからない奴やつだなぁ」


「蛾がは苦手でも、蝶ちようなら平気という者は多かろう？　蟋蟀こおろぎが苦手でなくても、竈かまど馬うまは大嫌いという者も多いしな」


「ますます、わからねぇよ」


　ヒエンは苦笑し、スズリの隣となりに座る。


　そしてテマリを見つめた。


「とにかく無事でなによりだ。あんたが祟り神に支配されたら、どんな災さい厄やくが起こっていたかしれないしな。それと、神じん宮ぐうの刺し客かくは、あんたのところには、こなかったのか？」


「用心していたから……」


　甘味を食べる手を休めることなく、テマリが答えた。


「こっちには神しん刀とう流りゆうの武ぶ使しがわんさかやってきて、仕合を挑いどんでくるぜ」


「それで迷めい惑わくしているのは、おもにわたしだ」


　スズリがヒエンを横目で見る。


「生きていてくれてなによりだわ……」


　テマリがふっと微笑ほほえんだ。


「あなたには、またしてもらいたいことがあるもの」


「聞こうじゃないか？」


　ヒエンは身を乗りだす。


「ナユタへ行こうと思うの。ウツヒミ大神宮にね」


「目的は？」


「神宮では今、ある大祭の準備がはじめられている。わたしは、それを阻そ止ししたいの」


「大祭のことは知っているが目的はなんなんだ？」


　神宮はその祭のため、アーシア各地から大勢の舞ぶ女じよを集めていたらしい。それも、かなり強ごう引いんな手段でだ。


「新しい大神を、天上神から招こうというものよ……」


　テマリが目を閉じ、天を見上げながら答える。


「新しい……天上神？」


　ヒエンは首をひねった。


　それがどんなものか、想像もつかない。


「天下界アーシアは、天上界から降臨した三柱の大神によって造られたとされている……」


　ヒエンの反応を見て、テマリが語った。


「国造りの神話だよな？　ダイダラが大地を引き集め、ウツヒミ、リトラの二神がすべての生き物を産んだという」


「その後、ダイダラは大地に根を張り、天空に枝葉を伸のばして精せい霊れい樹じゆとなり、アーシアの自然を司つかさどった。そしてウツヒミとリトラは天上界へ帰ろうとしたのだけど、ウツヒミは自らが造りだした生き物に心がないことを哀あわれに思い、御み魂たま分けを行われた。ところが、愛するウツヒミを失ったリトラは哀かなしみに狂くるい、鬼き母ぼ神しんとなって、ウツヒミから魂たましいを分けられた生き物を殺しはじめたとされているわ……」


「常とこ闇やみの時代だな」


　ヒエンはうなずいた。


　鬼どもは今でもその再来を画策している。天下界が乱れている今は、その絶好の機会なのだ。神代に争鳴した名だたる戦鬼たちが復活を遂とげ、着々と勢力を広げている。


「ある男がね。世が乱れるのは、この天下界に大神がいないからだと考えたのよ」


「大だい宮ぐう司じ……だよな？」


　ヒエンが確かめると、テマリは静かにうなずいた。


「ウツヒミ大神宮大宮司ミロク。彼は、天上界ラーシアから新しき大神を降臨させようと、準備をはじめていたの。新しい本ほん殿でんを建設し、天上神降臨の大祭を行うつもり。成功すれば、アーシアに約束されていたという永遠の平和と繁はん栄えいが実現するのだそうよ」


「それが本当なら、なんとも素す晴ばらしい話だが……」


　ヒエンはテマリをじっと見つめた。


「だが、あんたは、それを阻止したいんだろ？　だったら、オレはあんたに力を貸すぜ」


「話が早いわね。でも、いいの？　わたしは祟たたり神を憑かからせているような黒くろ巫女みこよ」


　テマリが静かにお茶をすする。


「このまえ言ったとおりだ。オレは相手が神宮だったら、なんだって引き受ける」


「おそらく、生きては帰れない。それでもいいの？」


　真意を確かめるように、テマリがヒエンの目を覗のぞきこんできた。


　霊れい感かんの強い彼女には、人の魂の揺ゆらぎすらも見えるのかもしれない。


「あんたは祟り神をかからせるときも、命をかけていた。そんなあんたの頼たのみ事だ。当然、そうだろうと思っていたぜ……」


　ヒエンは不敵な笑いを浮うかべた。


「だが、無む駄だに命を捨てるつもりはねぇ。オレにもやりたいことがあるからな。生きて帰れるよう、全力を尽つくすぜ。無論、あんたも一いつ緒しよにだ」


　そう言って、力強くテマリにうなずきかけた。


「ありがとう……」


　テマリは卓たくから離はなれて、座りなおし、丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをする。


　ヒエンもかるく一礼した。


「ナユタへは、わたしも行くからな」


　スズリが小声で囁ささやく。


「今の話を聞いていたろう？　この戦いは、おまえには関係ないぜ」


「テマリ殿どのには恩もある。しかも、わたしはヒエンの弟子だ。なにより、わたしも今の神じん宮ぐうのやりようが許せない」


　スズリの表情には、神宮に対する怒いかりが感じられた。


　なにかとすぐ怒おこる娘むすめではあるが、神宮に対しては本気で憤いきどおっているようだ。


　だが、そのぐらいで命を危険にさらそうとする者はきわめて稀まれだろう。


（やっぱり酔すい狂きような女だぜ）


　ミオリがヒエンの分のお茶を運んできたのは、そのときであった。
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「遅おそかったじゃねぇか？」


　ヒエンは障子を開けて、顔を覗かせたミオリにかるく文句を言った。


「ごめんね」


　ミオリは意外にも素す直なおに謝る。


　そして、


「ちょっと……」


　と、ヒエンを手招きした。


「どうした？」


　ヒエンは彼女に導かれるまま部屋を出て、廊ろう下かの突つき当たりまで連れてゆかれた。


「これなんだけど……」


　そして彼女は一通の書状を襟えりもとから取り出す。


「こ、これはっ！」


　ヒエンは目を見張る。


　心臓が大きく高鳴るのを意識した。


「も、も、もしかして、恋こい文ぶみってやつか？」


　声も震ふるえる。


　やはり、ミオリは自分のことを想おもいつづけていてくれたのか──!?


「ヒエン……」


　ミオリが哀れむような視線を向け、ゆっくりと首を横に振ふる。


「ち、違ちがうのか！」


　ヒエンははっとなり、ついで、がっくりと肩かたを落とした。


「ま、また、やっちまったぜ……」


「本当、成長しないね」


　ミオリがくすりと笑う。


　しかし、すぐに真顔にもどった。


「今ね、アモン様が下に見えたの。あたしがびっくりして応対したら、これをヒエンにって手て渡わたされて……」


　そう言って、ミオリが書状を手渡してくる。


「あの野や郎ろうが、いったい、なんの用だ？」


　ヒエンは書状をその場で開くと、急いで目を通した。


　そして読み終えると、もとどおり折りたたんで、懐ふところへと押しこむ。


「なんて、書いてあったの？」


　ミオリが心配そうに訊たずねてきた。


「たいしたことじゃねぇ」


　ヒエンはあわてて答える。


「アモン様、なんだか、いつもと様子が違ったの。ひどくむっつりとして、口調もなんだか思いつめた様子で……」


　ミオリが手にしたお盆ぼんを胸に当て、困こん惑わくしたように身体からだを揺らしていた。


「向こうにも、いろいろ事情があるんだろ？　ところで、オレは用事を思いだしたから、ちょっと出かけてくるぜ」


「ちょっとって？　ヒエン！」


　ミオリが呼びとめたが、彼は跳とぶように階段を降りてゆく。


「ど、どうしよう？」


　ミオリは階段のところで、しばし立ち往生していた。


　ひどく胸むな騒さわぎがする。


　アモンの態度も異常だったし、ヒエンの反応もあきらかに変だ。


　ミオリは迷ったあげく、スズリと巫女みこがいる部屋を開く。


「ヒエンは、どうしたのだ？　あわてて降りていったようだが、廁かわやか？」


　スズリがミオリに声をかけてきた。


「それが……」


　ミオリは事情をふたりに話してゆく。


「なんだと？」


　スズリの顔色が変わる。


　そして、テマリと顔を見合わせ、うなずきあった。


「あたし、なんだか不安で、でも、あたし、なんにもできないし……」


　ミオリは泣きそうになるのを、必死で我が慢まんする。


「あなたは、心配しなくていいわ」


　テマリが優やさしく声をかけてきて、音もたてず立ち上がった。


　そのときには、スズリも立ち上がり、太刀たちを腰こしに差している。


　ふたりは、すべてがわかっているようだった。


　それで、ミオリもすこし安心した。


「お願いします」


　ふたりにお辞じ儀ぎする。


　堪こらえていたものが目から溢あふれだし、廊下を濡ぬらした。
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　翡ひ翠すい亭ていから出たヒエンは、急ぎ足で大路を南へと向かった。


　行く先は、シスイのウツヒミ神社である。


　神かん主ぬしがひとり在住しているが、参拝に訪れる者はすくない。また、その神主も、あまり評判はよくなかった。近きん隣りんの住人とも挨あい拶さつをかわすぐらいで、ほとんど話もしないらしい。


「アモン兄！」


　鳥居をくぐり、神社の境けい内だいに入るなり、ヒエンは大声で叫さけんだ。


「書状にあったとおり、ひとりで来てやったぜ！　仕合をはじめようじゃねぇか？」


　アモンがミオリに託たくした書状の中身は、ヒエンに対する仕合の申し入れだったのである。余人を交えず、一対一の仕合をとあった。


　ヒエンとしても望むところである。


　アモンにはこの街で修行しているときには、ずいぶんと世話になり、兄のごとく慕したってきた。だが、あの頃ころとはもはや人が違ちがう。今のアモンは草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主であり、ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの走そう狗くにすぎないと思っている。


　この仕合、負けるわけにはゆかない。


「アモン兄！　いないのかよ？」


　ヒエンはふたたび叫んだ。


　しかし、しばらく待っても、返答はない。


　あとから来るのかと思ったが、境内を歩いていると拝はい殿でんの土台にもたれるように白い妖よう風ふうの鎧よろいをまとった姿が見えた。


　刀を抱かかえ、じっとうずくまっている。


　寝ねているのかと、ヒエンは顔をしかめた。


「オレも舐なめられたもんだぜ……」


　つぶやきながら、近づいてゆく。


　すると、アモンはゆっくりと横に倒たおれた。


「ど、どうしたんだよ？」


　ヒエンが怪あやしんで声をかけると、いきなりアモンの姿が変わった。


　そこに倒れているのは、草薙神刀流の当主ではなく、町人姿の初老の男だった。身体からだのあちこちに御お札ふだが貼はりつけられている。


「これは？」


　ヒエンは、うなじのあたりがぴりぴりするのを感じた。


　気がつくと、危険な気配が、彼を取り囲んでいる。


「はめられたってことかよっ？」


　ヒエンはうめくと、腰を低く下ろし、抜ぬき放った鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを前後に押しだしてゆく。


　神しん明めい流りゆう〝無む方ほう〟の構えである。


　多数の敵を相手にするときや、どこから敵が襲おそってくるかわからないときの構えだ。


　周囲の気をうかがいながら、ヒエンは境内の広い場所へじりじりと移動する。


　どうやら、相手はまっとうな武ぶ使しではなさそうだ。札を使っているのだから、間ま違ちがいなく神職──神しん霊れい術の使い手がいる。


（さて、どうくる？）


　ヒエンは自問してみたが、まったく予想がつかない。


　すでに夕ゆう闇やみが迫せまっており、周囲を樹木で囲まれた社やしろの境内は薄うす暗ぐらかった。


　その闇やみがしだいに濃こいものになってゆき、身体にまとわりついてくる感覚があった。


（おかしい……）


　異様な気配に圧あつ迫ぱくされているのかと思ったが、どうもそうではない。


　身体の動きが、本当に鈍にぶくなっている気がした。ふと気づくと、蜘蛛くもの網あみのようなものが、身体にびっしりとまとわりついていた。一本一本は目に見えないほど細いものだが、それが無数にからまっている。


「ちっ……」


　ヒエンは舌打ちをした。


　すでに敵の術中にはまっているようだ。


　敵の気配は感じるのだが、神社の境内全体に広がっているようで、どこに潜ひそんでいるか看破することもできない。


　今は集中し、気を高めるしかなかった。


「さっさと姿を現しやがれ！」


　ヒエンは大声で怒ど鳴なった。


　それでも返事はなく、それに代わって現れたのは、青白い炎ほのおである。ヒエンを取り囲むように十個ばかりが次々と浮うかびあがる。


「狐きつね火び？」


　霊れい性せいを得て変へん化げした狐きつねが使う妖よう術じゆつのひとつだ。


　その炎は熱くはない。だが、それに触ふれると、猛もう烈れつな虚きよ脱だつ感に襲われるという。


　酒しゆ国こくハルミの山中で会った小豆磨アズキトギという狐の妖よう怪かいが、その妖術を使うのを見たので、そうとわかったのだ。


（妖怪を使し役えきしてやがるのか？）


　狐火はゆらゆらと近づいてくる。


　ヒエンは右手の凰翼でそれを払はらっていった。術ならば受けることもできるし、木こ霊だまで返すこともできる。


　しかし、狐火の動きは不規則であり、身体は思いどおりに動かない。ひとつを受けそこね、肩かたに取り憑つかれた。


「うっ……」


　その瞬しゆん間かん、体力と気力を根こそぎ奪うばいとられたように感じた。


　ヒエンはその場にがくりと膝ひざを落とし、その姿勢でかろうじて堪こらえた。すぐに凰翼で肩の狐火を払いのけたが、身体はまだ鉛なまりになったかと思えるほどに重く感じる。奪われた体力、気力はすぐ回復するわけではないのだ。


　そして樹上から、かすかな気が向けられたのを感じた。


　ヒエンは地面を転がって、それをかわす。


　ヒエンがいたところに細い竹たけ串ぐしが、数本、突つき刺ささっていた。そして一本をよけきれず、右の太ふと腿ももに鋭するどい痛みが走っていた。しかも、そこからじわじわと痺しびれにも似た感覚が広がってゆく。


「毒かっ？」


　ヒエンは唇くちびるを嚙かんだ。


　急いで竹串を抜く。だが、身体に入った毒は、しばらくは抜けない。


　ヒエンは歯を食いしばりながら、立ち上がった。


　全身がふらつき、視界が二重、三重にぼやける。


「武術を使うには、心技体を最大限に駆く使ししなければなりません。今のあなたは、そのどれもない」


　ようやく人の声がし、男がひとり姿を現した。


「てめぇは？」


　ヒエンはその男を睨にらみつける。


　このウツヒミ神社の神かん主ぬしだった。何度か会ったことがあり、見覚えがあった。


　神主はその手に何枚もの札を持っている。


「この札にはね、そのあたりに浮ふ遊ゆうする雑ざつ霊れいを封ふうじてあるのですよ。霊力が低く、たいしたことはできませんが、組みあわせると意外に使えるものなのです」


　神主は残ざん忍にんな笑みを浮かべていた。


「そういうことは、禁じられてるんじゃねぇのか？」


「無論、禁じられています。大だい神じん宮ぐうの許しがなくては使えません」


「ま、そんなところだろうな」


　ヒエンは吐はき捨てるように言う。


「わたしども神職は、神しん霊れいから霊力をひきだす術を使えます。それをどう使うかについては、実はなんの制約もありません。ですから、神宮は邪よこしまな目的で神霊術を使わぬよう、様々な禁きん忌きを定めているのです。そしてそれを犯おかしたものは、相応の罰ばつが与あたえられることになります」


「罰を与えるときには、禁忌を破ってもいいというわけかよっ？」


「そういうことです……」


　神主は静かにうなずいた。


　いつのまにか、彼の背後には三人の人ひと影かげがある。老ろう爺やと若い女、そしてもうひとりは武人ふうの壮そう年ねんの男だ。間ま違ちがいなく武ぶ使しである。それもかなりできると見えた。


「神宮には、世のため人のためにならぬものをひそかに始末する使命を与えられた〝神かむ威い〟と呼ばれる者がいるのですよ」


「てめぇらがそうだということか？　世のため人のためといえば聞こえがいいが、つまりは神宮の意に沿うか沿わないかだろう？　いや、神宮じゃねぇな。ミロクとかいう大だい宮ぐう司じだよな」


　ヒエンは怒ど鳴なった。


　そうして気力を奮い起こし、術や毒の効果を抑おさえるしかない。


「だ、大宮司様に対して、なんと不ふ遜そんなっ！」


　神主が突とつ然ぜん、顔色を変えた。声こわ音ねまで変わっている。


　それまで能面のようだったのが、赤黒く膨ふくれあがり、口の端はしに泡あわが浮いていた。


「お、おまえは神宮の定めた禁忌を破り、神敵であると裁定された。わたしたちが、ここで始末してくれるわっ！」


「おうっ！　やれるものならやってみな！」


　ヒエンは強気に応じたが、状じよう況きようはどう考えても絶望的である。


（不覚だったぜ……）


　アモンに仕合を挑いどまれたと思いこみ、つい冷静さを失ったのだ。


　しかし、そのとき──


「味方はいらんかね？」


　いきなり声がしたかと思うと、拝はい殿でんの扉とびらが音をたてて開いた。


　そして、ひとりの男が姿を現す。


「てめぇ……」


　ヒエンはその男を一いち瞥べつし、目を瞠みはった。


　無む想そう流りゆうの使い手シュリだった。


「心配なく、足下を見るような真似まねはしない。金貨五枚でけっこうだよ」


　シュリはそう言うと、ゆっくりとヒエンの側そばにやってきた。


「貴様、何者だ？　いつから、そこに？」


　武人が刀の柄つかに手をかけながら、慎しん重ちように進みでてくる。


「わたしの名は、シュリだよ。無想流という武術を継けい承しようしている。数日前から、その拝殿を借りて寝ね泊とまりしてたんだが、気がつかなかったかね？」


「無想流？　あの無想流か？」


「そう、その無想流……」


　シュリは微笑ほほえみながらうなずいた。


「かつて最強を誇ほこり、近衛このえによって邪じや流りゆう、魔ま剣けんと断じられ、葬ほうむり去られた流派だよ。ある意味、あなたと同じだね。一時、武名を轟とどろかせながら、〝敗者殺し〟と呼ばれ、武術の世界から追放された深しん山ざん流りゆうのムトウ……」


「オレの名を、知っているのか？」


　武人が大きく目を見開く。


「あなたの名が世に知られていたとき、仕合を申し込もうと思ったことがあってね。しかし、それを果たすより先に、あなたの行方ゆくえがわからなくなってしまったんだよ……」


　シュリはそう言うと、わずかに肩かたをすくめた。


「今、あなたを殺しても、無想流の武名があがらないのが残念だよ」


「無想流のシュリとやら、邪じや魔まをしないでもらえませんかね？　その若者は神敵なのです。世のため人のためにならぬのですよ」


　神かん主ぬしが、シュリに向かって言う。


「残念ながら、わたしは信心深くなくてね」


　シュリが戯おどけるように肩をすくめた。


「あなたも神敵になりますが、それでもいいと？」


「神しん罰ばつをくだすのが人なら、怖こわくなどないさ。まして、おまえたちならね。わたしが近くにいることも気づかぬようでは、わたしの剣けんは受けられないよ」


「こちらは四人、そちらはふたり。しかも、ひとりはもはや動くことさえままなりません。我ら四し風ふうを相手にひとりで戦って、勝てるおつもりですか？」


「無論、勝てるさ。それに、どうやら、こちらもふたりじゃなさそうだ。もっと気を配るんだね？　物もの凄すごいものが近づいてくるとわかるから……」


　シュリが不敵に笑い、耳に手を当てるような仕草をする。


　ヒエンも反射的に気配をうかがってみた。


　烈れつ火かのごとき闘とう気きと、邪じや悪あくな霊れい気きが近づいてくるのが、すぐにわかった。


　スズリとテマリがこちらへ向かってきているのだ。


「あいつら……」


　ヒエンはうめく。


　本音をいえば、こんな無様なところを、彼女らに見られたくなかった。


　だが、この状態では、まともに戦うことなどできない。正直、助かったというしかなかった。


「あなたなら、アモンの名を出せば、ひとりで来ると思っていましたが、どうやら見誤ったようですね」


　神主がため息をつく。


「オレはそのつもりだったんだがな……」


　ヒエンは苦笑いを浮うかべる。


　ふたりはヒエンの行動を怪あやしんで、後を追ってきたのだろう。


　そしてスズリとテマリが鳥居をくぐり、姿を見せた。


「おやぁ、巫女みこ様だよぉ？」


　派手な着物の女が、ろれつのまわらない声でテマリを指差した。


「弟子の女も一いつ緒しよだな」


「どうするかのう？」


　武人と老ろう爺やが、神主をうかがった。


「邪魔が入った以上、無理は禁物ですね。今日のところは退ひいて、次の機会をうかがうとしましょう……」


　そう言うなり、神主は懐ふところから札の束を取りだし、そこから一枚を選び、空に放ほうる。


　すると、彼の頭上に闇やみが出現し、それがゆっくりと降り、全身を包みこんでゆく。そして闇が消えたとき、神主の姿も完全に消えていた。


　老爺のほうは驚おどろくほど高く跳ちよう躍やくし、近くの木の枝に飛び乗る。そして神社の木々の枝を猿さるのように渡わたり、消えていった。


　恐おそるべき俊しゆん敏びんさである。


　そしてシュリがムトウと呼んでいた武ぶ使しも、神社の裏手へと凄すさまじい速さで走り去った。


「逃にげるのかよぉ？」


　ただひとり派手な着物の女だけが逃げ遅おくれていた。


　そして、もはや逃げられないと悟さとったのか、その場から動こうともしない。


「おまえたち、出ておいでよぉ」


　彼女は髪かみから、簪かんざしを抜ぬき取ると、自らの掌てのひらに突つき立てる。


　血が流れだし、地面へとしたたる。だが、それは途と中ちゆうで霧きりと化し、そのなかから二体の鬼おにが出現した。


　赤あか鬼おにと青あお鬼おにで、青鬼のほうは女の身体からだをしている。


「鬼も亡ぼう霊れいになるのかよ？」


　ヒエンは目を見張った。


　実体化はしているが、あきらかにその鬼たちは霊れい体たいだったからである。


「亡霊とて、鬼ならば怖くはない」


　スズリがつぶやいていた。


　よくわからない理り屈くつだったが、どうやら彼女的にはそうらしい。


　男女二体の鬼き霊れいは、水をかきわけるように手足を動かしながら、前へと進みでてくる。


　だが、そのときには、太刀たちを上段に構えたスズリの気は、十分に高まっていた。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶっ！」


　そして気合いの声とともに術を放つ。


　いくつもの炎の飛礫つぶてが、轟ごう音おんをあげながら鬼に向かって疾はしった。


（小こ賢ざかしやっ）


　女の鬼が声をあげ、手にしていた壺つぼを振ふるい、どす黒い水のようなものをまく。


　それが薄うすい膜まくとなって広がっていった。


　スズリが放った炎の飛礫は、それに触ふれた途と端たん、音すらもたてずに消しよう滅めつする。


「なっ！」


　スズリが驚きの表情を浮かべた。


（貴様の身体をひき裂さいて、頭から喰くろうてやろう）


　斧おのを手にした男の鬼が、襲おそいかかってゆく。


「脂あぶらがのってるとでも言いたいのか！」


　スズリが妙みようなところで反応した。


　そして、太刀を正眼に構えなおし、正面から迎むかえ撃うとうとする。


「受けるな！　躱かわせ！」


　ヒエンは彼女に警告の声を飛ばした。


　普ふ段だんの稽けい古このときとは正反対の指示だったので、一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったようだが、とにかく左へと跳とんで、赤鬼の突とつ進しんをかわす。同時に抜き胴どうを放ったが、さほどの手て応ごたえを得られなかったらしく、悔くやしそうに舌を鳴らした。


　実体化しているとはいえ、この鬼どもの本ほん性しようはやはり霊体なのである。


「どうすれば？」


　スズリが問うてきたが、ヒエンとて答えを知っているわけではない。


「相手の霊れい力りよくが尽つきるまで、斬きりまくるんだな……」


　そう指示するしかなかった。


「無む茶ちやを言う……」


　スズリが顔をしかめる。


「さがってちょうだい。その女の相手は、わたしがする」


　テマリが淡たん々たんと言って、ゆっくりと進みでる。


「憑かからせたんだってねぇ、あの荒こう神じんをさぁ……」


　鬼霊を操る女が哄こう笑しようする。


「祟たたり神を憑らせるなんて、あたしより真っ黒だよねぇ」


「遠東の人々にとっては、ウリクは今でも英えい雄ゆうであり、偉い大だいなる祖そ霊れいなのよ……」


　テマリが無表情に応じ、天に向かって、手を差し伸のべた。


「荒神と畏おそれられし大だい酋しゆう長ちようウリクよ！　汝なんじが哀かなしみはいまだ癒いえず、怒いかりは収まらず、憎にくしみは消えず。なれば、戦いくさを以もつて手て慰なぐさみとせよ！」


　その手から、赤黒い霊光が発したかと思うと、狼おおかみの遠とお吠ぼえのごとき雄お叫たけびをあげながら、巨きよ大だいな霊体がテマリの頭上に浮うかびあがった。


　荒神ウリクの霊が、顕けん現げんしたのだ。


（我は慈いつくしみを求めぬ、慰なぐさめも要いらぬ……ただ荒あらぶる心のままに……戦うのみ）


　天空を轟とどろかせ、大地をも震ふるわすほどの声がしたように、ヒエンには感じられた。


「大だい丈じよう夫ぶなのか？」


　ヒエンはテマリに声をかける。


　ただ鎮しずめているだけでも、大変な心労だろう。それを使し役えきするとなると、どれほどの気力、体力、霊力を消しよう耗もうするか想像もつかなかった。


　最悪、ウリクがテマリの支配から逃のがれ、暴走をはじめるかもしれない。


　しかし、テマリはウリクの使役に集中しているようで、返事はなかった。


　そしてウリクはその手て斧おのを、男女の鬼おににそれぞれ投げた。手斧は風ふう車しやのように回転しながら、宙を滑すべる。


　赤鬼は斧をかざし、青鬼は霊れい水すいをまいて、それを防ごうとした。


　しかし──


　ウリクの投げた手斧は、それらを弾はじきとばし、なかば実体化した鬼の身体を貫つらぬいて、向こうへ通り抜ぬけた。


　そこで向きを変え、今度は背後から鬼に襲いかかる。


　だが、そのときには、鬼は硬こう直ちよくしたように動かなくなっていた。高速で回転する手斧が、ふたたび鬼の身体を切り裂く。


「ぐげえっ!?」


　悲鳴をあげたのは、鬼き霊れいではなく女のほうだった。


　顔を苦く悶もんにゆがめ、胸をかきむしり、地面を転げまわり、何度も嘔おう吐とを繰くり返す。


　そのあいだに赤あか鬼おにはまるで陶とう器きを割ったように粉々に砕くだけ散り、青あお鬼おには泥どろのように溶とけて消えていた。最後には血だまりとなって、境けい内だいの玉砂利じやりを濡ぬらす。


「おまえたち、死んじまったのかよぉ……」


　女は愕がく然ぜんと地面に両手をつく。


「おまえたちがいなくなったら、この穢けがれた身体からだを誰だれが喰くってくれるのさぁ」


　上体だけを起こしながら、女は狂くるったように叫さけんだ。


「もはや、あなたを救える者は、誰もいないわ……」


　ウリクをもどしたテマリが、冷たく女に声をかける。


「あなたを喰らうはずだった鬼の霊れいは、もういない。この世から消えたければ、勝手に消えることね。それができないなら、その穢れた身体と壊こわれた心を抱かかえ、この世をさまようしかない。それはまさに地じ獄ごくでしょうけど、あなたにはお似合いよ、コマツ姉様」


　歯をぎりっぎりっと嚙かみ鳴らしながら、テマリに這はいよろうとしていた女の動きが、ぴたりと止まる。


「そ、その名で、あたしを呼ぶなよぉ」


　鬼霊使いの女が、泣き叫んだ。


「あまりに変わっていたから、なかなか思い出せなかった。でも、あなたの声には聞き覚えがあった。あなたは巫女みことしても優れていたけど、それ以上に舞まいの名手だった。あなたが御み神楽かぐらを舞まう姿はとても美しくて、その頃ころ、見習いだったわたしは一いつ生しよう懸けん命めい、真似まねようとしたわ。大祭の準備がはじまって、すぐに姉様の姿を見なくなったけど、まさか神かむ威いにされていたとはね」


「し、しかたないだろぉ？　あたしは、あの御お方かたに逆らったんだからぁ。だから罰ばつを与あたえられたのさぁ。あいつらを憑らせられ、それを鎮めつづけないといけなかった。血を与え、肉を与え、心を与えてさぁ……」


　テマリがコマツと呼んだ女は、そう言って、地面にうずくまる。


　膝ひざを抱え、顔を埋うずめた。


「それが、あの男のやり方よ。あの男は、わたしたち巫女を道具としか思っていない。壊れるまで使って、そして完全に使い潰つぶすの。あなたも〝手て鞠まり〟よ。あの男の手のうえで弾はずまされていただけの……」


　厳しい言葉をかけたあと、テマリがヒエンを振ふり返った。


「大丈夫？」


「ああ、なんとかな？　毒はまだ抜けてねぇが、力はだいぶ入るようになった……」


　ヒエンは身体の具合をたしかめるように、自らの手足を動かしてみる。


　痺しびれはまだ残っているが、身体はなんとか動きそうだった。


「無様なところを見せちまったな」


「まったくだ」


　刀を収めたスズリが容よう赦しやなく言う。


　反論しようもないので、ヒエンは不ふ機き嫌げんにそっぽを向いた。


　そして気がつく。


「シュリの野や郎ろうがいねぇ？」


　辺りを見回したが、その姿はどこにもない。


「そういえば、あの男が、なぜ、ここにいた？」


　スズリが鋭するどく問うてきた。


　彼女はシュリと戦い、一度、不覚を取っている。その遺い恨こんを忘れていないのだ。


「話せば長くなるんだが、ようするにあの男は、自分の手でオレを殺したいのさ。だから、今は味方になると言ってきたんだ。金貨五枚でな」


「その申し出を、受けたのか？」


　スズリが呆あきれたような表情をする。


「あの状じよう況きようだぜ？　否いやも応もないだろ？」


　ヒエンは顔を憮ぶ然ぜんとさせた。


「まだ金は払はらっていないからな。いなくなったらいなくなったでかまわねぇんだが……」


　しかし、シュリがただ消えたとは思えなかった。


（あの野郎、逃にげた三人の誰かを追いやがったな……）


　おそらく、彼がムトウと呼んだ武ぶ使しだろう。


（いずれ、また姿を見せるに決まってるぜ）


　ヒエンにとって、それは確信に近かった。


「どこにいても同じなら、すぐに発たったほうがいいわね」


　テマリがひとりごとのようにつぶやく。


「ああ、そうだな。元を断たつには、神じん宮ぐうに行くしかねぇもんな」


　ヒエンは大きくうなずいた。


「すぐにでも、道場にもどり、荷物をまとめようや。今日みたいに、神しん刀とう流りゆうの武使たちに門前に並ばれたくないからな」
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　シスイの裏通りを走り、幾いく度ども角を曲がり、ときには塀へいを跳とび越こえた。


　橋の下に身を潜ひそませ、しばらくのあいだ気配を消した。


　そして誰も追ってきてないことを確信し、シスイの東大路を越えて山中へと入る。


　獣けものしか通らぬような細い山道をすこし登ったところに、打ち棄すてられた炭焼き小屋があり、そこが〝北風ナライ〟こと、ムトウの隠かくれ家だった。


「無む想そう流りゆうの使い手が、あの若者の味方とは意外であった。それも、我らが集つどうあの拝はい殿でんに潜んでいたとは？　話には聞いていたが、まさに恐おそるべき練気の術。夢と現うつつの区別すらつかせぬとはな……」


　ひとりごとをつぶやきながら、小屋の扉とびらを開ける。


　そして息を飲んだ。


　シュリという名の無想流の使い手が、暗い小屋のなかに立っていたからである。


「なにゆえ、ここが……」


　そう問いかけるムトウの声はかすれていた。


「ずっと、あなたを尾つけていたのさ。そして、すこし先回りさせてもらったのだよ。それにしても、汚きたないところだ。ここなら、ウツヒミ神社の拝殿のほうが、よほどましだろう？」


　シュリが顔をしかめながら、小屋のなかを見み渡わたす。


「オレを斬きるか？　金貨五枚ではつりあわんと思えよ」


　ムトウは刀の柄つかに手をかけながら言う。


「金は大事だが、ちょっと腕うで試だめしがしたくてね。あなたの大好きな死合を挑いどみたいのさ。ここなら誰だれにも見られることはないからね。無む駄だに人を殺さずにすむ……」


「聞いたことがある。無想流は、秘技を見せた他流派の武ぶ使しをかならず殺すとな。それゆえ、無想流の立ち合いは、すべて死合とならざるをえない。その場に立ち会った者、たまたま居合わせた者すら、斬らねばならぬそうだな？」


　ムトウはそう言うと、不敵な笑みを浮うかべた。


　小屋を開けたときの驚おどろきは、すでに収まっている。


　シュリが言ったように、死合は彼がいつも望んでいるものだ。命を奪うばい合ってこそ、本当の勝負が決まる。そうでなければ、稽けい古こと同じだ。


「すなわち、無想流の秘術とは一度、見られたら、二度と通用せぬということ。無想流の気を操る術には、たしかに恐れ入った。だが、それはしょせん相手を惑まどわす小細工にすぎぬ。人の心の迷い、気の乱れをつき、相手の実力を封ふうじるのが、無想流であろう？」


　ムトウは自身も武術の世界から追放されたゆえ、邪じや流りゆう、魔ま剣けんと称しようされた無想流については、常人よりもくわしいつもりであった。


　武術とは、武によって高めた気を術として発動させることである。心技体のなかで、心が一位とされるのは、それゆえだ。心を迷わし、気を乱せば、いかなる達人でも不覚を取るのは必定である。


「そのとおりだよ。優れた武使ほど、気を読んで動く。ところが、わたしたちが放つ気は常人とは違ちがってね。右に動くと思えば左、ここにいるかと思えばそこ、存在しながらにして、姿を消すこともできる。相手は、わたしたちの幻げん影えいと勝手に戦ってくれる。おかげで、隙すきだらけというわけさ」


　シュリがそう言って、顎あごをわずかに動かした。


　外へ出ろとの合図である。


　ムトウはシュリを視界から離はなすことなく、慎しん重ちように外へと出た。この男が言ったとおり、一いつ瞬しゆんでも目を切れば、この無想流の使い手が消えると思えたからだ。


「無想流は一時、最強を誇ほこったそうだな？　だが、近衛このえは無想流を武術として認めず、近衛の一流として神しん域いきに迎むかえるどころか、その断絶を宣言し、近衛の武使を遣つかわし、滅ほろぼしたのだ。その顚てん末まつを記した書状では、こう記されている。無想流の動きは滑こつ稽けいなり、とな。のろのろと相手の死角に入りこみ、ゆるゆると一刀を抜ぬき、そろそろと急所を突つく。気を操るがゆえ、技と体が疎おろそかにならざるをえないのだろう？　心技体の一いつ致ちを武術の真しん髄ずいとする近衛が、認めなかったのも当然というものよ」


　ムトウはそう言って、声こわ高だかに笑ってみせた。


「ああ、それね。わたしも読んだことがある。端はたから見ていると、たしかにそんなものさ。だが、戦ってみると、一瞬で急所を突かれたと感じるのだよ」


「それは、貴様らが操る幻影に惑わされているがゆえであろう？　だが、その手の内を知る者を相手にそれが通じると思うか？」


「さあ、どうだろうね？」


　シュリが肩かたをすくめた。


「近衛からの書状により、無想流の秘術は、世に知れ渡わたっている。貴様らが最強であったのはもはや過去のことだ」


「勝手に決めつけないでくれないかね？　その過去の亡ぼう霊れいが、目のまえにいるんだ。殺せるかどうか、試してみればいいさ」


「望むところだ……」


　ムトウはゆっくりと刀を抜き、下段に構えた。


「我が深しん山ざん流りゆうは修行の場を苛か酷こくな山中に求める。つねに死と隣となり合わせの状じよう況きようのなかで心技体を磨みがく。相手は自然ゆえ、気を放つこともない。必然として、我が流派は切人の剣けんであり、おまえの幻影に悪戯いたずらに惑わされはせぬ。相手が悪かったと思うのだな」


「そんな修行をしているから、命の奪いあいにしか興味がなくなるのさ。死が身近にないと、不安なんだろう？　それは病気だよ」


　シュリがそう言って、腰こしの後ろに差した刀の柄に手をかける。


「そのとおり、治ることなき病だ。だから、オレは刺し客かくとなり、今は神かむ威いとして人を斬りつづけている。そうせずには、生きているという実感が得られぬのでな！」


　ムトウは下段からしかけた。


　相手の脛すねを払はらいつつ、ときおり斬きりあげて胴どうを狙ねらう。


　シュリはその刃やいばを、紙かみ一ひと重えでかわしていた。


　しかし、この期ごに及およんでも、刀は抜こうとしない。


　ムトウは、無む想そう流りゆうで使われる刀が、鋼はがねではなく水すい晶しようのような透とう明めいな材質でできていることを思い出した。


　硬かたく鋭するどいが、ひどく脆もろいらしい。


　刃を受けようものなら、きっと一いち撃げきで砕くだけるのだろう。


「噂うわさに聞くより、俊しゆん敏びんではないか？　しかし、それはオレに動かされていると心得よ。気を操ることができぬようにな」


　ムトウは息つく暇ひまもない激しい攻せめで、シュリを圧あつ倒とうしていた。


　相手の動きを封ふう殺さつして勝つのが、切人の剣である。


　このまま攻めたてれば、術を使う暇すらないはずだ。


　事実、シュリは一刀ごとに追いつめられている。このまま下がれば、いずれこの無想流の使い手は山道の崖がけを背にすることになる。


　ムトウはすでに自らの勝利を確信していた。


　だが、そのとき、シュリが不敵な笑みを浮かべる。


「やっと気が高まったよ……」


　そう言って、刀を抜く。


　噂どおりの透明な刃であった。


「この状況から、いかなる術を使おうと？」


　ムトウは鼻で笑う。


「この刃を見られた者には、死んでもらうということさ」


　シュリが応じた。


　そしてその瞬しゆん間かん、ムトウはかすかな気配を背後に感じた。


「なるほど、これが無想流の秘術とやらか……」


　一瞬でも背後に気を取られれば、この無想流の使い手は消えることだろう。そして死角に入り、急所を狙うのだ。


　だが、ムトウは五感のすべてを研とぎ澄すまし、シュリを捉とらえつづけている。背後にいるのは、シュリの幻影にすぎないのだ。


「惑まどわされぬよ」


　本物のシュリは、いまだ崖に背中をつけている。


　もはや、逃のがれる場所はない。


　ムトウは刀をゆっくりと上段に構えていった。


「これで終わりだ、無想流のシュリ」


　そして刃を振ふり下ろそうとする。


　その瞬間──


　ムトウは熱いものが背中に突つき刺ささり、身体からだを貫つらぬいてゆくのを感じた。


　ふと視線を落とすと、胸から血が噴ふきだしている。そして激痛があった。その痛みが、これが幻げん覚かくではなく、現実だということを思い知らせている。


　ムトウはうめきながら、背後を振り返った。


　しかし、そこには誰だれもいない。


「いったい……どういうことだ？」


　向き直ると、シュリはやはり崖を背にして立っていた。


「わたしは、ずっと本物だよ。あなたの背後に気を送っていたのに、振り返ってもくれないからね。だから、そっちに斬ってもらったのさ」


　シュリがそう言って、刀を鞘さやに収める。


「そんな……馬鹿な……気で作られた幻影に斬られるだと？　そんな術など……あり……えぬ」


　ムトウは首を横に振ろうとしたが、もはや力が入らなかった。


　前のめりに、どうと倒たおれる。
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「無想流奥義、幻げん影えい斬ざん。わたしたちが操る幻影は、分身なのだよ。あなたは初めから、ふたりのわたしを相手にしていたのさ」


　だが、その言葉が終わらぬうちに、深しん山ざん流りゆうの使い手は息絶えていた。


　シュリはその屍しかばねを見下ろし、それから周囲をうかがった。


　人の気配はない。


　シュリは大きく息をついた。


「刃も見られるな、術も見られるな、奥義にいたっては言わずもがな。それで、無想流が最強なるを示せとは、師し匠しようもつくづく無茶を言ってくれるよ……」


　苦笑まじりにつぶやくと、シュリはゆっくりと山道を下ってゆく。


　その姿を見ていたのは、大木のうろに隠かくれていた梟ふくろうのみであった。
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　　　　１




「申し訳ございません……」


　帝てい都とシスイのウツヒミ神社の神かん主ぬしであった男が、ウツヒミ大だい神じん宮ぐう大だい宮ぐう司じミロクに向かって、床ゆかに額をこすりつけるように平へい伏ふくしている。


　その隣となりには、妖よう風ふうの甲かつ冑ちゆうに身をかためた草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主がかしずいていた。


　東風コチとアモンである。


　大神降臨の地、アマギ山頂に作られたミロクの屋や敷しきの一室だった。


「ナノハは荒こう神じんウリクの神しん霊れいを支配し、ここへと向かっているというのだな？」


「はい……」


　返答するコチの声が、屈くつ辱じよくに震ふるえていた。


「四し風ふうも、北と南を失いました」


「そうか……」


　ミロクが静かにうなずく。


「さすが、わたしが天上神の巫女みこと見込んだだけのことはある。あやつは、大祭を阻そ止しするつもりなのだ。いや、このわたしを、殺すつもりであろう」


「させませぬ！　このわたしが、させませぬ！」


　コチが顔をあげて、激しく首を横に振ふった。


　その顔が涙なみだに濡ぬれている。


「ナノハ様とそれに味方する武ぶ使しどもには、かならずや神しん罰ばつをくだします」


「わかった……」


　ミロクが微び笑しようを浮うかべ、コチにうなずきかけた。


「そなたの風にて、神敵どもを散らしてみせい」


「ははっ！」


　コチが歓かん喜きの表情で立ち上がると、ミロクの前から後ずさるように部屋を出てゆく。


「恐おそれながら──」


　アモンは顔を伏ふせたまま、口を開いた。


　だが、ミロクがそれを遮さえぎる。


「なにを言わんとしているかはわかっている。風では、ナノハたちを止められまい。だが、あやつにも神かむ威いとしての誇ほこりがある。このままでは、ひきさがれまい」


「わたくしも、力不足でありました……」


　アモンはうなだれた。


　彼もナノハを連れ帰る使命を与あたえられながら、それに失敗している。それどころか、新しき大祭の巫女であるミツルをもあやうく失うところだったのだ。


「その件は、もうよい。報告は聞いたが、ミツルの勝手な振る舞まいが招いたこと。ミツルも今では反省し、大祭を成功させようと懸けん命めいである。あれを見よ」


　そう言って、ミロクは窓から見える本ほん殿でん前の広場を指差す。


　アモンは動かなかったが、そこでなにが行われているかはわかっていた。


　水すい晶しようを砕くだいた白い砂が敷しきつめられ、荘そう厳ごんなる楽曲が流れるなか、五百人もの舞ぶ女じよが一糸乱れず、御み神楽かぐらを舞っていた。


　中央には、大祭の巫女であるミツルの姿がある。


　ミツルは天空に向かい、一心に祈いのりを捧ささげていた。


　ある天上神と交信しているのだ。


　初めて天上神との交信に成功したのは、先の大祭の巫女ナノハである。それゆえ、天上神の巫女と呼ばれるようになった。


　ナノハはその天上神に天下界への降臨を希こいねがった。


　当初、天上神は天下界には、なんの関心も示さなかったという。だが、呼びかけつづけるうち、心を動かしたのだ。


　そのナノハが神宮を出しゆつ奔ぽんし、大祭は一時、頓とん挫ざしかける。


　だが、ミツルがナノハのあとを受け継ついで、天上神との交信は続いた。


　天上神は、今や天下界へと降る意思を見せつつあるという。


　大祭の準備は、すでに整っていた。


　大祭が成功し、天上神を本殿に迎むかえれば、天下界アーシアは新しい大神が君臨するところとなり、約束されていた永遠の平和と繁はん栄えいとが実現するという。


（だが、本当にそうなるのだろうか？）


　アモンには疑問だった。


　理由は様々あるが、いちばんはこのミロクという大宮司に対する不信である。


　ミロクは五年前、異例の若さで大宮司に選ばれた。


　子供の頃ころから神の子と呼ばれ、注目を集める存在ではあった。神霊術の天才で、いかなる神霊からも強力な神かみ業わざをひきだすことができる。とくに邪じや神しん、荒神といった祟たたり神を調ちよう伏ぶくすることにかけては並ぶ者がいなかった。


　どこかで神霊が荒あらぶるたび、神宮はミロクを遣つかわした。そしてミロクはそのすべてを鎮しずめたのである。


　彼の声望は次し第だいに高まり、この乱世において、世と人を守護するには、若い力が必要であるとの先代の推挙もあって、大宮司となった。


　しかし、大宮司となるや、ミロクは恐るべき専横をはじめたのである。


　アマギ山の山頂に新しい本殿を建て、天上界ラーシアから新しき大神を迎えるための大祭を行うと宣言をした。そのため莫ばく大だいな資材と資金を調達し、大勢の舞女を集めはじめる。


　それに反対する者たちは、次々と地方の系列神社へと追放する。


　そしてミロクは神宮の隠おん密みつ組織であった〝神威〟を直属とし、神宮にいるすべての神職を監かん視ししたのだ。


　今やウツヒミ大神宮は、大だい宮ぐう司じミロクの思うがままに動いている。


　その強ごう引いんなやり方が、アモンは気に入らなかった。


　修しゆ行ぎようと称しようして神宮を離はなれ、帝てい都とで暮らすようになったのは、それが理由である。


　しかし、半年前に父が隠いん居きよし、アモンは草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主を継ぐことになった。それ以後、アモンは、ミロクの側そばにひかえさせられることが多い。


　ミロクに信用されているとは思ってもいないのだが……


「本殿の完成を待ちたかったところだが、大祭をはじめるときが来たようだな」


　ミロクがつぶやく。


（いよいよか……）


　アモンは正直に言えば、天上界から新しき大神を降臨させられるとは思っていなかった。


　だが、いざ、このときが来ると、身体からだが震ふるえる思いがする。


「恐れながら……」


　アモンは最後の望みをかけて、ミロクに進言することにした。


「この大祭、本当に挙行してよいものでしょうか？　我ら人間は高祖神ウツヒミより御み魂たまを分けられ、偉い大だいなる祖そ霊れいを神々として祀まつってまいりました。天上神から新たなる大神を迎え、それに仕えることが、はたしてウツヒミの御意志にそうものかと？」


「さて、どうであろうな？」


　ミロクがアモンを振ふり返って言った。


「わたしにもウツヒミの御み心こころはわからぬ。また、わかろうとも思わぬ。わたしはただ、ウツヒミから御魂分けされた人がなった神ではなく、本物の大神にお仕えしたいのだ。それが、どれほどの霊れい力りよくがあり、いかなる神業を行使できるか試ためしたい」


「は？」


　アモンはしばしのあいだ、ミロクの言葉を理解できなかった。だが、やがてそれが言葉通りの意味だということがわかる。


（つまりは、強力な神しん霊れい術を行使せんがため、大神を欲ほつしているということか？）


　なんと傲ごう慢まんな男かと思った。


「大神を降臨なさるは、世のため人のためと存じておりましたが？」


　アモンは憤いきどおりを抑おさえながら、ミロクに訊たずねる。


「世とは人と人との繫つながりであり、人はそれぞれ能力も境きよう遇ぐうも志も違ちがう。世のため人のためというのが、絶対の正義だとすれば、それはただの理想にすぎぬよ」


　ミロクが冷れい笑しようした。


「それは、そうでありましょう。ですが、災さい厄やくを鎮め、悪を討うち、弱き者を助けるなど、正義と呼ぶべき行こう為いは実在するかと思います。それらをひとつひとつ積みあげてゆくことが、世のため人のためになるのではありませんか？　荒ぶる神々を鎮められていた頃のミロク様は、大勢の人々に感謝され、尊敬されておりました」


「今は、違うか？」


　ミロクがアモンを見つめてくる。


　哀あわれんでいるような蔑さげすんでいるような、それでいて慈いつくしんでいるような不可思議な視線であった。この大宮司は、おそらく自分が人よりも神に近い存在だと考えているのだろう。


「ミロク様に憎にくしみを抱いだく者も大勢いるように思います」


　アモンはうなずいた。


「大神が降臨し、このアーシアに永遠の平和と繁栄が訪おとずれたとしたら、人々はわたしに感謝し、尊敬せぬか？」


「それは、するでありましょう……」


　アモンはふたたびうなずく。


　その可能性は、たしかに否定できなかった。


　大神ならば、絶対の正義を実現することも可能であろう。


「ですが、それを疑問に思う者も、すくなくありません。むしろ、新しい大神がこの世に祟たたりを為なすと恐おそれています」


「たとえ、大神が祟り神であったとしても、わたしは鎮しずめてみせる」


　ミロクの表情は自信に満ちていた。


　これまで彼に鎮められなかった祟り神はいないのだから、自信があるのはわかる。だが、天上神は大神なのだ。これまでどおりにゆくとは、かぎらない。


「ですが、今、大祭を強行すれば、それを阻そ止しせんと動く者がかならず現れます。宮司様たちとよく話し合われ、大祭への理解を得るとか、天上神との交信をもっと続け、新しき大神にふさわしいことを確かめるなどなされたほうが、よろしいのではと？」


　アモンは膝ひざを乗り出し、語気を強める。


「凡ぼん人じんどもには、わたしの崇すう高こうな考えはわかるまい……」


　ミロクは鼻で笑った。


「それゆえ、武人を雇やとい入れ、神じん宮ぐうの警護を厳重にしているのではないか？」


「奴やつらは武人などではなく、野や盗とうも同然です。徒党を組んで近きん隣りんの町や村へ押しかけ、神宮の名のもとに狼ろう藉ぜきを働いております。そのため、今や近隣の民たみさえ、神宮に対し、不満を抱きはじめております」


「すべては、大祭を成功させるためだ。そなたの任務は、この山上へと通じる階段を守ること。御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの一門にも、すでに参道の警護を命じている」


「シンザ殿どのが参道の警護ですと？　野盗どもが、境けい内だいの各所に陣じんを構えているというのにですか？」


　アモンは信じられなかった。


　御雷神刀流は草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうとともに、神代より神宮警護の役目にある。シンザはその当主であり、まだ若いながらかなりの使い手である。


「シンザは信用がおけぬ……」


　ミロクが言った。


「従順に振る舞まっているが、腹の底は決して見せようとせぬからな」


（つまり、オレの腹の底は見えているということか？）


　アモンは憮ぶ然ぜんと思った。


　自分がさほど器用でないことは自覚していた。


　武術だけならひけをとらぬが、当主ともなれば、それ以外にも求められる資質がある。


　シンザにはそれがあり、自分にはないということだろう。


「そういえば、おまえの父カノウはいかがしている？」


「父ですか？」


　いきなり父の名を出され、アモンはいぶかしく思った。


「隠いん宅たくにて隠いん棲せいしているはずですが、なにか？」


「いや、それならばいい……」


　ミロクはうなずいた。


　父が突とつ然ぜん、隠いん居きよしたのも、この大だい宮ぐう司じに対する不信であろう。


　アモンとしては、面めん倒どうを押しつけられたと不満でならなかった。父はたしかに老ろう齢れいだが、心身とも健康で、まだ五年は当主を続けるものと思っていたのである。


（まさか、父にも不ふ穏おんな動きがあるのか？）


　アモンの心に疑問がかすめた。


（いや、ありえぬな）


　父はなによりも草薙神刀流一門の名めい誉よと伝統を重んじている。当主を引き継つぐときにも、神宮に忠誠を尽つくすよう厳命されていた。


　自分が神宮を離はなれているあいだに、父は神しん明めい流りゆうのヒエンを神敵とする回状を各地の高こう弟ていに送り、討ち果たせと命じている。


　余計なことをと、アモンが憤いきどおりを覚えたほどだ。


「それでは、わたくしはこの山上への階段の登り口に陣を張り、詰つめるといたします」


　ミロクの側そばを離れられるのが救いである。


「頼たのんだぞ……」


　ミロクがうなずいた。


「おまえこそが、この神宮の最後の護まもりなのだからな」


「ですが、我らではあのウリクの神しん霊れいを防ぐことは難しいかもしれません」


「そのことならば、心配するな。然しかるべき手は、すでに打ってある」


　ミロクが答え、冷れい酷こくな笑えみを浮うかべる。


「さようですか……」


　ぬかりはないということだ。それが、この大宮司の恐るべきところである。


　そしてアモンは一礼し、ミロクの部屋を出た。


（もはや、後には退ひけぬ。大祭が終わったとき、後こう悔かいせぬことを祈いのるばかりだ……）


　アモンは白砂を踏ふみしめながら思う。


（もっとも、そのとき、オレが生きていればのことだがな）
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　涼すずしい風が、紅葉を迎むかえた山々から吹ふき降ろしてくる。


　収しゆう穫かくの季節も終わり、暦こよみではもう冬。あとふた月で新しい年となる。


　ミズホの帝てい国こくが建てられ、今年で千年を迎えたのだが、それを祝おうという空気はどこにもない。それどころか、来年を待たずして帝国は滅ほろびるのではないかとさえ囁ささやかれていた。


　ヒエンにとっても、まさに激動の一年だった。しかも、この一年を無事に終えられるかどうか、まだわからない。


　ヒエンはスズリとともにテマリを護衛して、聖せい都とナユタにあるウツヒミ大だい神じん宮ぐうを目指し、街かい道どうを歩いていた。


　帝てい都とを発たってから五日が経たっている。


　コセ沼ぬまを渡わたったときには、先の戦いくさのお礼にと、沼ぬま人びとたちから盛大な歓かん待たいを受けた。


　ヒエンはホノのことを思い出し、素す直なおには楽しめなかったが、沼人たちが活気を取りもどし、集落が再建されつつあったのは嬉うれしく思った。


　昼を過ぎた頃ころに、オクホという宿場町に着く。


　このあたりはまだ興こう国こくヤシマの領内で、執しつ政せい家の支配下にあった。だが、先の戦いでは、この辺りの小領主の多くは神宮側に参加している。


　しかし、それらの小領主を成敗する力はユウキ家になく、恭きよう順じゆんの意志を示させ、詫わび状を取っただけで許したそうだ。このあたりは霧む国こくナンシに近く、もともと神宮の影えい響きよう力が強いという事情も考こう慮りよしたのであろう。


　帝都シスイと聖都ナユタを結ぶ主要な街道にあるだけに、オクホの町中には人の姿が大勢、見受けられた。


　しかし、思ったほどの活気は感じられない。


　ヒエンたちは休きゆう憩けいと食事をとろうと決め、店を探した。


　そして一いつ軒けんの茶店が目に留まる。


　軒のき先さきに赤い布が敷しかれた台があり、ひとりの男が腰こしをかけ、口を尖とがらせるように茶をすすっていた。


　なにげなく、その顔を見て、ヒエンは驚おどろいた。


　面おも長ながで狐きつね目め、薄うすい顎あご髭ひげ──


　無む想そう流りゆう刀術の使い手シュリだったからである。


「出やがったな！」


　ヒエンはシュリの前に立ち、憤ふん然ぜんと睨にらみつけた。


「人を油虫みたいに言わないでくれないかね？　まだ約束の報ほう酬しゆうをもらってなかったからね。当然、現れるよ」


　シュリが顔をあげ、苦く笑しようを浮かべた。


　しかし約束を違たがえるわけにはゆかない。


　ヒエンは不承不承ながらも、シュリに礼を言って、金貨五枚を手て渡わたした。


「ありがたく、受け取っておくよ」


　シュリが爽さわやかに笑い、金貨を巾きん着ちやくに収めた。


　一いつ瞬しゆん、中が見えたが、金貨、銀貨がぎっしりと詰つまっている。しかし、それだけが、シュリの全財産ではあるまい。


「あれから、どうなったんだ？　あいつらの後を追ったんだろ？」


「ああ、ムトウという深しん山ざん流りゆうの使い手をね」


「で、殺したのか？」


「向こうも死合を望んでいたからね」


　シュリが平然とうなずいた。


「それで、今度こそ、オレと仕合を？」


「まだ、そのつもりはないね。キミはまだまだ無名だ。しかし、いずれ名が知れ渡る。仕合をするなら、それからでいい」


「それまでに、こっちが死んでるかもしれねぇぞ？」


「そのときには、あきらめるしかないさ。ただ、そうさせないよう、ここで待っていたつもりだがね……」


　シュリはそこで言葉を切ると、声を落として続けた。


「ウツヒミ大神宮と一戦やらかすのだろう？　その戦に、わたしも乗ってみようと思ってね」


「味方してくれとは言わねぇぞ。これ以上、おまえなんかに金を払はらいたくはねぇ」


「キミからもらわなくてもね。戦のあるところには、かならず金の臭においがするんだよ」


「あいかわらず、金か？」


　ヒエンは吐はき捨てるように言った。


「悪いかね？　普ふ通つうの人から見れば、武術なんぞに人生をかけるというほうがよほど異常だと思うがね？」


「それは否定できねぇが……」


　ヒエンは苦笑した。


　修しゆ行ぎようは厳しく、終わりはないし、いつ死ぬともかぎらない。


　そして武術を極きわめても、得られるものはなにもない。


　ヒエンとて、一時は武術を捨てようと考えたほどだ。


　そのとき、茶屋の主人がシュリの連れだと思ったらしく、ヒエンたちにもお茶を出してきた。


　断る理由もなく、ヒエンとスズリは熱い麵めんを頼たのみ、テマリはこの宿場町の名物だという抹まつ茶ちやの団子を大量に頼んだ。


　シュリは店の主人に、ぬるいお茶をわざわざ頼み、それすら熱そうにすする。どうやら、この無想流の使い手は猫ねこ舌じたのようだ。


　弱点をひとつ見つけたと、ヒエンは心のなかでほくそ笑えんだ。


（いつか、とびきり熱いものを食べさせてやる）


　そして食事を終え、茶屋を出ようとしたときである──


　遠くで悲鳴のような声があがった。


　ヒエンはスズリと顔を見合わせる。


　スズリがすぐうなずきかえしてきた。


「テマリはもうすこし、ここに残っていてくれ」


　ヒエンはそう言い残し、席を立つ。


　そしてスズリとともに声のほうへ走った。
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　騒そう動どうは、宿場町の南門で起こっていた。


　馬に乗った神職姿の男が、町の顔役と思おぼしき数人と口論している。門の外では二十人ほどの武人らしき男たちが、腹を空すかせた獣けもののように群れていた。


　騒さわぎを聞きつけて、町の住人や旅人たちが、続々とその場に集まりつつあった。


「なんだ、あいつらは？」


　ヒエンは顔をしかめる。


　神職の着る上衣には、高祖神ウツヒミの神しん紋もんが刺し繡しゆうされている。だが、その神職の顔つきや武人たちの風ふう体ていは、そこらにいる山さん賊ぞくとそう変わりなかった。


「……大神宮は来きたる大祭のため、寄進を募つのっている。それに応じるのが、高祖神ウツヒミより御み魂たまを分けられた汝なんじらの義務であろう？」


　馬上から神職が恫どう喝かつするような口調で言っている。


「今年だけでも、何度めだと思っているんだ！」


「新しい本ほん殿でんを建設するからと人手を取られ、先の戦いくさの費用も負担させられた。いかに神宮の要よう請せいとはいえ、これ以上、従えるものか！」


「大祭の舞ぶ女じよに選ばれた娘むすめのなかには、身体からだや心を壊こわして帰ってきた者もいるのだぞ！」


　町の住人らが、口々に怒いかりの声をあげる。


「今、叫さけんだのは誰だれだ？　神宮の命に背そむけば神敵だぞ！　このオレが成敗してくれるわっ！」


　武人のひとりが進みでてきて殺気だった形相で群衆を見回した。


　手には、鉈なたのような幅はば広びろの刀が握にぎられている。


「わたしだっ！」


　ひときわ甲かん高だかい声が、その武人に応じた。


　スズリである。激しい怒りで、顔が赤くなっている。


　ヒエンも口を開きかけていたのだが、完全に先を取られてしまった。


（ここは、まかせるとするか）


　ヒエンは心のなかでつぶやくと、騒動を遠巻きに見守る人々の最前列に進みでて、悠ゆう然ぜんと腕うでを組んだ。


「わたしは、すでに神宮より神敵とされている。成敗するというなら、してみるがいい」


　スズリは大おお太刀たちの柄つかに手をかけている。


　その全身からは赤い霊れい光こうがすでに立ち上りはじめていた。


　いつもながら、気が高まるのは早い。


「女か？」


　武人たちは顔を見合わせ、下げ卑びた笑いを浮うかべる。


「いかにも女だ……」


　スズリの眉まゆがぴくりとなる。


「それが、どうしたっ！」


　スズリは太刀を抜ぬくと、鳥が鳴くような気合いの声をあげ、武人たちのまっただなかに斬きり込んでゆく。


　皆みな殺ごろしにしてしまいそうな勢いだったが、彼女は武人たちのなまくらな刀を叩たたき折り、峰みねで手首、首筋を打つ。


　あっというまに、武人たちはひとり残らず、地面に転がり、苦痛のうめきをあげていた。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　そして最後に術を放ち、武人たちに炎の飛礫つぶてを浴びせる。術の威い力りよくはそれでも加減していたのか、武人たちの衣服がくすぶるぐらいだった。


　だが、それがとどめとなって、武人たちは皆みな、転がるように逃にげてゆく。


　その場に残ったのは、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなった神職姿の男ひとりだった。


「手下どもは逃げたぜ？」


　ヒエンは神職が乗る馬の手た綱づなをがっちりと摑つかむと、凄すごんでみせた。


「お、おまえは、何者だ？」


「オレの名はヒエンだ。あの女と同じく、ウツヒミ大神宮から神敵とされている」


　神職姿の男は、ヒエンの名を知らなかったようだ。


　だが、自分の置かれている状じよう況きように気づいて、激しく狼ろう狽ばいする。


「わ、わたしはウツヒミ大神宮のし、神職だぞ？　わたしになにかあれば、かならずや神しん罰ばつが──」


「神罰が怖こわくて、神敵なんぞやってられるかよ。それに神宮に恨うらみを抱いだいているのは、オレたちだけじゃなさそうだしな」


　ヒエンはそう言うと、町の人々をぐるりと見回した。


　ヒエンと視線が合うと、彼らは勢いこんで、うなずいてくる。


　そして町の顔役らしき老人が、ゆっくりと進みでてきた。


「よくぞ申してくださいました。わたしどもも、今の神宮のなさりようには怒りを覚えておるのです」


「だとよ……」


　ヒエンは男を馬からひきずり降ろすと、胸むなぐらを摑んで鋭するどく睨にらみつけた。


　その気き迫はくに、男は震ふるえあがる。


「こいつは、どうすればいい？　首を刎はねて、晒さらしとくか？」


　ヒエンは言ったが、無論、脅おどしだった。


「ひ、ひいっ！」


　男が激しく首を横に振ふる。


「いかに非道とはいえ、神職を傷つけるわけにはまいりません。放してあげてください。ですが、わたしどもとしては、これ以上の求めには応じられません。そのこと、大だい宮ぐう司じ様にしかとお伝えください」


　老人は男に向かって言った。


「いいのかい？　こいつは、おそらく偽にせ物ものだぜ？」


　ヒエンは老人に念を押す。


「いいのです……」


　老人は苦く笑しようまじりにうなずいた。


　それを聞いて、ヒエンは男を突つき飛ばすように解放する。


「お、覚えておれ！」


　神職はお決まりの台詞せりふを残すと、馬に乗って駆かけ去っていった。


「ありがとうございました……」


　老人は丁てい寧ねいに礼を言うと、ヒエンたちを自分の屋や敷しきに招きたいと申し出る。


　なんでも、この宿場町で最大の旅籠はたごを営んでおり、町の代表だという。


　ヒエンはそれに応じることにし、いったん茶店へもどって、テマリと合流してから、老人の屋敷へ移った。


　シュリが当然という顔でついてくる。


　ヒエンは内心、呆あきれたが、好きなようにさせることにした。


　豪ごう華かな部屋に通されたあと、ヒエンたちはあらためて老人から礼を言われる。


「ああいう連中は、よく来るのかい？」


　ヒエンは訊たずねた。


「ここのところ頻ひん繁ぱんです……」


　老人は苦く悩のうの表情を浮かべる。


「ここ数年、神宮が金や資材、人手を求めてくることはありました。若い娘むすめたちのなかには、舞ぶ女じよとして連れてゆかれた者もおります。ですが、ああいう野や盗とうまがいの連中が、押し寄せてくるようになったのは、ここ三み月つきほどのこと。これまでは大人しく応じていたのですが、きりというものがありません。町の者たちの我が慢まんも、もはや限界だったのです」


「なるほどな……」


　ヒエンはうなずいた。


　さっきの連中は、武人というより野盗である。金を出すとみれば、何度でも押しかけてくるだろう。また、その噂うわさを聞いて、同じような連中もやってくる。きりがないのも、当然だった。


「あいつらは、神じん宮ぐうの名を出していたが？」


　頭かしらと思おぼしき男は、ご丁寧に神職の装しよう束ぞくを着ていた。


「神宮が、彼らを雇やとったのは、間ま違ちがいありません。そして、彼らがなにをしようが、神宮は見て見ぬふりをしているのです」


「信じられねぇな……」


　老人の話を聞いて、ヒエンは啞あ然ぜんとした。


　よほどひどい領主でも、ここまではしない。これでは、ウツヒミ大神宮を信しん奉ぽうしてきた人々の心が、すべて離はなれてもおかしくない。


　この状況を許す神宮の意図が、さっぱりわからなかった。


「まるで大祭のあとのことなど、考えてもいないようだぜ」


　ヒエンはひとりごとのようにつぶやいた。


「その通りよ……」


　すると、テマリが小さくうなずいた。


「あの人は、大祭のあとのことは、なにも考えていない」


「なぜなんだ？」


　ヒエンはテマリを振り返った。


「なぜでしょうね」


　テマリはなにも答えなかったが、答えを知らないからではなさそうだった。


　ここでは言えないということだろう。


「あなた様たちは、神宮より神敵と見なされているとか？　それにもかかわらず、神宮に向かおうとなされている。それは、なにゆえですか？」


「おかしくなった神宮を、正すつもりなのさ」


　そう答えたのは、シュリであった。


「おお！　やはり！」


　老人の顔が喜びに輝かがやく。


「この町の安全は、わたしたちが保証する。安心してくれていいよ」


「さようですか！」


　老人はその場で平へい伏ふくし、礼の言葉を繰くり返した。


「いやいやいや、礼には及およばないよ。わたしたちは、まだなにもしていないからね」


　シュリが殊しゆ勝しようなことを言う。


（なるほど、これが金の臭においってわけか）


　ヒエンは呆れると同時に、感心もした。


　今後、もし、さっきのような連中がこの町に来なくなったとしたら、それはシュリのおかげということになり、たっぷりと礼金を要求できる。そうならなかったとしても、前金をもらっているわけではないのだから問題はなにもない。


「いえいえ、神宮のならず者どもを追い払はらってくださっただけでも、十分、ありがたいことです……」


　老人はそう言うと、今日は、ぜひこの旅籠でもてなしたいと申し出た。


　ヒエンはすこし迷ったが、それを受けることにする。


　あんな騒そう動どうを起こしてしまったからには、神宮がどう動くかわからない。ここから先は街かい道どうを行くのも危険だろう。ゆっくり休んで英気を養いたいと思ったのだ。


「それじゃあ、世話になるぜ。いくつか頼たのみたいこともあるしな」
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　その日は、久しぶりに広い湯に浸つかり、腹はら一いつ杯ぱいのご馳ち走そうを食べた。


　そのまま酒しゆ宴えんになりかけたが、ヒエンとスズリ、テマリの三人は、それを断る。シュリひとりがせっかくだからと饗きよう応おうを受けた。


　こういう世慣れているところは、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主アモンにそっくりだ。しかし、アモンにはシュリほどの狡こう猾かつさはない。


　すこし酒を呑のんだこともあり、ヒエンはいつもより早く床とこに入り、眠ねむりについた。


　人の気配を感じ、目を覚ましたのは、夜半を過ぎた頃ころである。


　気配は誰だれのものか、すぐにわかった。


　テマリである。


「入っていい？」


　声がかけられ、ヒエンが返事をするより早く、襖ふすまが開かれた。


　テマリは夜着姿である。


　しかし寝ね乱みだれた様子はなく、襟えりもとも帯もしっかりと整えられていた。


　テマリがヒエンの布ふ団とんの側そばに正座し、じっと見つめてくる。


「眠れないのか？」


　ヒエンは布団から上体だけを起こし、声をかけた。


「いつものことよ……」


　テマリが答える。


　眠ると悪夢にさいなまれるらしい。


　荒こう神じんウリクを憑かからせているためだ。ミズホの帝てい国こくに対する怒いかりと憎にくしみで存在している祟たたり神である。テマリはその呪じゆ詛その声を絶え間なく聞かされているのだ。


　シスイの道場で彼女が背後から抱だきついてきたときのことを、ふと思い出す。


　自らが生きていることを確かめるため、人の温ぬくもりを感じたかったのだと、テマリは言った。


　今も、そんな気分なのだろうか？


　ヒエンは心臓の鼓こ動どうが速くなるのを意識したが、よこしまな気持ちを抱かないよう、自分を戒いましめた。


「なにか話でも？」


　ヒエンが声をかけると、テマリはこくりとうなずく。


「あなたにだけは、すべてを話しておこうと思って……」


「まだ、オレの知らないことがあるのか？」


　ヒエンはすこし驚おどろいた。


「言うべきかどうか、迷っていたのだけど……」


　テマリがわずかに苦く悩のうの表情を見せる。


「いや、言ってくれ。どうせなら、すべてを知ったうえで戦いてぇ」


　ヒエンはテマリをうながした。


「わたしがウツヒミ大だい神じん宮ぐうの大だい宮ぐう司じが行おうとしている大祭を阻そ止ししようとしている本当の理由のことなの」


「ミロクとかいう大宮司が悪人だからじゃないのか？　そんな奴やつのしようとすることはろくでもないことに決まっている」


「それも大きな理由だけど……」


　テマリがなにかを思い出そうとするかのように、目をきつく閉じる。


「わたしは、あの男からアーシアを統すべる新しい大神を天上界ラーシアから降臨させたいという話を聞いたとき、それでこの天下界に永遠の平和と繁はん栄えいが訪おとずれるなら、協力したいと思ったの。あの男は、わたしたち巫女みこのあいだでは、とても人気があったから。わたしたちをとても大切に扱あつかってくれるし、彼と一いつ緒しよならわたしたちも存分に実力を発揮できた。あの頃のわたしは、おそらく、あの男のことが好きだったと思う。だから、自ら望んで、あの男の手のうえで弾はずもうとしたの」


「ま、まあ、そういうこともあるよな……」


　ヒエンは平気を装よそおってそう答えたが、ちょっとした衝しよう撃げきを感じていた。


「あの男が神宮を専横したことも、大祭を成功させるためだと思えば気にならなかった。わたしは大祭の巫女のひとりとして、アマギ山の頂から天上界へ呼びかけたの。そして、ある日、一柱の天上神の意思を感じた……」


　テマリがそこで言葉を切り、寒気を覚えたように自らの胸を抱く。


「わたしが感じた天上神の意思は、果てしなく大きかったけれど、恐おそろしく空くう虚きよでもあった。まるで夜空そのものと繫つながったみたいで、底知れぬ孤こ独どくを感じた。それでも、勇気を奮い起こし、仲間と心を合わせ、天上神に降臨を希ねがった。ところが、ある夜、仲間のひとりが儀ぎ式しきの途と中ちゆうで突とつ然ぜん、倒たおれたの。死んではいなかったけど、意識はなかった。そして二度と目覚めることはなく、十日後に息を引き取った。それからというもの、同じようなことが、何度も起こったの……」


「いったい、なにが原因なんだ？」


「天上神に魂たましいを抜ぬかれたのだと、わたしは思っている。魂を食べられたと言ってもいいわ」


「魂を食われただって？」


　テマリの答えに、ヒエンは背中がぞくりとするのを感じた。


「それからも、犠ぎ牲せい者しやが増える一方だった。当然、わたしたち巫女のあいだでも、大祭の中止を求める声が高まっていったの。わたしと仲のよかったチグサという名の巫女が、皆みなを代表して嘆たん願がんに行ったのだけど、あの男はそれを聞き入れなかったばかりか、チグサに過か酷こくな罰ばつを与あたえたの。荒神の社やしろに封ふうじられていたウリクの神しん霊れいを憑らせて帝てい都とに向かわせられたのが、彼女なの」


「石せき碑ひにウリクを封じ、自らは池に沈しずんだとかいう……？」


　その巫女のおかげで、帝都は災さい厄やくに見み舞まわれなかったのだ。


　そして、テマリはその荒神を自らに憑らせ、神宮と戦うための力としている。


「その後も、大勢の巫女、舞ぶ女じよが天上神に魂を持ってゆかれたわ」


「まるで天上神の生いけ贄にえにされたようなもんだな」


「その通りよ……」


　ヒエンの言葉に、テマリが大きくうなずいた。


「彼女らは生贄だったの。天上神は魂という供く物もつに惹ひかれ、天下界アーシアに興味を抱くようになったのだから」


「そんな……」


　あまりにも衝撃的な話に、ヒエンは言葉を失っていた。


「わたしたちだけしか知らない手段で、チグサからすべてを伝えられ、わたしはあの男のことが、信じられなくなった。それ以上に、天上神が恐ろしくなったの。天上神が求めているのが、ウツヒミ大神がお分けくださった魂だけだとしたら、どうなると思う？　天下界に降臨してすることは、魂を食くらいつくすことではないかしら？　そして人も獣けものも心を失うの」


「だろうな……」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとうなずいた。


　もはや考える気力も失うせていた。


「わたしは大祭の巫女だったから、わたしがいなくなれば、大祭はなくなると思った。でも、大宮司はわたしの代わりを見み出いだした」


「あのミツルとかいう娘むすめだよな？」


「ええ、彼女の巫女としての素質は神宮でも以前から評判だった。ウリクを支配するとき、心を繫いでみて、あらためてそれがわかったわ。彼女はわたしより優すぐれている。天上神の巫女として申し分のない霊れい力りよくを持っている。あの男は、彼女に天上神を降臨させるつもり……」


　そして、テマリは大きく息をついた。


「これが、わたしの話せるすべてよ」


「大祭が成功し、天上神が降臨したら、人の世が終わるということかよ……」


「それこそが、アーシアに約束されていたという永遠の平和と繁栄なのかもしれない」


　テマリがぽつりとつぶやいた。


「もともと、人や獣には心がなかったのだから。御み魂たま分けにより、心を与えられたことで、人は苦しみや哀かなしみを知った。欲が生まれ、争いも起こった」


「かもしれねぇな……」


　ヒエンはうなずいた。


「だが、心を与えられたからこそ、幸せや喜びだって知ることができた」


「その通りよ。世界を造りなおす必要なんてない。今の世は最悪なのかもしれないけど、それでも人は生きている。苦しいなかにも、楽しいこともある……」


　テマリがわずかに目を細め、ヒエンを見つめる。


「それに、こんな時代がいつまでも続くはずがない。わたしは亡ぼう霊れいを憑かからせたことで、人の心のなかの闇やみを誰だれよりも深く知ったわ。でも、だからこそ、心のなかに光があることもわかったの。新しい大神に委ゆだねるのではなく、人が自らの手でこの世を直してゆけると信じている」


　テマリはいつものように淡たん々たんと語った。


　だが、そのひと言ひと言が、ヒエンの心に染しみこみ、熱く溶とけてゆくようだった。


「やることは変わらねぇが、おかげで迷いがなくなったぜ。大祭をぶっ壊こわさねぇと人の世が終わるんだからな」


　ヒエンの言葉にうなずいて、テマリの表情がゆらいだ。そして、倒れこむように、身体からだを預けてくる。


「ど、ど、ど、どうしたんだ？」


　ヒエンは彼女を支えながら、激しく動どう揺ようした。


「もしかして、苦しいのか？」


　彼女が道場で悪夢にうなされていたときのことを思いだす。


「そうかもしれない」


　ヒエンの腕うでのなかで、テマリはかすかに首を縦に動かした。


「ヒエン……」


　そして顎あごをあげ、名を呼んだ。


「わたしは温かい？」


「も、もちろんだとも！」


　ヒエンはあわてて同意する。


「人はひとりでは自分の温ぬくもりを感じることはできない。でも、こうすると、自分の温もりを伝えることはできる」


「そ、そうだよな！」


　ヒエンはほとんど反射で答えていた。


「あなたは、熱いぐらい……」


　テマリの声は、これまでと違ちがい、気持ちが入っている。まるで彼女の心が、そのまま胸に響ひびいてくるようだった。


（た、たぎっちまうぜ……）


　ヒエンは堪こらえようもなく、彼女を抱だきしめていた。


　下げ劣れつだな、とスズリの冷ややかな声が、ふと脳のう裏りに響いた気がする。


　しかし、この状じよう況きようでは、なんと言われようと否定できない。


　テマリはヒエンから身を離はなすと、敷しかれたままの布ふ団とんに滑すべりこんだ。そして無言で、ヒエンに手を差し伸のべる。


　ヒエンは操あやつられるように、彼女の横に入った。


　テマリはヒエンの背中に手を回すと、ためらいがちに身体を寄せてくる。


「朝が来るまで、このままでいさせて……」


　テマリが囁ささやいた。


「そ、それはかまわねぇが……」


　しかしこのままでは、いつまで理性が保てるか自信がない。いかに意い気く地じがないとはいえ、ヒエンとて若く健康な男なのだ。


「あなたは命をかけてくれるのに、わたしはなにもお礼ができない……」


「礼なんて、オレはまだなにもしてねぇんだから……」


　神じん宮ぐうに乗り込んで、大祭を阻そ止しすることがどれほど難しいのか、ヒエンには予想もつかない。命を捨てる覚かく悟ごで臨のぞんだところで、成功するかどうかもわからない。


　神宮は大勢の武人を雇やとったらしいし、神かむ威いという裏の者もいる。


　しかも、二流派の神しん刀とう流りゆうの武ぶ使しを大勢、抱かかえており、その当主のひとりはアモンだ。


　御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの当主とも戦ったことはあるが、やはり相当な使い手だった。


　スズリとふたりがかりで手傷を負わせ、なんとか退しりぞかせたものの、あれがあの武使の本当の実力とは思えない。気の高まりを、まったく感じなかったからだ。わざと負けたのではないかという気さえする。
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「ごめんなさい……」


　テマリはそう言ってから、静かに唇くちびるを重ねてきた。


「なにを謝ることが？」


　唇が離れてから、ヒエンは訊たずねる。


「この祟たたり神を憑らせているあいだは、わたしは男の人と契ちぎることができないの。無む垢くであるほうが、神しん霊れいの憑より代しろとして適しているから……」


　巫女みこがそのため純潔を守っていることは、ヒエンも聞いたことがあった。


「わ、わかってるって」


「もしも、すべてが終わって、お互たがい生きていたら、わたしはあなたと契りたい。もう巫女でいるのは……嫌いや……だから……」


　言葉の最後のほうはきれぎれとなり、テマリが静かに寝ね息いきを立てはじめる。


　ヒエンは彼女の言葉の意味を理解し、全身の血が沸ふつ騰とうしそうだった。


　しかし、ありったけの理性を動員し、自らを制する。


　彼女は巫女であることに、心の底から疲つかれはてているのだろう。無理もない。たったひとりで神宮と戦ってきたのだから。


　ヒエンはテマリの安らかな寝顔を見つめ、そっと抱きしめる。


　そのまま夜が明けるまで、ふたりはひとつの布ふ団とんをともにした。
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　翌朝早く、ヒエンたちは宿場町オクホを発たった。


　すぐに街かい道どうをはずれ、山道に入る。


　旅籠はたごの老主人に教えてもらった間道だった。ナユタの街がある霧む国こくナンシの国境まで続いているという。


　昨日、騒さわぎを起こしたこともあり、さすがに街道を行くのは危険だと判断したのだ。


　道中、ヒエンは欠伸あくびを何度もかみ殺さなければならなかった。


　その都度、スズリが怒いかりとも蔑さげすみともつかぬ視線を向けてくる。どうやらヒエンとテマリが、床とこをともにしたことに気づいているようだ。


　シュリも同様らしく、ヒエンと顔が合うとにやにやと嫌らしい笑えみを浮うかべる。しかし、この無む想そう流りゆうの使い手が部屋にもどったのは、空が明るくなってからだった。彼のほうこそ昨晩は、存分に楽しんだに違ちがいない。


（こっちは、なにもしていないんだぜっ）


　ヒエンは心のなかだけで叫さけんだ。


　それから、山をいくつか越こえ、その合間にある村々を抜ぬけた。


　そして国境の村までたどり着く。


　だが、村に一歩、踏ふみこんだところで、全員の足が止まった。


「嫌な気が流れているな……」


　スズリが目を細める。


「そのようだな……」


　ヒエンはうなずいた。


「悪いが村に斬きり込んでくれねぇか？」


「それはかまわぬが、ヒエンはどうするのだ？　まさか、また、わたしひとりに戦わせるつもりではなかろうな？」


「どうやら殺気がするのは、村だけじゃなくてな」


　ヒエンは答えると、左の頰ほおに手を当てた。


　そして掌てのひらを見る。


　うっすらと血がついていた。


　今し方、なにかが頰をかすめたのである。


　ヒエンは背後を振ふり返った。


　村を取り囲むように、よく手入れされた竹林が広がっている。そこを吹ふき抜けてくる風に乗って、青々とした笹ささの葉が何枚か舞まっていた。


　ヒエンは腕うでを伸のばし、二本の指でその一枚を挟はさみ取った。そして笹の葉に気がこめられているのを確かめる。


（あいつか……）


　ヒエンは帝てい都とシスイで会った神じん宮ぐうの刺し客かくのひとりを思いだしていた。


　小こ柄がらな老人である。


　だが、身のこなしは恐おそろしく軽く、先せん端たんに毒を塗ぬった竹たけ串ぐしを、手しゆ裏り剣けんのごとく放ってきた。


　今の笹には毒は塗られていない。こちらを挑ちよう発はつしているのだ。


（乗ってやるぜっ！）


　ヒエンは心のなかで叫んだ。


「わたしは大人しくしていよう。どうも、まっとうな武ぶ使しはいないようだ。殺しても、無想流の武名があがりそうにない」


　シュリが大きく伸びをしながら言った。


「好きにしな」


　ヒエンは最初から彼になど頼たよるつもりはない。


「わたしもここに残るわ。無む駄だな霊力ちからは使いたくないから」


「ああ、ゆっくり休んでくれ」


　ヒエンはテマリにうなずいた。


「行くぜ！　スズリ！」


　ヒエンはスズリに声をかけ、自らは竹林のなかに走りこむ。


　風の吹いてくる方向と笹の葉が残したかすかな気を頼りに、敵の姿を探し求めた。


　すると、コンと竹を叩たたく音が響ひびいてくる。


「呼んでやがる……」


　ヒエンは舌打ちすると、わずかに走る方向を修正した。


　そして、竹のあいだに立つ老ろう爺やの姿を見つけた。


　老爺は赤色の頭ず巾きんと同じ色の袖そで無なしの羽織を身に着けている。手にしている竹の杖つえは、あきらかに仕込みだった。


　温おん厚こうな笑みを浮かべているその姿は、とても神宮の刺客には見えない。


「いつ来るかと思っていたが、案外、ゆっくりだったな」


「焦あせることはないからのう。ようは、おまえさんらを神宮に入れないことよ」


　老爺はふぉっふぉっと歯のあいだから息を漏もらすように笑う。


「あんたひとりということは、村にいるのは、シスイの神かん主ぬしだな」


「そうなるのう。我ら〝四し風ふう〟のうち、南風ハエと北風ナライはもはや吹かぬ。そして、わしは西風アナジよ」


「四風とはずいぶん気取った名だな。年寄りには、似合わねぇぜ？」


「そうかい？　ならば、昔の名で名乗るとしようかのう。わしは隈くま笹ざさのタジリ。盗とう賊ぞくとして、すこしは知られたものよ」


「盗賊？　その術はどこで覚えたんだ？」


「わしの父ちち御ごは竹細工師での。父御の仕事を見、竹に囲まれて育つうち、自然と覚えたのよ。もっとも、わしは悪さにしか使わなかったがの」


「いい職人になれたろうに、もったいねぇな」


　気を使うのは、なにも武使に限ったことではない。


　一流の職人なら、道具にも材料にも気を込めることができるのだ。そういう職人が作り出す物は「業わざ物もの」とされ、高値で売買される。


　このタジリという名の老爺は、竹に気を込めて独自の術を編みだしたのだろう。原理は武術と同じだ。


　だが、こういう異能の者たちを、正統的な武使たちは蔑さげすんでいる。また、神しん域いきの近衛このえもそれを武術とは認めていない。


　また、タジリのような者たちも、武使になろうとは考えてもいない。自らが編みだした術を自らのために使うのみだ。


　それゆえ、その大半が裏の稼か業ぎように手を染めることになる。


「それにしても、竹細工師が竹林に誘さそいこむというのはな……」


　ヒエンは肩かたをすくめた。


　この老爺は尋じん常じような仕合を挑いどんでいるわけではない。ただ、ヒエンを殺すために、最良の場を選んだということだ。


「さてさて、参るとするかのう」


　老爺はとんと地面を蹴けると、横に跳とんだ。そして一本の竹に両足を着く。


　竹は大きくしなってから、反動でもとにもどる。勢いを得て、老爺の跳ちよう躍やくの速度が増す。二本、三本と竹を蹴るうちに、目にも止まらぬほどとなった。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を抜ぬくと、〝無む方ほう〟に構える。タジリの跳躍は、先読みが難しいとわかったからだ。


「ホイサ」


　気が抜けるようなかけ声とともに、タジリは仕込み刀を抜いて斬きりかかってくる。


　ヒエンは左の鳳ほう翼よくで受けようとしたが、巧たくみに刃やいばを流された。


　そしてすぐ竹を使って、逆方向から斬りかかってくる。


　今度は右の凰おう翼よくで受けたが、やはり刃を流され、動きを止めることができない。


（やるもんだぜ）


　ヒエンはにやりとした。


　並の武使より、よほど受けがいがある。


　タジリは最初の二撃をヒエンに凌しのがれると、戦法を変えてきた。


　竹を跳びつたう高さをあげ、竹の枝を仕込み刀で払はらい、笹ささの葉を無数に舞まい散らせたのだ。降りそそいでくる笹の葉は、まるで意志を持っているように、ヒエンにまとわりついてきた。笹の葉に気をこめたのだ。


　それがヒエンの視界を遮さえぎり、また皮ひ膚ふを切り裂さく。痛みも傷もたいしたものではないが、気は乱された。


　そして、竹串の手しゆ裏り剣けんが、笹の葉にまぎれながら、次々と迫せまってくる。


（たいした術だぜ）


　ヒエンは左右の小太刀を小刻みに動かし、竹串を残らず受けた。そして、いったん乱された気をゆっくりと高めてゆく。


「真しん空くう斬ざん！」


　ヒエンは右手の凰翼を払い、かるく術を放った。


　小さな旋せん風ぷうが舞いあがり、まとわりついていた笹の葉を散らす。


「まだ、次の術はあるのかい？」


　ヒエンはタジリの動きを目で追いながら、呼びかけた。


　タジリはまだ竹を伝って跳び続けていた。


　竹の弾だん性せいを利用しているので、見た目より体力を消しよう耗もうしないのだろう。だが、気力が続くかどうかはまた別の話だ。


　タジリはふたたび笹の葉を舞い散らせる。しかし、さっきとはあきらかに異なり、ヒエンにまとわりついてくる枚数がすくなかった。


　気力が落ちてきている証しよう拠こである。


　ヒエンは鳳翼、凰翼を素す早ばやく振ふるって、笹の葉を払った。小太刀の刃で縦ふたつに切られ、枯かれ葉はが積もる地面に落ちていった。敵の術を吸収し、刃が淡あわい霊れい光こうに包まれる。


「たぎってきたぜっ！」


　ヒエンは気合いの声をあげると、疾風はやてのように走った。


　そして二刀の小太刀を閃ひらめかせ、すれ違ちがいざま竹を斬ってゆく。


　切断された竹は横よこ倒だおしとなり、タジリの跳躍を遮った。竹使いの老ろう爺やは勢いを失い、地面に落ちてきた。


　しかし両手、両足を巧みに使って、着地の衝しよう撃げきを吸収する。


「さすがは剣けん聖せいクオンが一子。やりおるわい」


　タジリの顔から笑いが消えていた。


　目が大きく開き、醜しゆう悪あくかつ残ざん忍にんな表情になっている。


「本ほん性しようを現しやがったな……」


　ヒエンはふんと鼻を鳴らした。


「このまえは、狐きつね火びにやられていたが、今は違う。あんたの動きも術も、見切らせてもらったぜ」


「五十年もの歳月をかけて技わざと術を鍛きたえてきたが、正統の武術を極きわめた者には通じんものだのう……」


「武術は千年をかけて研けん鑽さんされてるからな。いろいろ無む駄だが省かれてるんだよ」


　独自に修練し、新しい武術の一派を立てる者もいるが、師し匠しようについてなにがしかの武術を学び、それを極めた後、自らの創そう意い工く夫ふうを加え、分流を興おこす者がほとんどだ。


　そして仕合を通じ、それぞれが磨みがかれる。正統の武術には、先人が命いのち懸がけで得た経験が蓄ちく積せきされているのだ。


「これが仕合ならここまでだが、てめぇは生かしておくと、また邪じや魔まをしてくるだろうしな。悪いが、死んでもらうぜ」


「どうせ先は短い。命など惜おしゅうもないが、神かむ威いとしての使命は果たさんとのう……」


　タジリは不敵な笑えみを浮うかべると、脱だつ兎とのごとく逃にげはじめた。


「逃がすかよっ！」


　ヒエンはすかさずその後を追う。


　目の前に迫る竹を左右にかわしながら、速度を落とすことなく走った。


　次し第だいにふたりの差が縮まってゆく。そしてタジリの背に刃が届こうかというとき──
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　タジリは驚おどろくほど高く跳とび、空中で二回転ほどして着地した。ヒエンはそのまま走ったが、突とつ然ぜん、足あし下もとの地面が感かん触しよくを失う。


「罠わなかよっ！」


　落とし穴だった。


　ヒエンは頭から落ちてゆく。穴はヒエンの背せ丈たけの三倍ほどもあり、しかもその底には無数とも思える竹たけ槍やりが突つき立てられていた。


　ヒエンは、しかし、あわてなかった。


「真空斬！」


　ヒエンは術を放ち、旋せん風ぷうを起こす。


　風の刃やいばで、竹槍の切っ先は真横に切断された。ヒエンは身体からだを回転させると、平らになった竹の切り口に足を着く。


　しかし旋風のなかに飛びこんでいったので、ヒエン自身もいくらか傷を負っていた。強い術ではないので、そう深い傷ではないのが幸いである。


「まさか、自分の術をくらうはめになるとはな」


　ヒエンは苦く笑しようを浮かべ、顔をあげた。


　落とし穴の壁かべを二度ほど蹴けって、穴から抜ぬけだす。


　タジリの姿は消えていた。


　だが、まだ気配は残っている。


　ヒエンはその後を追って、ふたたび走った。そして小さな崖がけを背に荒あらく息をしているタジリを見つける。


　逃にげ場を誤ったか、あるいはまた罠をしかけているのか。


「やってくれるじゃねぇか？」


　ヒエンも大きく息をした。


「おまえこそじゃ……」


　タジリは疲つかれきっているように見えた。


　いかに鍛きたえていても、老いによる衰おとろえからは逃のがれられない。様々な術を使い、体力も気力も使いはたしているはずだ。


「もうひとりが気になるからな。そろそろ決着をつけさせてもらうぜ」


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を構え、タジリに斬きりかかる。


　その瞬しゆん間かん、タジリの手が動き、紐ひものようなものが引かれるのが見えた。同時に崖の上から無数とも思える竹製の矢が降りそそいできた。


「最後まで用よう意い周しゆう到とうなことだなっ！」


　ヒエンは矢の動きを一瞬で見定めると、小太刀の刃を振ふるい、命中しそうな矢だけを、残らず叩たたき落とした。


「小こ僧ぞうがっ！」


　そこへ最後の力を振り絞しぼり、タジリが斬りこんでくる。


　ヒエンの体勢は崩くずれていたが、ぎりぎりのところで、仕込み刀を右の凰おう翼よくで受けた。


「……なるほど、これが噂うわさに聞く神しん明めい流りゆうの受けか？」


　タジリは醜しゆう悪あくな顔をさらに歪ゆがませて、ヒエンを睨にらみつけた。


　老人の胸には、左の鳳ほう翼よくの刃が深々と突き刺ささっている。


「神明流の極ごく意いは総そう受じゆ一いつ攻こう。変わったものを受け、鍛えさせてもらったぜ」


「ぬかしておる……」


　その言葉を残し、老ろう爺やは竹林に倒たおれた。


　その身体は極限まで軽いのか、音もしないほどである。まさに枯かれたように、隈くま笹ざさのタジリは逝いった。


「時間を食っちまったな……」


　ヒエンは大きく息を吐はいた。


　村のほうには、もうひとりの四し風ふう、ウツヒミ神社の神かん主ぬしがいるはずだ。


　長期戦を苦手としているスズリの身が案じられた。


　ヒエンは自分が残してきた足あし跡あとをたどり、竹林を全速でもどりはじめた。
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「きりがない……」


　ヒエンが竹林を走っている頃ころ、スズリは村のなかで、荒い息をついていた。


　村に入った途と端たんに異変は起こった。


　家々から村の住人らしき人々が現れ、襲おそいかかってきたのだ。彼らは手に鍬くわや鋤すきといった農具を持っている。


　最初は、狂きよう信しん的な神じん宮ぐうの信徒かと思ったのだが、それは違ちがっていた。


　村人たちの身体のあちらこちらに札が貼はられていたのである。


　帝てい都とシスイでヒエンを襲った刺し客かくのなかに下級霊れいを封ふうじた札を使う神職がいたことをスズリは思いだす。


　どうやら村人たちは生きており、札によって操あやつられているようだ。


　斬って捨てるわけにはゆかない。


　スズリは村人たちの攻こう撃げきをかわしながら、札をいちいちはがしてゆかねばならなかった。


　札をはがされると、村人たちはその場に倒れ、動かなくなる。


　ひとりの首筋に手を当ててみたが、温かく脈もしっかりしていた。


　札をはがしても死なないと知り、スズリは安あん堵どを覚えた。


　しかし村人は何百人といる。それが、次から次に襲いかかってくるのだ。


　村人の動きは鈍にぶく、その攻撃を避よけるのは難しくない。しかし、うかつに避けると、他ほかの村人を傷つけそうで、いちいち攻撃を受けて弾はじき返さねばならなかった。


　そして札をはがす。


　幸い、霊れい感かんの強いスズリには札がどこにあるかはすぐにわかった。


　しかし、札に封じられているのは、霊である。亡ぼう霊れい嫌ぎらいのスズリにとっては苛か酷こくな作業であった。


　そんなことを繰くり返しているうち、スズリは息があがってきた。


　気力もひどく消しよう耗もうしている。


「まずいな……」


　スズリは焦あせりを覚えていた。


　元げん凶きようを断たつしかないと、神かむ威いである神職の姿を探し求める。


　そのとき、視界の端はしに雑木林が見えた。そしてそこに赤い鳥居が立っているのに気づく。神社か祠ほこらがあるということだ。


　神職がいるとしたら、そこだと思えた。


（見つけたら、一いち撃げきで倒してみせる！）


　スズリは気合いを入れ直し、全速で走った。


　林の木々は緑を失い、茶色くなっていた。地面に落ち葉が積もり、スズリが歩くごとに乾かわいた音を立てる。


　幸いなことに、彼女を追いかけてきた村人たちは鳥居をくぐることができず、林の外で右往左往している。


　鳥居には、結界の効果があるらしい。


「どこにいる！　姿を現し、尋じん常じように勝負せよ！」


　スズリは大声をあげた。


　しばらくすると、予想したとおり、小さな祠が見えた。領主の氏うじ神がみか、この辺りの土地神が祀まつられているのだろう。


　そして祠に向かって胡座あぐらをかいている神職の後ろ姿があった。


「見つけたぞ！」


　スズリは声をかけると、抜ぬいたままだった大おお太刀たち〝紅こう冠かん〟を上段に構える。


　問答無用で斬きり捨てるつもりだった。


　スズリは気力を奮い起こす。


　そして斬りかかった。


　しかし刃やいばを振ふり下ろそうとした瞬しゆん間かん、スズリは激しい違い和わ感かんを覚えた。


　神職を一刀両断する寸前で、かろうじて深しん紅くの刃が止まった。


　と、神職はゆっくりと横に倒たおれていった。


「身代わりか？」


　スズリは唇くちびるを嚙かんで、周囲を見回す。


　いつのまにか、いくつもの青白い炎ほのおが彼女を取り囲んでいた。


「狐きつね火び！」


　スズリはあわてて剣けんで切り払はらう。


　だが、狐火の動きはとらえどころがなく、彼女の斬ざん撃げきも疲ひ労ろうのため、あきらかに鈍にぶくなっていた。


　そして狐火のひとつが、ついにスズリの肩かたに取り憑つく。


「くっ……」


　その瞬間、激しい脱だつ力りよく感かんに襲われ、その場にくずおれた。


「かかったのは、女のほうでしたか……」


　そんな声とともに、祠の陰かげから、本物の神職が悠ゆう然ぜんと姿を現す。


「それが……どうした？」


　スズリは地面に膝ひざをついたまま、顔をあげて、神職を睨にらみつけた。それぐらいでさえ、全力を振り絞しぼらねばならないほどである。


「ならば、西風アナジがあの若者をしとめるかどうかということです。無む想そう流りゆうの使い手は、ナノハ様を守る気などないでしょうから」


「ヒエンは剣聖クオン様の剣を受け継つぐ者。そう易やす々やすと討うち取られはせぬ！」


「なるほど、そのようですね……」


　神職はわずかに口くち許もとをゆがめた。


　人が鳥居をくぐる気配を感じたのである。





　ヒエンは群がってくる村人たちを完全に無視し、スズリの残した気を追って、この雑木林まで一直線でやってきた。


　鳥居をくぐり、小道を抜けると、その光景が目に飛びこんできた。


　小さな祠の前で、スズリが地面に倒れ伏ふしている。彼女の首筋に神職姿の男が、刀の切っ先を突つきつけていた。


「ちっ！」


　ヒエンは思わず舌打ちをする。


（爺じじいを倒すのに、手間取ってしまったからな）


　後こう悔かいしたが、すでに遅おそい。


　幸いなのは、スズリがまだ生きているということだ。


　彼女を人ひと質じちとして、なにか交こう渉しようしようというのだろう。


「そんな可愛かわいげのないのでも、いちおうオレの弟で子しだからな。話があるなら、聞いてやるぜ」


　ヒエンは敵意がないことを示すように、両手を頭の後ろで組みながら、神職に呼びかけた。


「察しのいいことです。わたしが要求することはただひとつ、ナノハ様をこちらに引き渡わたすこと。さもなくば、この娘むすめを殺します」


「まあ、そんなところだろうな……」


　ヒエンは苦く笑しようを漏もらす。


「ところで、あんた、大だい宮ぐう司じとやらがやろうとしていることは知っているんだよな？」


「大祭のことですか？　無論、知ってます。我ら神かむ威いは、大宮司様の直属。この天下界アーシアに約束されていた永遠の平和と繁はん栄えいとを実現するためならば、いかなる犠ぎ牲せいも厭いといません」


「新しい大神が降臨したとき、人と獣けものは残らず魂たましいを奪うばわれると、ナノハは危き惧ぐしている。彼女は天上神の巫女みこで、天上神の意思をもっとも身近に感じているんだぜ？　その彼女の言葉を、あんたはどう思う？」


「どうも思いません。わたしは、ただ大宮司様の命に従うのみです」


「なるほどな……」


　ヒエンはため息をついた。


「つまり、あんたはあの鳥居の外にいる村人と同じというわけだ。札を貼はられ、操あやつられている。だったら、交渉の余地はねぇな」


「そのとおり。是ぜか否ひか、ふたつにひとつです」


　神職は残ざん酷こくな微び笑しようを浮うかべると、スズリの髪かみを摑つかみ、その上体を起こした。そして手にしていた刀の刃で、すっと首筋をなぞる。


　赤い筋が走ったかと思うと、そこからぷつぷつと血が滲にじみだしてゆく。


　ヒエンはスズリをじっと見つめた。


　彼女の顔には、死を恐おそれる気持ちは欠片かけらも感じられなかった。ただ、戦いに敗れた悔くやしさを滲ませている。


（あっぱれなもんだぜ）


　ヒエンは感心した。


「まあ、答えは決まってるんだけどな……」


　ヒエンはぼりぼりと頭をかく。


「オレはテマリに目的を果たさせるため、ナユタへと向かっている。もとから命は捨てる覚かく悟ごだ。それは、そいつも同じでな」


「この女は見殺しにしてもいいと？　ただの脅おどしではありませんが？」


「おまえらが、どういう輩やからかは帝てい都とで思い知らされたからな。手段を選ばないのは、承知済みだぜ……」


　ヒエンは鼻で笑う。


「スズリ、覚悟はいいよな？　どうせだから、オレの手で逝いかせてやるぜっ！」


　そう言うなり、ヒエンは頭の後ろに組んでいた右手を前へ振ふり出した。


　掌てのひらに隠かくしていた小こ柄づかが宙を走り、スズリの左胸に根本まで突き刺ささる。


「うっ……」


　スズリは小さく最後の息を漏らし、息絶えた。


　神職は驚おどろいて、スズリの首筋に手を当てる。脈が消え、冷たくなってゆくのを確かめたのだろう。


「わたしは、また、あなたを読み違ちがえていたようです。女を殺せるような男とは、思いませんでしたよ」


　神職は自じ嘲ちようの笑いを浮かべた。


「いや、女は殺せねぇ。だが、そいつは武ぶ使しだからな。武使に男も女もねぇんだよ」


　ヒエンはそう言うなり、両りよう腕うでを交差させ、小こ太刀だちに手をかける。


　そして神職との間合いを一いつ瞬しゆんで詰つめると、閃せん光こうのごとく抜ぬき撃うった。


　神職は手にしていた刀で、ヒエンの額を断たち割ろうとしていた。


　だが、彼の両手は肘ひじの下から切断されていた。刀を手にしたまま、神職の両腕がぼとりと地面に落ちる。


「油断したな」


　ヒエンは冷たく声をかける。


「まったくです……」


　神職はゆっくりと地面に倒たおれた。


　放ほうっておけば、間ま違ちがいなく出血死するだろう。


　ヒエンは力なく倒れているスズリの側そばに両りよう膝ひざをついた。


　そして胸に刺さっている小柄を抜く。思ったとおり、血はさほど噴ふきださない。小柄の刃やいばは短く、心臓を貫つらぬくほどではなかったのだ。スズリの心臓が止まったのは、気をこめていたからである。


　ヒエンはスズリの着物の襟えりもとをためらうことなく押し広げた。豊かに盛りあがるスズリの左胸に両手を添そえ、拍ひよう子しを整えて強く押した。それから顎あごを持ちあげ、口を開かせる。そして唇くちびるを重ね、息を吹ふき込んだ。


　武使ならば、誰だれもが知っている蘇そ生せい術である。ヒエンはそれを数度、繰くり返した。


　そして口から息を吹き込んでいるとき、スズリの目がぱちりと開いた。


　すぐ間近で、ふたりの視線がからみ合う。


　スズリはすぐに自分の置かれている状じよう況きようを知った。そして蘇生したてとはとても思えない力で、ヒエンを押しのける。
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「げっ、げっ、げっ、下げ劣れつなっ！」


　スズリは上体を起こすと、あわてて着物の乱れを直す。


　その目には、わずかに涙なみだが滲にじんでいた。


「悪かったな、殺しちまって……」


　ヒエンは、スズリに笑いかける。


　しかし、ああするしかなかったのだ。でなければ、スズリは神職の手で、本当に殺されていただろう。


「ひとつ……教えておいてあげましょう」


　その神職が、突とつ然ぜん、声をかけてきたので、ヒエンはうんざりとしながら振り返った。


「人並みに遺ゆい言ごんかよ？」


「そんなことではありません。あなたがたを勝ち誇ほこらせたまま逝くのが口くち惜おしいだけです」


「なんだ負け惜おしみか？」


　ヒエンは顔をしかめる。


「どうとでも……。ただ、大祭がまもなく始まることを伝えておきますよ。大だい宮ぐう司じ様は邪じや魔まが入るまでに終わらせるおつもりです」


「なんだって？」


　神職の言葉に、ヒエンは血の気が引く思いがした。


「急ぐしかねぇな……」


　ヒエンは唇を嚙かむ。


　いつのまにか日は暮れかかり、宵よいの明みよう星じようが西の空に輝かがやいていた。


　天上界ラーシアはそこにあるとされている。


　ヒエンは底知れぬ寒気を覚え、ぞくぞくと身を震ふるわせた。
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　草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆう先の当主カノウの館やかたには、かつて彼のもとで武術を学んだ弟で子したちが、二十人ほど集まっていた。


　皆みな、今ではアーシア各地で道場主を務めている。


　壮そう年ねんから初老にかけての武ぶ使したちであった。


「報告いたします。ナノハ様と剣けん聖せいクオンの子らは、興こう国こくヤシマを越こえ、霧む国こくナンシに入りました！」


　ひとりの若い武使が駆かけこんでくるや、勢いこんで報告した。


「ご苦労……」


　カノウは鷹おう揚ようにうなずいた。


「いよいよですか？」


　ひとりの男がかつての師に笑いかける。


　その男は、帝てい都とシスイで神しん明めい流りゆうを使う若者と仕合をした男だった。


　名をニシナといい、棄き国こくムリョウのフツキ神社の道場主を務めている。神じん宮ぐうにいた頃ころには、草薙神刀流十じゆつ傑けつのひとりに数えられた使い手だった。


「時が来たようだな……」


　カノウがそう言うと、霊れい刀とう〝野の分わき〟を腰こしに差す。


　それは、かつて彼が使っていたもので、当主になったとき、息子むすこのアモンに譲ゆずり渡わたしたものだ。


　だが、今やアモンが草薙神刀流の当主であり、神刀〝草くさ薙なぎ〟を佩はい刀とうとしている。


　それゆえ、この野分を返されたのだ。


　野分には、草薙神刀流の達人の霊が封ふうじられている。神刀流の武使のなかには、こうして霊刀となるものが少なくない。


「参りますか？」


　ニシナはうなずくと、自らも刀を帯びた。


　他ほかの武使たちも、それにならう。


　そして、カノウを先頭に一列になって家を出た。


　家の軒のき下したにひとりの男の死体が転がっている。


　神かむ威いだった。カノウを見張る役目を与あたえられていたのだ。


　カノウたち草薙神刀流の武使たちは、街かい道どうに出ると、興国ヤシマとの国境を目指した。


　右手には、遠くウツヒミ大神宮の境けい内だいがある。


　そこには無数の幟のぼりが立ち、大祭が開かい催さいされていることを告げていた。


　祭まつり囃ばや子しが、かすかに響ひびいている。
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　漆しつ黒こくの夜空に無数の星々が煌きらめいている。


　もっとも天上界に近いとされる場所に立っているせいか、手を伸のばせば星を摑つかみとれるような気がした。


（なんと恐おそれ多い考えだろう）


　白と緋ひの巫女みこ装しよう束ぞくをまとい、天を見上げながら、ミツルは大きく身を震ふるわせる。


　ここは聖せい都とナユタにあるウツヒミ大だい神じん宮ぐう、その背後にそそりたつ大神降臨の地アマギ山の頂だった。


　この地に、新しい大神を迎むかえるための本ほん殿でんの建設が始まって五年近くになる。作業は懸けん命めいに進められてきたが、なだらかとはいえ山頂である。様々な困難があり、いまだ完成を見ていない。


　だが、大祭の舞ぶ台たいとするには十分だった。


　本殿前に設けられた祭さい壇だんに立ち、大だい宮ぐう司じミロクは、恍こう惚こつとした表情で、巫女、舞ぶ女じよたちを見回していた。巫女だけでも百を超こえ、舞女を含ふくめれば、五百を数える。


「時は満ちた！」


　ミロクが両手を振ふりあげ、高らかに叫さけんだ。


　その瞬しゆん間かん、巫女や舞女たちに緊きん張ちようがさざ波のように走る。


「これより、大祭を執とり行う！」


　ミロクの宣言を聞き、ミツルはふたたび身体からだに震えが走るのを意識した。


　舞ぶ楽がくの演奏者たちが、それぞれの楽器を鳴らしはじめる。


　ミロクが祭壇を降り、ゆっくりとミツルのところに歩み寄ってきた。


　豪ごう華かな錦にしきの装束に身を包んだミロクは、ミツルの心を射い貫ぬくような鋭するどい視線を向けてくる。その視線から逃のがれたいと思っても、逆に吸い寄せられてしまうような眼力があった。


　荒あらぶる神しん霊れいさえも調ちよう伏ぶくし、使し役えきせしめる偉い大だいな神霊術の使い手である。


「ミツルよ……」


　大宮司の右手が肩かたにかかる。


「大祭の成功は、汝なんじに委ゆだねられている」


「はい……」


　ミツルは静かにうなずいた。


「すべては、世と人のためである」


　ミロクは、事あるごとに、そう口にしている。


　巫女としての素質を見み出いだされ、神宮にやってきたばかりのミツルは、その言葉に疑いを抱いだいたことさえなかった。


　大祭の巫女であったナノハが、この神宮から出しゆつ奔ぽんするまでは……


（ナノハ姉様）


　ミツルは心のなかでつぶやき、拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめる。


　帝てい都とシスイで再会したとき、ナノハはテマリと名前を変えていた。


　自分は大宮司の手の上で弾はずまされていただけだからだ、と……


　そして、彼女はミツルも同じだと言った。


　その言葉が、心にトゲとなって突つき刺ささっている。


　しかし、この期ごに及およんで、後に退ひくわけにはゆかなかった。


「さあ、おまえが舞女たちに命じるのだ。心をひとつにし、天上神に呼びかけようと。この神かん無なの地に降臨たまわるよう希こいねがって……」


　ミツルの心の迷いを断たち切ろうとするように、ミロクが鋭く言った。


「はい！」


　ミツルは覚かく悟ごを決め、力強くうなずいた。


　彼女が生まれたのは、湖こ国こくハクサである。


　ハクサは何十年も前から、大湖の水すい賊ぞくたちの勢力が強く、先の大乱を契けい機きに、完全に一国を支配した。ハクサの地方領主たちは、水賊の配下となるか、滅ほろぼされた。ミツルの家もハクサの村主で、ミツルをナユタに送りだしてすぐ、水賊に襲しゆう撃げきされ、皆みな殺ごろしにあっている。


　その水賊も昨年、帝都シスイへの侵しん攻こうに失敗したあと、身内の争いが起こり、滅んだという。


（こんな悲ひ惨さんな時代は、終わらせないといけないんだ！）


　ミツルは強く自分に言い聞かせると、不安そうに見つめている巫女、舞女たちを振り返った。


「みなさん、わたしと心を合わせてください。ともに舞まい、謡うたい、祈いのりましょう。天上界におわします尊き大神に！」


「はいっ！」


　ミツルが笑え顔がおで呼びかけると、巫女、舞女たちも決意の表情で返事をした。


　天上神に祈るということは、あたかも虚こ空くうへ魂たましいを差し出すようなものである。幾いく人にんもの巫女、舞女が魂を失い、倒たおれてきた。


　口にはしないが、皆みなが不安を覚えている。先の〝天上神の巫女〟ナノハが出奔したという事件が、それをさらに煽あおっていた。


　しかし、そうして巫女、舞女が魂を捧ささげたことで、天上神も天下界に関心を抱きはじめている。彼女らも何年もこの大神宮で暮らし、すべてをこの大祭のために捧げてきたのだ。その年月を無む駄だにしたくないという思いもある。


　この大祭が終われば、アーシアには永遠の平和と繁はん栄えいがもたらされるのだ。


「さあ、拍ひよう子しを！　旋せん律りつを！　今こそ神と遊び、神と産むすびましょう！」


　ミツルが笑みを浮うかべ、優ゆう雅がに舞いはじめる。


　巫女みこと舞ぶ女じよたちが、ひとり、またひとりと、彼女の舞と祝詞のりとに合わせてゆく。


　やがて満天の星空の下、篝かがり火びが盛大に焚たかれるなかで、彼女らの舞は完全にひとつとなっていった──
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　聖せい都とナユタを目指して、ヒエンたちは夜の街かい道どうを走っていた。


　周囲に民家はあるが、人の姿はない。かたく戸を閉とざし、窓からは明かりさえ漏もれていなかった。


　見上げれば、寒々とした星空が広がっていて、四方を囲む山の稜りよう線せんで断ち切られている。


　行く手にそびえる山の頂には、星とは異なる赤い光が揺ゆれていた。


　テマリが荒い息を吐はきながら、その光を指差す。


「あそこに、新しい本ほん殿でんがある。大祭の舞ぶ台たいはそこよ」


「まだ、だいぶかかるな。間に合えばいいが……」


　ヒエンは歯は嚙がみする。


　四し風ふうと名乗る神じん宮ぐうの隠おん密みつたちと戦ってから、すでに二日が経たっている。


　できるかぎり急いだが、テマリを連れていることもあり、これが精せい一いつ杯ぱいだった。それでも彼女にはかなり無理をさせている。彼女はあきらかに疲ひ労ろうしており、見るからに苦しそうだ。


「すこし休むか？」


　ヒエンはテマリに訊たずねた。


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　テマリはそう答えたが、肩かたが激しく上下している。


　なにかいい手はないかと周囲を見回してみると、近くの民家の戸口に、ある物が置いてあるのに気づいた。


　背負しよい子こである。


　ヒエンは駆かけ寄ると、それを拾いあげ、かわりに銀貨を落としておいた。


　重い荷を運ぶための物らしく頑がん丈じようにできている。これなら細身のテマリを座らせても壊こわれそうにない。


「こいつに乗りな」


　ヒエンは背負子を肩にかけると、地面にしゃがみこんだ。


「だ、大丈夫だから……」


　テマリはあわてて首を横に振ふる。


「先を急ぎたいんだ。このほうが早ぇんだよ」


　ヒエンはそう言うと、スズリに目で合図をした。


　スズリはうなずくと、テマリを背負子に座らせる。


「落ちないように襷たすきをかけてやってくれ。それなら、眠ねむっても大丈夫だからな」


　ヒエンはスズリに指示をした。


「優やさしいことだねぇ」


　無む想そう流りゆうの使い手シュリが、嫌いやらしい笑いを浮かべる。


「この男は、若い女なら誰だれにでもだ……」


　スズリが憮ぶ然ぜんとして言った。


　そして、すこしためらってから、


「わたしを除いてだがな」


　と、不ふ機き嫌げんに続ける。


「先日のこと、まだ根に持ってるのかよ？」


　スズリは東風コチと名乗る神職の術にはまり、人ひと質じちに取られたのである。彼女の命とひきかえに、テマリをひき渡わたせと、交こう渉しようしてきたのだ。


　無論、応じることなどできない。


　だから、ヒエンは自らの手でスズリを殺したのだ。


　小こ柄づかに気をこめ、彼女の胸を貫つらぬき、一時的に心臓の鼓こ動どうを止めたのである。


　コチは動どう揺ようし、スズリにとどめをささなかった。


　しかし、ヒエンが投げた小柄の切っ先は、心臓に達しておらず、蘇そ生せい術をほどこすと、スズリはすぐ意識を取りもどした。


　セラ特製の軟なん膏こうを塗ぬっておいたから、傷はもう塞ふさがっているし、痕あともさほど残らないはずである。


　しかし、なにが不満なのか、それからというものスズリの機き嫌げんは悪い。ヒエンとしては命の恩人と感謝してほしいぐらいなのだが……


「まったく執しゆう念ねんぶかい奴やつだぜ」


　ヒエンはぶつぶつとこぼしながら、テマリを背負って、立ち上がった。


「あなたが鈍にぶいのよ」


　テマリが肩かた越ごしにぼそりと言う。


「どういうことだよ？」


　ヒエンはテマリに訊ねながら、ゆっくりと走りはじめた。


「他人に訊きくなということよ。自分で気づくのね」


　テマリは答えると、背負子にふかくもたれてきた。


「訳がわからねぇぜ……」


　ヒエンはため息をついた。


　そして、


「すこし揺ゆれるぜ」


　と、テマリに呼びかける。


　テマリは無言だったが、うなずく気配があった。


　そしてヒエンは走る速度を徐じよ々じよにましてゆく。


　やがて普ふ通つうの人が全力で走るほどの速さとなった。


　しかし、このぐらいの速度なら、一昼夜でも走っていられる。それが本物の武ぶ使しというものだ。スズリもシュリも、ヒエンに遅おくれることなく続く。





　ヒエンのすぐ後を走りながら、スズリはもやもやとする胸の内を持てあましていた。


　先日のことが、頭から離はなれないのだ。


　ヒエンは根に持っているといったが、それは違ちがう。


　あのとき、スズリは敵に捕とらわれ、死を覚かく悟ごしていた。だから、ヒエンが小柄を投げてきたときも、避よけようとはしなかった。


　苦痛は一いつ瞬しゆんだった。意識を失い、気がついたら、ヒエンに蘇生術を施ほどこされていた。


　唇くちびるが重なり、胸むなもとははだけられ、何度も強く押されている。


　気が動転してしまい、蘇生術を施されているとは思い至らなかった。


　そしてヒエンを突つき飛ばし、下げ劣れつだと叫さけんだが、状じよう況きようを思いだして激しく後こう悔かいした。


　しかし、やむをえないこととはいえ、唇を奪うばわれ、胸を触さわられたのである。スズリには、無論、初めてのことだ。


　意識があったのは、ほんのわずかだったが、そのときの感かん触しよくが頭から離れない。


　それが腹立たしい。


　しかもヒエンは小柄を投げたことは謝っているが、そのことは気にもしていないのだ。


　それも腹立たしい。


　ヒエンによこしまな気持ちがなかったからだろう。当然である。ヒエンは懸けん命めいに蘇生術をしてくれたのだから。


　それすらも腹立たしい。


　ヒエンはあきらかにテマリのことが気になりだしたようだ。


　あの日の前の晩、テマリはヒエンの部屋に忍しのんでいる。そして朝まで添そい寝ねをしていた。


　なにもなかったのは、わかっている。


　しかし、ヒエンはあきらかによこしまな気をたかぶらせていた。


　そしてふたりは何事か約束を交かわしたらしい。


　ヒエンが節操のない男だということは、共に旅をしていて薄うす々うす、わかっていたし、ミオリからも散々、聞かされていた。


　テマリはスズリから見ても尊敬に値あたいする女性であるし、ヒエンがその気になるのも当然だろう。ただ、相手から迫せまられて意識しだすというのはいかがなものだろう？


　しかもテマリのほうはヒエンに安らぎを求めているだけのように見えるのだ。そしてヒエンがそれに気づいているはずはない。


　ヒエンはテマリを気き遣づかい、わざわざ背負しよい子こを探しだして、そこに彼女を座らせて走っている。しかも、それで走る速度は鈍にぶりもしない。


　その姿が、どうしても視界に入るのだ。


　なぜか腹立たしい。


　とにかく、スズリにはありとあらゆることが、腹立たしかった。


　しかも、それが理り不ふ尽じんなものだということは、スズリ自身がわかっている。


　だから、ヒエンを責めることもできないのだ。


（早く戦いが始まればいい）


　そうしたら、戦いに集中できる。


　夜の街かい道どうを走りながら、スズリはそんな想おもいを抱かかえていた。
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　ヒエンらは休むことなく、走った。


　幸い、街道には神じん宮ぐうの武人の姿はない。大祭がはじまり、神宮の警護に全力を尽つくしているのだろう。


　そう思いながら、先を急いでいると、行く手に突とつ然ぜん、人ひと影かげが見えた。


　この夜中に、街道の真ん中に悠ゆう然ぜんと立っている。


　ただならぬ気配を感じ、ヒエンの足は自然にゆるみ、そして止まった。


「どうしたの？」


　テマリが声をかけてくる。


　ヒエンは事情を話し、彼女をいったん降ろした。そして背負子もはずし、その場に置く。


「囲まれてるな……」


　スズリが、周囲を見回しながら言った。


「そのようだね」


　シュリがまるで他人ひと事ごとのようにうなずく。


「油断だったな」


　たしかに街道の左右にも、人の気配が感じられた。待ち伏ぶせされていたのである。


　ヒエンは両りよう腕うでを交差させ、小こ太刀だちの両刀に手をかけた。


　四人がじっとしていると、人影はゆっくりと向かってくる。


　その一歩ごとに、凄すさまじいほどの気が迫ってくるのを感じた。まるで大波のように緩ゆるやかだが巨きよ大だいな力を感じさせる。


　だが、霊れい光こうは出ていない。まだ本気ではないということだ。


（恐おそろしい使い手だぜ）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


　流派は神しん刀とう流りゆうと見えた。腰こしに差しているのは、幅はば広びろの直刀である。アモンが持っていた〝野の分わき〟に似ていると思える。


　神刀流の武ぶ使したちが、ついに姿を現したのだろう。


　人影は十歩の間合いで止まった。そこから先は、ひと跳とびで仕し掛かけられる。


　相手は老人であった。


　だが、枯かれた印象はなく、年月を経た古木の勇ゆう壮そうさを感じさせる。


「オレは神しん明めい流りゆうのヒエンだ。あんたは？」


　ヒエンは気を高めつつ、呼びかけた。


「草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆう前当主カノウだ」


　老人は穏おだやかに答えた。


「あんたが……」


　草薙神刀流の前当主といえば、現当主アモンの実父である。半年ほどまえ引退し、今は隠いん居きよの身であると聞いていた。


「前当主が直々にお出で迎むかえとは、恐れ多いことだな！」


　この老人は、ヒエンの父クオンと試合をしたことがあると聞く。神明流の手の内を知っているということだ。


　しかし相手が誰だれであれ、退ひくわけにはゆかない。


　草薙神刀流前当主の本気の剣けんを受けられるのだから、願ってもないことだった。


「たぎってくるじゃねぇか！」


　ヒエンは気合いの声をあげ、鳳ほう翼よく、凰おう翼よくを抜ぬいた。


「こっちは、いつでもいいぜっ！」


　父から〝受け〟しか習っていないゆえ、ヒエンは自分からしかけることはできない。相手が攻せめてきたところを受けるのみだ。


　だが──


「ここは、わたしに任せてくれないかな？　キミは巫女みこ様を連れて、神宮へと急ぐのだね」


　ヒエンを押しのけて、シュリが前に進みでようとした。
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「先に名乗りをあげたのは、オレだぜ？」


「これは尋じん常じような仕合ではなく、戦いくさだからね。そんな作法は通用しないよ」


　シュリは笑い声をあげた。


「おまえは？」


　わずかに目を細め、カノウが問いかけてくる。


「わたしは無む想そう流りゆうのシュリ。草薙神刀流の前当主を討うてば、我が流派の名声もあがるのでね」


　シュリが答え、丁てい寧ねいに一礼した。


「なるほど、無想流か……」


　カノウは、大きくうなずいた。


「どうりで、不思議な気を放っている」


「カノウ……」


　テマリがヒエンの隣となりに並んできて、冷たい口調で呼びかけた。


「あなたが、なぜ、ここにいるの？　隠いん棲せいしたのだから、神宮の命に従う必要はないはずでしょう？」


「ナノハ様……」


　テマリの姿を見ると、カノウは穏やかな笑えみを浮うかべうなずく。


　張りつめていた気が、一気にゆるむのを感じた。


「よくぞ、ご無事でいられた」


　どうも様子がおかしいと、ヒエンは思った。


　シュリも同様らしく、怪け訝げんそうに顔を見合わせてくる。


　そのとき、街かい道どうの両りよう脇わきから、二十人ほどの武人たちが姿を現し、ヒエンたちを避よけ、カノウの背後にずらりと並んだ。


　全員が、神刀流の武使である。しかも、それぞれ、かなりの使い手と見えた。


　彼らと〝戦〟になっていたら、さすがに勝てなかっただろう。


「その者たちは？」


　テマリがカノウに訊たずねる。


「かつて、わたしが教えた門人たちです。アーシアの各地で神刀流の道場を開いておりましたが、神敵を討つと称しようして、呼び集めました」


　カノウは笑みを浮かべた。


「もしかして、あんたたちはオレたちを討つためじゃなく──」


「その逆だ。我らはナノハ様に同心し、大祭を阻そ止しする。人が仕えるべき大神はウツヒミのみ。そしてウツヒミの御み魂たまは我らのなかにある……」


　そう言って、カノウは自らの胸を静かに叩たたいた。


「すなわち、己おのれを信じればよいということだ」


「しかし、アモン兄は──あんたの息子むすこは、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの武人を率いて、神じん宮ぐうの警護をしているんじゃねぇのか？」


「あやつは不器用な性格ゆえ、神宮を裏切ることなどできるはずがないからな。大だい宮ぐう司じにも、それぐらいは見み抜ぬけるはず。そこに油断が生じる。それゆえ、わしはあやつを当主とし、自らは隠いん居きよを装よそおった。そして、ひそかに志を同じくする者と、連れん絡らくを取り合っていたのだ」


「つまり、アモン兄は囮おとりに使われたってことか？」


　ヒエンは啞あ然ぜんとなる。


「大人の世界ってのは、奥が深いぜ」


　思わず、ため息が漏もれた。


「御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの一門も、我らと同心している。大宮司は彼らに疑いを抱いだいているらしく、神宮の参道の警護に回されている。我らと合流し、行動を共にする手て筈はずだ。近きん隣りんの領主にも、布告を出している。味方する者は多かろう」


「これは思ったより、稼かせぎはなさそうだね」


　シュリが肩かたをすくめながらヒエンに言う。


「あなたという人は……」


　スズリが冷たい視線を、無想流の使い手に向けた。


「ありがとう、カノウ……」


　テマリは、草薙神刀流の前当主の手を握にぎって言った。


「いや、あなたの覚かく悟ごこそが、我らを動かしもうした。先の天上神の巫女みこが阻止せんとする大祭を、どうして支持することができましょう」


　カノウが笑顔でうなずく。


「そうと決まったら、先を急ごうぜ。間に合わなかったら、おしまいだからな」


　ヒエンはそう言うと、ふたたび背負しよい子こをかつぎ、テマリを座らせた。
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　ヒエンらは休むことなく走り、夜が明けぬうちに、ウツヒミ大神宮へと到とう着ちやくした。


　そのときには、戦いはすでにはじまっていた。


　御雷みかづち神しん刀とう流りゆうの当主シンザと合流し、事情を訊ねると、近隣の領主たちが兵を率いて、やってきたとのことだった。


「それゆえ、一足早く、始めさせていただきました」


　武人だけでなく、普ふ通つうの領民らしき姿もある。近隣の村々に、神宮がいかにひどい仕打ちをしていたかということだ。


「神職の多くも、我らに同調するはずです」


　シンザはそう続けた。


「敵は雇やとわれのならず者と、大宮司の側近だけということだな……」


　カノウは満足そうにうなずいた。


「余計な戦いはするな。おまえは、まっすぐ大祭が行われている本ほん殿でんを目指せ！」


　カノウはヒエンに言うと、神宮方の軍に斬きりこんでいった。彼の教え子である神しん刀とう流りゆうの武ぶ使したちがそれに続く。


「ハアッ！」


　遠い間合いから、気合いの声とともに幅はば広びろの直刀を一いつ閃せんさせる。


　その瞬しゆん間かん、周囲の大気がうなりをあげ、突とつ風ぷうとなった。


「真しん空くう斬ざんかよ？」


　ヒエンは目を見張った。


　風の属性の基本の術である。風神とも称された軍神フツキが見いだしたとされている。


　神しん明めい流りゆうも遠祖は草薙神刀流にあり、ヒエンもよく使う。だが、威い力りよくが桁けた違ちがいだった。


　ヒエンの真空斬は局所的に旋風つむじかぜをおこすぐらいだが、カノウのそれはまるで竜たつ巻まきが疾はしったように見えた。


　神宮方の武人は吹ふき飛ばされ、砂利じやりすらも消え、地面は黒い土がむきだしになっていた。


　なるほど、神刀流は古流であり、基本の技わざと術を伝えるのみだが、それを極きわめれば、無敵と称しようするのもうなずける。


「さあ、行け！　剣けん聖せいクオンの子よ！」


　カノウが声をかけてくる。


「承知したぜっ！」


　ヒエンは応じると、カノウがたったの一刀で切り開いた敵てき陣じんを駆かけ抜ぬけた。


　しかし、敵陣は何段にも構えられている。しばらく走ると、行く手を阻はばまれた。かるく百人はいるだろう。


「スズリ！　ちゃちゃっとなぎはらってくれや」


　ヒエンはスズリを振ふり返って言った。


「雑ぞう兵ひようの相手は、また、わたしか！」


　スズリが不平を言ったが、そのあいだにも敵は向かってくる。しかたなく、そのまっただなかに飛びこんでいった。


「チェーイッ！」


　深しん紅くの霊れい光こうを発しながら、細身の大おお太刀たち〝紅こう冠かん〟で左右をなぎはらう。


　その一刀ごとに、血しぶきがあがり、敵は武器を落とした。


　腕うでの筋を正確に斬ったのである。致ち命めい傷しようではないが、二度と武器は握れまい。


「あいかわらず、凄すさまじいな」


　ヒエンはにやりとした。


　烈れつ火かの気き迫はくで、敵を圧あつ倒とうするのが、彼女の得意とする剣である。


　烈れつ風ぷうの速さで敵の攻せめを受け、後の先を取る神明流とは真逆の流りゆう儀ぎだ。


　それゆえ、敵が弱い場合はスズリにまかせるにかぎる。


「しかし、まあ……」


　とはいえ、スズリひとりに任せるには、さすがに数が多すぎる。


　ヒエンも加勢することにし、敵のまっただなかに躍おどりこむと、そこで立ち止まり、神明流刀術〝無む方ほう〟の構えを取った。


　取り囲んだと思った敵が、次々と繰くりだしてくる刃やいばを、小こ太刀だちの二刀で残らず受け、峰みね打うちや足あし蹴げりを返し、敵を昏こん倒とうさせていった。


　たったふたりに、あっというまに三十人ばかりが戦せん闘とう不能となり、残った武人は戦意を喪そう失しつし、あわてて逃にげ散っていった。


「戦いくさで敵を殺さないとは、ふたりとも優やさしいことだね」


　シュリがあきれたように声をかけてくる。


「無む駄だに殺すことはねぇからな。そういう、おめぇは刀すら抜いてねぇじゃねぇか？」


　ヒエンは無む想そう流りゆうの使い手を睨にらみつけた。


「無駄に戦うつもりがないからね。名のある武使が出てきたら、まかせてもらうさ」


　シュリは肩かたをすくめた。


「けっ！　おいしいところだけ、持ってゆこうってか？」


「ヒエンが、いつもしていることではないか？」


　スズリが恨うらみがましく言った。


「おまえ、どっちの味方なんだ？」


「普ふ段だんの行いが悪いからだね。自じ業ごう自じ得とくというものさ」


　シュリが高笑いする。


　言い返したかったが、今はそれどころではない。


　その後も、群がる敵をその度たびに退け、ヒエンたちは神じん宮ぐうの最奥へとやってきた。


　そこには、高祖神ウツヒミの拝はい殿でんがあり、その脇わきに大神降臨の地アマギの山頂へとまっすぐに延びる長く急な階段が設けられていた。何千段あるのか見当もつかない。


「歩いて登り降りするだけでも、足あし腰こしが鍛きたえられるだろうな」


　ヒエンはうなった。


「足が、また太くなりそうだ……」


　スズリが、ため息まじりにつぶやく。


　階段の登り口には、竹の柵さくが作られ、篝かがり火びが焚たかれていた。


　そして草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主アモンとその門人らしき武使の一団がいる。その数は、ざっと二十人ほど。


「もしも、彼らが道を開けなかったときには、草薙神刀流の当主は、わたしがもらうよ？」


　シュリが念を押すように言った。


「ああ、そのときはな……」


　ヒエンは、うなずかざるをえなかった。


　自分がアモンと戦えば、おそらく長くなる。それよりも、大祭の阻そ止しを優先したかった。


「来たぞ！」


「ここは絶対に通さぬ！」


　ヒエンたちが近づいてくるのを見て、草薙神刀流の門人たちが色めきたつ。


　全員がアモン同様、妖よう風ふうの甲かつ冑ちゆうを身に着け、幅はば広びろの直刀を手にしている。


「アモン兄……」


　ヒエンひとりが進みでて、じっと腕うで組ぐみをして床しよう机ぎに腰こしかけている草薙神刀流の当主に呼びかける。


「ヒエンか？　ナノハ様も一いつ緒しよのようだな」


　来ることはわかっていたという口ぶりだった。


「オレがなにを言いたいかはわかっていると思うが……、そこを通してもらえねぇかな？」


「それができるのなら、ここにはおらんよ」


　ヒエンの言葉に、アモンは重々しい口調で返してくる。


「まあ、そうだよな。ただ、これは、あまり言いたくないんだが……」


　そう前置きしてから、ヒエンは寄せ手のなかに、アモンの父であるカノウと、彼が各地から集めた神しん刀とう流りゆう系の武ぶ使したちがいることを伝えた。


「なんだと？」


　アモンは目を見張った。


　彼がこれほど驚きよう愕がくしたところを、ヒエンは見たことがなかった。それが小気味よくもあり、同時に後ろめたくもある。


「先代様が……」


　他ほかの草薙神刀流の武使たちも騒そう然ぜんとなっていた。


「証しよう拠ことして書状を預かっている。こいつを読んでくれ」


　ヒエンはそう言うと、カノウから預かってきた書状を取りだし、回転させてアモンに投げた。


　それを受け取って、草薙神刀流の当主は書状を開く。そして素す早ばやく目を通した。


　その表情が、みるみる険しくなる。


　そして、


「くそっ！」


　と、悪態をついた。


「親父おやじめ！　いつまでも、子こ供ども扱あつかいしやがって!!」


　アモンの気持ちは、ヒエンにもよくわかる。


　子供にとって、親とはとかく理り不ふ尽じんなものなのだ。


「つまり、そういうことだから、そこは通してもらうぜ」


　ヒエンは鼻の頭をかきながら、草薙神刀流の武使たちに道を開けてくれ、と声をかけた。


　武使たちはうなだれながら、それに従おうとする。


「待てっ！」


　それをアモンが制した。


　気が高まっているのか、かすかに白い霊れい光こうが浮うかんでいる。


「まさか、この期ごに及およんでまで、大だい宮ぐう司じに味方しようというんじゃねぇだろうな？」


　ヒエンはアモンを睨みつけた。


「だとしたら、わたしは望むところなのだがね」


　シュリが苦く笑しようをもらした。


　ヒエンはシュリを一いち瞥べつしたあと、もう一度、アモンを見つめる。


「親父は書状に、自分の決意を記したあと、オレには好きにしろとだけあった。だから、好きにさせてもらう！」


　アモンは誰だれに向かってでもなく激しい口調で言うと、勢いよく剣けんを抜ぬいた。


　幅広の刃が、純白の霊光を放っている。かつてアモンが帯刀していた〝野の分わき〟ではない。


「それは……」


　ヒエンはごくりと息をのんだ。


「神刀〝草くさ薙なぎ〟か？」


「いかにも、そうだ。草薙神刀流の当主のみが、これを帯びることを許される」


　アモンはうなずく。


「また、大おお嵐あらしでも呼ぼうというのかよ？　沼ぬま人びとたちの集落を破は壊かいしたときのように」


　ヒエンは目を刃のように細め、鳳ほう翼よく、凰おう翼よくに手をかけた。


「あのようなことは……」


　言いざま、アモンは大きく剣を振ふりかぶる。


「二度とせん！」


　アモンはそう叫さけぶと、身体からだを半回転させ、山頂への階段を塞ふさぐ竹柵を、ただの一刀でばらばらにした。


　一いつ瞬しゆん、遅おくれて、小さな旋せん風ぷうが巻き起こる。恐おそるべき斬ざん撃げきだった。


「アモン様？」


　神刀流の武人たちが、心配そうに当主に声をかける。


「おまえたちも好きにするがいい！　大宮司の言葉を信じるもよし、また、我が父に与くみするもよし……」


　アモンは門下の武人たちを見回して言った。


「オレは新たなる大神の降臨は世のため人のためにならぬと判断する！　ゆえに、この大祭、ぶち壊こわす!!」


　アモンがそう言うと、恐ろしい勢いで階段を駆かけあがりはじめた。


「そうこないとな！」


　ヒエンはにやりとすると、強ごう引いんにテマリを抱かかえた。背負しよい子こは神じん宮ぐうに入るところで捨てている。


「な、なにをするの」


　テマリが当とう惑わくの声をあげる。


「こうしないと、アモン兄に遅れるからなっ！」


　ヒエンは答えた。


「女を触さわるのが好きだと、素す直なおに言えばよかろう？」


　スズリが不ふ機き嫌げんに言う。


　口論する時間も惜おしいので、ヒエンは黙だまっておいた。


「まったく、あてがはずれどおしだね」


　シュリが肩かたをすくめる。


「運がなかったと思って、あきらめな。だが、この世が続けば、機会はいくらでもあるさ」


　ヒエンは無む想そう流りゆうの使い手に声をかけると、先を行くアモンを追いかけて、階段を跳とぶように登ってゆく。


　スズリがその後に続いた。
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　まるで星空のなかに浮かんでいるような不思議な感覚を、ミツルは覚えていた。


　山の頂にいるからではない。


　肉体から魂たましいが離り脱だつし、天上界へと浮ふ遊ゆうしているような感覚だった。


　日が沈しずんですぐに始まった大祭は、いつ果てるともなく続いている。心なしか東の空が、紫むらさきがかっているように感じられた。


　舞ぶ楽がくが鳴りつづけるなか、ミツルを取り囲む巫女みこ、舞ぶ女じよたちは鈴すずをかき鳴らしつつ、一心に舞まいつづけている。だが、大祭のあいだに、彼女らはひとりまたひとりと倒たおれていった。まるで糸が切れたかのように、突とつ然ぜんくたりとなり、動かなくなる。


　しかし、誰もそれを気にしなかった。


　誰もが恍こう惚こつの状態にあり、魂は激しく震ふるえ、霊れい力りよくは最大まで高まっている。その霊力に支えられ、ミツルの祈いのりはたしかに天上界まで届いていた。


「天上界におわします偉い大だいなる大神よ。天下界へと参らせたまえ。我ら汝なんじが氏うじ子ことなり、永遠とわに奉たてまつらん……」


　ナノハが最初に天上神の意思を感じ取ったときには、呼びかけを行っても、なんの反応もなかったという。


　しかし、繰くり返し呼びかけるにつれ、天上神は次し第だいに天下界アーシアに関心を抱いだくようになったのだ。


　もうすぐ完成する新しい本ほん殿でんには、大神を祀まつる神座が設けられている。神体となるのは、ミツルだ。天下界へ降臨し、この地を統すべる。


　ミツルと天上神は、今まさにその契ちぎりを結むすばんとしていた。


　ミツルは自分が舞い、謡うたっているという感覚がなくなっている。自分の肉体が、もはや自分のものではなくなったかのようであった。


　やがて彼女の魂も、この天上神に取り込まれるだろう。


　それは彼女にとって死を意味していたが、天上神の巫女に選ばれたときから、覚かく悟ごをしていたことである。


　ミツルは天上神がすぐ近くにいることを感じていた。


　いまやその意思が、はっきりと伝わる。


　天上神はアーシアに下向することを承しよう諾だくしていた。だが、その神意をすべて知ったミツルは、激しい戦せん慄りつを覚えた──


（ミロク様、わたしたちは取り返しのつかないことをしてしまいました……!!）


　虚こ空くうのなかで、ミツルは絶望の声をあげた。





　本殿のまえの祭さい壇だんに立ち、大だい宮ぐう司じミロクは大祭の様子を満足そうに見つめていた。


　大いなる存在が天空から近づいてくるのを感じる。


　天上界より新しい大神が降臨すれば、永遠の平和と繁はん栄えいがもたらされると、彼は人々に説いてきた。


　だが、それを疑う者はすくなくない。


　なによりも、彼自身がそれを信じてなどいなかった。


　巫女たちが噂うわさするように、天上神が降臨する目的は、ウツヒミが人と獣けものとに分け与あたえた魂を喰くらうことかもしれない。


　ナノハが神じん宮ぐうを出しゆつ奔ぽんしたのも、それが理由であろう。


「──だが、それがどうしたというのだ？」


　ミロクは傲ごう岸がん不ふ遜そんに天を見あげて言う。


「いかなる大神が降りてこようと、調ちよう伏ぶくし、使し役えきすればよいだけのこと。このアーシアに君臨するのは、新しき大神ではなく、このわたしなのだ……」
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　大神降臨の地アマギ山の斜しや面めんに造られた長大な階段を、ヒエンは一気に登った。


　そして、あと数十段というところで、休息を取る。


　アモンとスズリも、ほぼ同時に着いた。草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの武ぶ使しは、先の当主であるカノウのもとに加勢に走っている。


　そして、シュリの姿も、いつのまにか消えていた。


（金の臭においでも嗅かぎつけたかな？）


　シュリは勝手についてきただけである。いなくなっても、どうということはない。


　ヒエンは慎しん重ちようにテマリを階段に降ろした。息が乱れ、足も破は裂れつしそうなほどに張っている。とてもではないが、このままでは戦えない。


「ありがとう……」


　テマリがヒエンをじっと見つめた。


「ここまで来られたのは、あなたのおかげよ」


「あんたとの誓ちかいをはたせて、オレも嬉うれしいぜ。だが、ここに来るだけが目的じゃない。大宮司を倒たおし、大祭を止めないとな」


「そう簡単ではないでしょうけど……」


　テマリの表情が険しくなる。


「あの男は、わたしが来ることを知っている。荒こう神じんウリクの神しん霊れいを支配していることも。きっと強力な神霊を用意しているわ」


「やはり、祟たたり神か？」


「それはわからない。神じん宮ぐうにはたくさんの神霊がいて、その神格も霊力も様々だから。しかし、あの男なら、いかなる神からであれ、神かみ業わざをひきだすことができる」


「厄やつ介かいな野や郎ろうだな……」


　ヒエンは顔をしかめた。


　神霊術の恐おそろしさは、ヒエンも十分、理解している。


　東風コチと名乗る神職が使う呪じゆ札さつですら、ヒエンは苦しめられた。あの札には、下級の霊れいが封ふうじられているにすぎないという。


　大宮司が用意しているのは、正しよう真しん正しよう銘めいの神霊なのだ。いかなる神業を使ってくるか予想もつかない。


「だから、あの男はわたしにまかせて。荒神ウリクも、とても強力な神霊よ」


　テマリが微び笑しようした。


「わたしが大宮司を抑おさえているあいだに、ミツルの舞まいを止めさせて。それで、とりあえずは大だい丈じよう夫ぶだと思う」


「あんたの護衛は？」


「必要ないわ。ウリクを解放するから、むしろ、わたしの側そばにいないほうがいいと思う」


「……わかった」


　ヒエンはしばらく間を置いてから、うなずいた。


　いろいろ不安だが、彼女を信じるしかない。


「大丈夫よ。ここに来ることが目的ではないもの。天上神の降臨は、かならず阻そ止ししてみせる」


「お互たがい、生き残ろうぜ」


　ヒエンは笑いかけた。


「そうね、あの約束を果たしてもらわないと」


　テマリが思わせぶりに笑う。


「そ、そういう意味で言ったんじゃないんだが……」


　ヒエンは狼ろう狽ばいした。


「下げ劣れつだな……」


　スズリが不ふ機き嫌げんに言う。


「さ、さあ、アモン兄、行くとしようぜっ！」


　ヒエンはあわててアモンにうなずきかけた。


　足にはまだ張りがあるが、息は静まっている。これなら十分に戦えると判断した。


　残る階段を駆かけあがる。


　すると、登りきったところに、しめ縄なわが張ってあった。


　ヒエンが一気に飛び越こえようとすると、


「待てっ！」


　と、アモンが鋭するどくそれを制した。


　ヒエンは腰こしを沈しずめたままの姿勢で止まり、草薙神刀流の当主を振ふり返る。


「なんだよ？」


「それは結界だ。うかつに破ると、命にかかわるぞ」


　アモンは言うと、神刀〝草くさ薙なぎ〟をすらりと抜ぬきはなった。


「テイッ！」


　気合いの声とともに神刀を振るう。


　神刀の刃やいばは、何枚もの札が下げられた縄を断たち切った。


　その瞬しゆん間かん、まばゆい閃せん光こうが奔はしり、札が青い炎ほのおをあげて、一いつ瞬しゆんで燃え尽つきる。


「また呪札かよ……」


　ヒエンは顔をしかめた。


　なるほど、無む理り矢や理り、飛び越えていたら、ただでは済まなかっただろう。


「うかつだぞ」


　スズリがたしなめるように言った。


「面めん目ぼくない」


　反論の余地はないから、ヒエンは苦々しくうなずく。


　そして最後の一段を登り、本ほん殿でん前の広場に視線を向けた。


　そこでは舞ぶ楽がくに合わせ、たったひとりの巫女みこが幽ゆう玄げんの雰ふん囲い気きを漂ただよわせて舞っていた──
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　ヒエンが走ってゆくその背中をテマリはしばらくのあいだ見送っていた。


「あなたに会えてよかった……」


　テマリはそっとつぶやいた。


「おかげで、迷いがなくなったから。あなたのような人がいるこのアーシアを、わたしは終わらせはしない」


　そして大きく息をし、ゆっくり歩きはじめた。


　テマリの目には、本殿前に設けられた舞ぶ台たいに立つ大だい宮ぐう司じミロクの姿が見えている。


　ミロクもまた、自分を見ていた。


　テマリに憑かかっている祟たたり神の霊れい力りよくを感じたのだろう。


　歩きながら、テマリが右手を天に向かって差し伸のべた。全身から赤黒い霊れい光こうが、蒸気のように揺ゆらめきはじめる。


　ウリクの神しん霊れいを解放したのだ。


　テマリの頭上に、荒こう神じんとしてこの地に千年近く封ふうじられてきた祟り神が顕けん現げんする。


　獣けものにも似た咆ほう哮こうが闇やみに轟とどろいた。


（我が怒いかりは爪つめとなり……我が憎にくしみは牙きばとなる……）


　ウリクの冠かぶり物と野牛の毛皮の上衣を飾かざる極ごく彩さい色しきの羽根が揺れ、赤黒い肌はだを覆おおう動物の刺青いれずみが猛たけり狂くるったように駆けまわる。


「天上神の巫女となるべきそなたが、まさか荒神を憑かからせるとはな」


　二十歩ほどの距きよ離りまで近づいたとき、ミロクが悠ゆう然ぜんと声をかけてきた。


　錦にしきの上衣を着、腰には神体と思おぼしききらびやかな作りの刀を差していた。


　なにかの神霊が、そこに封じられているはずだ。ミロクは神じん宮ぐう始まって以来とされる神霊術の天才であり、いかなる神からも最高の神かみ業わざをひきだすことができる。


　純じゆん粋すいな神霊術の比べ合いでは勝てるはずがない。


　しかし、巫女であるテマリには、神を憑かからせているという強みがある。それは男の神職者には決してできぬことなのだ。神をその身に降ろし、神かみ憑ががりとなりうるのは、赤子を産める女だけに限られた能力なのである。


　神霊を直接支配するのと、間接的に使し役えきするのでは、行使しうる霊力と神業の限界に差が出るのだ。テマリは、そこに勝機を見み出いだしている。


「不思議なものね。大祭の巫女であったときより、祟り神を憑かからせ黒巫女となった今のほうが、世のため人のために生きていると実感できるのだから」


　テマリはミロクを見つめた。


「この世とは我が望みを叶かなえるところなり、人とは我に平ひれ伏ふすためにあり」


　ミロクが大きく両手を広げて、哄こう笑しようする。


「あなたは、どこまで不ふ遜そんなの？　天上神はあなたがこれまで鎮しずめてきた神々とは比べものにならない霊力を持っている。御み魂たま分けを行われるまえのウツヒミの大神と同格でしょう。ウツヒミの子である我ら人が、調ちよう伏ぶくできるような存在ではない」


「我が力、及およばぬときには、我とともに人も世も滅ほろびるのみ。己おのれの限界を知ることで、満足するとしよう……」


　ミロクがそう言うと、腰こしに差していた刀を抜ぬき、両手で捧ささげ持った。


「東とう荒こうの地を鎮ちん守じゆしたもう偉い大だいなる武神コウガよ……」


　そして高らかに祈き禱とうする。
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　その瞬間、刀から闇を霧む消しようさせるような真っ白い霊光が発せられる。


　その霊光のなかから、神代ふうの鎧よろいに身をかためた巨きよ大だいな武人の霊体が顕現した。


（久しいな、大だい[image: ]しゆう長ちようウリクよ……我こそは、征せい東とう将しよう軍ぐんコウガなり……死してなお荒ぶる御魂よ、ミズホの名に平へい伏ふくするがよい……ミズホこそが、人を統すべる唯ゆい一いつの王なれば）


　まるで戦いくさで名乗りをあげるように、武人の霊はウリクに呼びかける。


（憎しや、征東将軍コウガ……我を討うち、我が部族を追い、我が土地を奪うばった……）


　ウリクの神霊の輪りん郭かくが、まるで畏おそれを感じたように揺らいでいた。


「そんな……」


　コウガという神の名を聞いたとき、テマリは自らの敗北を悟さとった。


　ミロクは東荒で守護神として祀まつられている武神コウガの神霊を神宮に迎むかえていたのだ。


「そなたが荒神ウリクを憑かからせたとの報しらせがあったゆえ、急ぎ東荒より、神体を運ばせた」


　ミロクが勝ち誇ほこったように言う。


　神霊の神格は生前の事績と人々の信しん仰こうによって決まる。


　ウリクは遠東に住む人々から、復ふく讐しゆうの神として信仰されているがゆえ、祟たたり神となった。そして、ウリクが東荒の地に災わざわいをなしはじめたとき、彼の地の人々はウリクを討ち取ったコウガを東荒の守護神として祀るようになった。


　そしてコウガは、東荒の鎮守、土地神として神格化され、ウリクの祟りと遠東へ逃にげた部族民の呪のろいから守るよう、今も篤あつく信仰されている。
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　その神しん霊れいを封ふうじた神体を、ミロクは東荒より運ばせたのだ。


　コウガ大社は、ウツヒミ系の神社に属していないゆえ、その神体を運んでくるなど、普ふ通つうでは考えられない。


（普通ではない手段を使ったということね）


　おそらく、大だい宮ぐう司じは神かむ威いを動かしたのだろう。


　ウリクがいかなる神かみ業わざを使おうと、コウガは間ま違ちがいなくそれを防ぐ。コウガはそういう神格だからである。


　テマリは、たったひとつの武器を完全に無力化されたのだ。


「もし、赦ゆるしを乞こいたいなら、今すぐ祟り神を玉に封じるがよい。神威として我に仕えるなら、命ばかりは助けよう……」


　ミロクが言うと、遠くにひかえていたひとりの神職が、玉を手にして進みでてきた。


　それは、かつてウリクの神霊が封じられていた神体である。


　ふたたび、そこに封じ、神じん宮ぐうの境けい内だいにある荒こう神じんの社やしろに祀ろうというのだろう。


　そして必要となれば、また巫女みこに憑かからせる。


「あなたにとっては、舞ぶ女じよも巫女も、いえ神霊ですら道具にすぎないのね？」


　テマリは憎にくしみを込めて、ミロクに言った。


「それが神霊術というものだ」


　テマリの問いを、ミロクは否定しなかった。


「そうね……」


　ミロクにとって神霊は、神業を使わせるための存在にすぎず、巫女は生きた神体にすぎない。舞女にいたっては、まさに使い捨ての道具であろう。


　テマリは大祭のほうを振ふり返ってみた。


　舞ぶ楽がくの音にのって舞っているのは、今やひとりだけになっている。


　天上神の巫女ミツルだ。


　他ほかの巫女と舞女たちは力なく、地面に倒たおれ伏ふしている。


　そのミツルをヒエンたちが取り囲んでいるが、それ以上、近づけない様子だった。なにか大きな力が、彼らを遮さえぎっているのだろう。


　そして神かみ憑がかりの状態にあるミツルには、いかなる声も届くことはあるまい。


　テマリは今度は、空を見上げた。


　そこに天上界ラーシアはあり、数多あまたの天上神が住まう。


　テマリが大祭の巫女であったときは、夜空に向かって舞まい、謡うたい、祈いのったものだった。そしてひと柱の天上神と霊れい的てきに交わった。


　そして、彼女は天上神の巫女となったのだ。


（あれが、すべてのはじまりだった。あのときは、この男を崇すう拝はいし、その役に立ちたくて一いつ生しよう懸けん命めいだった……）


　おそらくは、この男を愛していた。


　しかし、この男にとって、ナノハという名の巫女は、手の上で弾はずませているだけの鞠でしかなかったのだ。


「わたしに抗あらがっても無む駄だだと思い知ったであろう？　たしかに、そなたは道具にすぎぬ。しかし、わたしはよき道具は大切に扱あつかう。大勢の巫女を失った今、そなたは貴重な存在なのだ」


　ミロクが微び笑しようを浮うかべ、うなずきかけてきた。


「わかったわ……」


　テマリはため息をついた。


「荒神ウリクよ、汝なんじが神体にもどりたまえ。我ら、汝をふたたび祭さい祀しせん」


　テマリはウリクの神霊を導いて、玉へと移封する。東とう荒こう鎮ちん守じゆコウガの神霊から圧力を感じていたためか、ウリクは荒あらぶることなく、素す直なおに従った。


「それでよい……」


　ミロクは満足そうであった。


　神霊と同じく、他人を屈くつ服ぷくさせることに喜びを覚えるのだろう。


　激しく抗うものほど、征せい服ふく感が満たされる。


　それゆえ、この大宮司は荒神、邪じや神しんを鎮しずめるのを好んだのだ。


（しかし、わたしはあなたに屈くつしたわけではない）


　テマリは顔をあげ、ミロクを屹きつ然ぜんと見つめる。


「わたしは二度とあなたの道具にはならないわ。この世はあなたのものでもなく、人はあなたのために生まれたのではない。わたしが、あなたの傲ごう慢まんを断たつ」


「いかにして断とうと？　荒神ウリクの神霊は、もはや存在せぬぞ？」


　ミロクが嘲あざけるように問う。


　テマリはそれに答えず、腰こし帯おびに差していた懐かい剣けんを取りだした。


　そして刃やいばを抜ぬき、鞘さやは地面に投げ捨てる。


　からりという音が鳴った。


「つくづく愚おろかな女よ」


　ミロクはそうつぶやくと、手にしていた刀を構える。


　コウガの神しん霊れいが宿る神刀である。


　荒神ウリクを憑かからせていた巫女を斬きるには、最高の刀であろう。


「我が手にて葬ほうむってやる。それが、わたしの最後の慈じ悲ひだ」


　懐剣を構えたまま、無造作に近づいてくるテマリに向かって、神刀の切っ先を向ける。


「わたしの勝ちよ、ミロク！」


　ミロクが神刀を突つきだす瞬しゆん間かん、テマリは微笑を浮かべた。


　狂くるったなとミロクは思っただけで、手もとを狂わせることなく、正確にテマリの左胸を刃で貫つらぬいた。


　一瞬、苦痛の表情を浮かべただけで、テマリは声すらたてず、その場に倒れた。


　傷口から噴ふきあがる血が、テマリの瘦やせ細った身体からだを濡ぬらし、地面に広がっていった──
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　そのとき、ヒエンは身動みじろぎもできない状態であった。


　神楽かぐらを舞うミツルを止めようと近づいた瞬間、見えない壁かべに阻はばまれたように前へ進めなくなった。やがて、身体も金かな縛しばりにあったように動かなくなる。


　なんとか、それを断ち切ろうと必死になって二刀を振ふるおうとするが、うまくゆかなかった。


　スズリも同様である。


　アモンだけが神刀を抜いて、祈き禱とうの声をあげながら、ミツルに近づこうと抗っている。しかし、まるで泥どろのなかにいるようにその動きは鈍にぶい。


「ざまねぇな」


　ヒエンは舌打ちをする。


　ミツルの舞まいを止めて、すぐテマリのもとへもどろうと思っていたのだ。


「不覚だ……」


　スズリも唇くちびるを嚙かんでいた。


「下での戦いくさは、勝っているはずだ。おっつけ神しん刀とう流りゆうの武ぶ使したちがやってくる。それまでに天上神が降りてこないことを祈るしかねぇな」


「それは、どうかな？　空から巨きよ大だいな霊れい力りよくが近づいてきているのを感じているのだが……」


　スズリが厳しい視線を夜空に向ける。


「アモン兄は、なんとかなりそうか？」


　一いち縷るの望みをかけて、ヒエンはアモンに声をかけた。


「神刀の加護があっても、この様だ。すでにミツル様の身体は天上神の神体となっているのかもしれん」


　アモンがミツルのほうににじり寄りながら、苦しそうに答える。


「テマリのほうは、どうなってるんだ？」


　ヒエンは舞ぶ台たいのほうに視線を転じ、そしてその光景を見た。


　テマリは荒こう神じんウリクをその頭上に浮うかべたまま、大だい宮ぐう司じと話をしている。


　舞ぶ楽がくの音が大きいため、その声は聞こえない。


　だが、ウリクの神霊はまったく動かない。大宮司の頭上に輝かがやく白い光に近づけないようにも見えた。


　恐おそろしい神かみ業わざが飛びかうものと予想していたのだが……


「どうなってるんだ？」


　ヒエンは不安になった。


　そのときである。


　ウリクの神霊の姿が、なにかに吸いこまれるようにして消えていった。


　そしてテマリが懐剣を抜いて、大宮司に向かっていったのだ。


　テマリも護身用に多少の武術は習っているようだが、無論、武使ではない。そんな彼女が武器を抜いたということは──


「彼女は敗れたのか？」


　ヒエンは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。


　大宮司が手にしていた刀を抜ぬくと、切っ先をテマリに向けて、腰こし撓だめに構えた。


　そちらは武術で鍛きたえられた動きである。


「だめだ、テマリ……」


　ヒエンは絶望的な思いにかられた。


「早まるんじゃねぇっ！　オレが行くまで、じっとしてるんだ!!」


　だが、次の瞬間、テマリの胸を大宮司の刃やいばが貫いていた。


　遠目からでも致ち命めい傷しようとわかる一いち撃げきである。


　そしてテマリはゆっくりと地に倒たおれていった。


「テマリ～っ！」


　ヒエンの絶ぜつ叫きようが、大神降臨の地に響ひびき渡わたる。


　だが、声が続かなくなった途と端たん、ふたたび舞楽の音色が辺りを包みこんだ。


「また、救えなかった……ホノのときと同じだ……」


　喪そう失しつ感かんが心に広がってゆく。


「なにもできなかったとは……」


　スズリもうなだれていた。


「あきらめるな！　あきらめたときが負けたときだぞ！」


　アモンが歯を食いしばりながら、ヒエンたちを叱しつ咤たする。


　しかし、ヒエンには、彼の声は届かない。


　テマリが死んだという事実に、茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていたのだ。


　そのときである。


「ひゃああああああっ！」


　スズリが突とつ然ぜん、魂たま切ぎるような悲鳴をあげた。


　あまりの大声に、ヒエンは我に返り、彼女を振ふり返る。


「こんなときに、なんて声をあげやがる」
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「そ、そこに血まみれの女の亡ぼう霊れいが……」


　スズリは腰こしを抜かしていたが、身体からだが動かず、倒れることすらかなわなかった。


（わたしが見えるわね？）


　その亡霊はスズリに向かって、声をかけてきた。


「あ、ああ、見える。見たくはないが、目を背そむけることもできない」


　スズリの声は完全に裏返っている。


（思ったとおり、あなたには巫女みことしてのいい素質がある。霊れい力りよくが高いし、心に邪じや念ねんがない。しかも、男を知らないから、穢けがれてもいないしね）


　亡霊の声が続いた。


「あ、あなたは……」


　スズリはようやく気がついた。


　その亡霊が、テマリだということに……


「テマリ殿どの？」


　それで、スズリは落ち着いた。


「テマリだって？」


　ヒエンが反応する。


「ああ、テマリ殿の霊れいが、わたしに話しかけてきている」


「くそっ、オレには見えねぇな。とにかく、彼女の言うとおりにしろ。これは師し匠しようとしての命令だからな？」


「命令されずとも！」


　スズリは無論、そのつもりだった。


　テマリが自分の前に現れたのは、理由があるはずである。


（あなたに取り憑つかせてもらう。霊力も奪うばうから覚悟はしてね）


　テマリはそう呼びかけてきた。


「こ、心得た。もしも死んだら、わたしも亡霊となって、冷れい酷こくな師匠を呪のろうとしよう」


　スズリは急いでうなずくと、覚悟を決めた。


「冷酷な師匠？　どんな会話をしてるんだ？」


　ヒエンが顔をしかめる。


　スズリはその言葉を無視し、静かに目を閉じた。


（あなたの霊力を使って、わたしはミツルに呼びかける。そして彼女に乗り移る。わたしが先に憑かかってしまえば、ミツルはもはや天上神の巫女にはなれない）


（な、なるほど……）


　スズリはもう声には出さなかった。


　テマリの霊が自分のなかに入りこんでくるのを感じたからである。


　自分の身体が自分でなくなるという喪そう失しつ感かんがあった。


　しかし、スズリはその感覚を受け入れた。すべてをテマリに委ゆだねる。


　そしてスズリは自分の顔が天を見上げ、身体が舞まうような動きをはじめるのを感じた。


（ミツル、聞こえる？）


　テマリの声なき声が、天に向かって昇のぼってゆく。


　そして、その声は虚こ空くうを漂ただよっていたミツルの魂にも届いたのである──





（ナノハ姉様！）


　その声が聞こえてきたとき、ミツルは救われたような気持ちになった。


　天上神はゆるゆると下向をはじめている。


　まばゆい霊光が光の幕となって幾いく重えにもゆらめきながら、大神降臨の地に降りつつあった。


（急いで、地上に帰るのよ。そして、わたしを受け入れなさい）


（受け入れるって、それはどういうことでしょう？）


　ミツルは混乱していた。


（わたしは死んで亡霊になったの。だから、あなたに憑かかることができる。天上神より先に憑かかれば、天上神はよりしろを失い、アーシアに降りてこられないわ）


（姉様が……死んだ？）


（今は些さ細さいなことよ。さあ、早くもどってきなさい。それとも、その天上神にアーシアを支配させる？）


（それは、だめです！　天上神が欲ほつしているのは、ウツヒミの大神が我らに与あたえたもうた御み魂たまです。それを食くらい、より高位の神しん霊れいになろうとされています。人は死にませんが、心を失い、定められたとおりに生きてゆくだけになります……）


　ミツルは激しく否定した。


（定められたとおりに生きていれば、争いは起こらない、心がなければ幸も不幸もない。それこそが、天上神にとっての永遠の平和と繁はん栄えいよ。ウツヒミの大神は、それを哀あわれに思い、我ら人に御魂をお分けくださったのだと思う）


（は、はい！）


　ナノハの言うとおりだと、ミツルは思った。


　ナノハは天上神の心に触ふれ、そう確信したのだろう。それゆえ、神じん宮ぐうを離はなれたのだ。


（さあ、早く、地上へもどって！）


（でも、どうすれば……）


　ミツルは困こん惑わくした。


　長く虚空にいたせいか、魂たましいが虚空に溶とけこみ、どこがアーシアなのかわからなくなっている。


（わたしの声のするほうへ）


　ナノハが励はげますように言った。


　その声に導かれるように、ミツルは自分の肉体にもどろうとする。


　身体からだの隅すみ々ずみを意識し、五感を思い出していった。


　はじめはゆっくりと、次し第だいに速く落下する感覚がした。


　そしてついに、ミツルは自らの肉体へともどった。


　ミツルは自らの意思で舞いを止め、大きく息をする。


　辺りを見回すと、ひとりの娘むすめが近づいてきていた。


　帝てい都とシスイで会った女の武ぶ使しである。しかし、彼女の身体を操あやつっているのは、ナノハだとわかった。


　ナノハは死んで亡ぼう霊れいとなったのだ。そしてこの女性をよりしろとし、呼びかけてくれたのである。


　おかげで、ミツルは目が覚めた。


　ミツルは涙なみだを流しながら、彼女に抱だきついてゆく。


　すぐにナノハの亡霊が、自分に乗り移ってくるのを感じた。


　そしてその瞬しゆん間かん、天上神との意識の繫つながりがふっつりと切れたのである。


　アーシアは救われたと、ミツルは思った──





　　　　９




　この事件は「神じん宮ぐう争乱」と呼ばれ、アーシア全土に知られてゆく。


　新しい大神を天上界より降臨させようと謀はかった大だい宮ぐう司じは、混乱のさなか姿をくらました。


　ウツヒミ大神宮は新しい大宮司を選び出し、完成間近だった天上神の本ほん殿でんは天上神に対する拝はい殿でんとして使われることになった。たとえ、いかなる神々がいようと、天上界ラーシアが聖なる場所であることに変わりはないからだ。


　この争乱のあいだに、神宮の宝物庫が破られ、貴重な財宝が数多く奪うばわれたが、それすら些細なことと思われた。それほど、神宮は混乱し、事態の収しゆう拾しゆうに全力で取り組まねばならなかった。


　神宮警護の役目にありながら、神宮に反逆した責任を取って、草くさ薙なぎ、御雷みかづちの両神しん刀とう流りゆうの当主がそろって役目を返上、神宮を去っている。


　大祭の巫女みこであった娘もまた神宮を去った。幸いなことに、大祭中に倒たおれた巫女、舞ぶ女じよの多くは意識が回復し、神宮の復興を手伝い、あるいは故郷へと帰っていった。


　そして争乱のさなか、命を失った先の天上神の巫女に対しては、社やしろが建てられ、この世と人を救った女め神がみとして祀まつられることになった──





　争乱が終わって十日後、ヒエンは帝都シスイを目指し、街かい道どうを歩いていた。


　同行者の人数は変わらないが、顔ぶれが変わっている。


　無む想そう流りゆうのシュリは行方ゆくえをくらまし、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主を辞したアモンが一行に加わった。


　また争乱で命を落としたテマリと入れ替かわるように、大祭の巫女であったミツルがともに旅をしている。


　行きも帰りも一いつ緒しよなのは、スズリひとりである。


　あれほどの目に遭あっても、離れるつもりはないようだ。


（酔すい狂きようなことだぜ）


　ヒエンはあいかわらず、そう思っている。


　そして同行者とは呼べないが、もうひとりついてきている者がいる。正確には憑いているだ。


　テマリである。


　彼女はまだミツルに憑かかっており、当分、離はなれるつもりはないのだそうだ。


　彼女はときどきミツルを乗っ取って、表に出てくる。そしてミツルはそれに、なんの不満も漏もらしていない。


（やっと、巫女から解放されたのだもの。世の中を楽しみたいわ）


　と、テマリはいかにも楽しげに笑う。


　いつかは神宮の社にもどり、神しん霊れいとして徳をつむとミツルには約束しているそうだ。


　おかげで、ヒエンはすこし救われた気分だった。


　彼女が死を選んだのは、天上神の降臨を阻そ止しするためだという。だが、それでも彼女を守れなかったという悔くいはある。


　しかし、テマリは生前とはうって変わって亡霊とは思えないほどに明るく、また神霊とは思えないほどに俗ぞくっぽい。


（ミツルの身体だけど、あの約束は守るからね）


　と、事あるごとにヒエンに迫せまってくるのだ。


　ミツルもミツルで、


「ナノハ姉様の願いなのですから、わたし、我慢します」


　と、まじめな顔で言う。


「できるかよっ！」


　ヒエンはそう答えるしかなかった。


　そのことで、アモンにはからかわれるし、スズリには白い目を向けられる。


　散々な道中なのだ。


　聖せい都とナユタと帝てい都とシスイを結ぶ街道には寒風が吹ふき、白いものがちらちらと舞っている。


　すこし早い初雪であった。


　天下界アーシアはあとひと月で新しい年を迎むかえる──






[image: ]








　帝てい都とシスイの東の大路からわずかに西に入ったところに、執しつ政せいユウキ家の別べつ邸ていがあった。


　シスイの人々からは、東の離り宮きゆうとも呼ばれている。


　先の執政ユウキ・ハサイの妹であるセラが、静養を兼かねてここで暮らすようになってから、はや二月が過ぎていた。


　屋や敷しきの敷地は広いが、セラの他ほかには侍じ女じよがひとりと数人の老僕、さらには若い武ぶ使しがふたり、護衛と監かん視しを兼ねて、神域と執政家から派は遣けんされている。


　その武使のひとり、近この衛え応おう仁じん流りゆうの武使であるアリマは、屋敷の一画にある狭せまい道場で、ユウキ家御お家いえ流りゆうである真しん影えい流りゆうヤハギを相手に試合を終えたところであった。


　ふたりの腕うでは、ほぼ互ご角かくで、お互たがい得意とするところが異なる。真しん剣けんを使っているとはいえ、術を禁じた試合では、勝ったり負けたりを繰くり返している。


　お互いの得意技わざが決まるか、どちらかがしくじると、それで勝負が決するのだ。


　おかげで、強くなったという気がしない。


　今日も三番、試合をして、アリマの一勝とふたつの引き分けだった。しかし通算ではヤハギのほうがわずかに勝ち越こしている。


　試合とはいえ、三番も続けると、心身ともに疲ひ労ろうしていた。


　このあとは風ふ呂ろを浴び、セラの寝しん室しつの隣となりで、交代に番をする。


　もっとも、セラにはふたりとも寝ねていると噓うそをついていた。


　彼女がそういうのを嫌きらうからだ。


　しかし、もしも自分たちが寝ているあいだに、セラの身になにかがあれば、師に顔向けできない。だから、内ない緒しよで見張りをしているのだ。


　セラは寝つきもいいし、夢見もいいのか、夜中に目を覚ますことは、めったにない。朝も遅おそくまで寝るので、交こう互ごに見張りをしても睡すい眠みんが足りないということはなかった。


　これまでのところ変事はない。


　神域を襲おそった鬼おにどもも、最近では帝都の近きん隣りんには、姿を見せていない。あの襲しゆう撃げき以来、神域も警けい戒かいを厳しくしており、近衛の武使のなかには鬼き道どう衆しゆうと戦うべく、神域を離はなれる者もいた。近この衛え北ほく斗と流りゆう当主の座を返上したトウイも、そのなかのひとりであった。


　おそらく、アーシアの各地で近衛の武使と鬼道衆との死し闘とうが繰り広げられているのだろう。


　それを思うと、アリマの心は逸はやる。


　だが、今の彼の役目は、ユウキの妖よう精せい姫ひめの側そばにいることだ。


　命じられたときには抵てい抗こう感もあったが、セラを見て、その考えは一変した。


　それほど、彼女は美しく魅み力りよく的であった。


　セラは剣聖と謳うたわれた近この衛え神しん明めい流りゆうの達人クオンの妻女であり、ヒエンという自分より年長の子がいる。


　しかし、彼女の容姿は、どう見ても自分より若い。


　側にいると、つい身近な異性として意識してしまう。よこしまな考えだと自らを戒いましめているが、彼女の一挙手一投足に、どうしようもなく視線が吸い寄せられるのだ。


　アリマにとっては、幸せと同時に悩なやみも多い日々である。


　風呂で汗あせを流し、夜着に着き替がえ、アリマはヤハギとともにセラに就しゆう寝しんの挨あい拶さつをした。


　セラも、すでに夜着姿である。


　いつもは結ゆいあげている銀色の髪かみは解ほどかれ、身体からだにそって流れていた。まさに、この世の者とは思えない美しさである。


　つぶらな紫むらさきの瞳ひとみで見つめられると、アリマは心がどこかへ飛びそうになるのだった。


（たとえ奴ど隷れいの身分にされたとしても、喜んで仕えてしまうかもしれないな）


　アリマは、近衛にあるまじきことをつい思ってしまう。


「ゆっくりやすむのじゃぞ」


　セラが優やさしく微笑ほほえみかけてくる。


「はっ」


　アリマは顔が紅潮するのを自覚し、必死でひきしめてうなずいた。


　隣では、ヤハギが無言のまま一礼している。


　彼は、セラをさほど意識していないように見えた。アリマには、それが不思議だった。


　そしてふたりは、隣の寝室にさがる。


　布ふ団とんが二組、敷しかれていた。


　そのひとつにヤハギがさっさと潜もぐりこむ。


　アリマは刀を側においたまま、周囲の気配をうかがう。


　すでに、屋敷の隅すみ々ずみまで頭のなかに入っていた。屋敷中に神経の糸を張りめぐらしているようなもので、気配を感じるだけで、そこでなにが起きているかが手に取るようにわかる。


　その夜も何事もなく時が進み、夜半を過ぎた。


　そろそろ、ヤハギと見張りを交こう代たいする時間である。


　アリマはヤハギを起こそうと、彼の肩かたに手を伸のばした。


　だが、それが触ふれるより先に、ヤハギががばっと布団をはねのける。


「どうした？」


　アリマは驚おどろいて声をかけた。


「今、かすかだが、気配を感じた。しかし、これは、なんだ？」


「気配だって？」


　アリマはなにも感じていない。


　ちょうど交代しようと、集中が切れかけていたときでもあった。


「庭だ！」


　ヤハギが声をあげ、刀を手に廊ろう下かへと出る。


　アリマもその後に続いた。


　すると、そこに異様なものを見た。


　ひらひらと舞まう一匹ぴきの蝶ちようである。しかも、その翅はねは玉虫にも似た青い光こう沢たくを放っていた。


「美しいな。初めて見る」


　アリマは感かん嘆たんの声をもらす。


　すると、ヤハギが冷たく一いち瞥べつした。


「いかにも妖あやしいだろう？」


「それぐらい、わかっている。だが、美しいと思うのは勝手だろう？」


「油断されたら足手まといだ」


　ヤハギが刀の柄つかに手をかけたまま、庭へと飛び降りる。


「セラ様をお起こしするか？」


「まずは、斬きってみる。それからだ」


　ヤハギが答えた。


　妖しいものはすべて斬るというのが、真しん影えい流りゆうのやり方らしい。


　真影流の武ぶ使しは、執しつ政せい家の護衛であり、密みつ偵ていであり、ときには暗殺さえ引き受けることがあるという。こういった役目は、得意とするところなのだ。


　アリマはまずは彼にまかせておくのが上策だと判断し、彼を援えん護ごすべく、周囲に気を配る。


　ヤハギは腰こしだめにした刀を、鋭するどく抜ぬき打つ。


　はたして蝶は、完全に両断された。


　青い翅が、はらはらと地面に落ちてゆく。しかし、それが着地するや否いなや、そこから無数とも思える蝶が、一いつ斉せいに羽ばたいた。


　ふたりの若い武使を、幻げん想そう的な青い光が包みこむ。


「これは、術中にはまっているようだぞ」


　アリマがヤハギに声をかけた。


「そのようだ……しかし、なんの術だ？　武術ではないし、神しん霊れい術でも聞いたことがない」


　ヤハギが刀を下段に構えたまま、乱らん舞ぶする蝶の向こうに潜ひそむ者を看破しようと、周囲をうかがっている。


「となると鬼おにか、それとも……」


「妖あやかしかだな」


　アリマとヤハギはうなずきあった。


「ここはいったん退こう。セラ様が、心配だ」


「おまえが、行け！　オレは、身体が……」


　ヤハギが苦しそうな声で答え、刀を落とし、その場に崩くずれるように倒たおれた。


「どうした？」


　アリマが驚いて、ヤハギの様子を確かめる。


　外傷はない。だが、ヤハギの全身は小刻みに痙けい攣れんしていた。


「くそっ」


　アリマはヤハギをそっと地面に降ろす。


　そして群がる蝶を斬り払はらいながら、セラの部屋を目指した。


　しかし──


　三歩も進まぬうち、全身の感覚が麻ま痺ひしてゆくのがわかる。


　ふと見ると、手や足、そして胸むなもとなどに、蝶の鱗りん粉ぷんが貼はりついていた。


「これのせいか？」


　アリマは唇くちびるを嚙かんだ。


　蝶を斬ったのが、まずかったのだろうか？


　アリマも腰がくだけたように地面に膝ひざをついた。刀を握にぎる手にも力が入らず、持っているだけがやっとであった。


「綺き麗れいなものを、斬ったりするからさ」


　そのとき、背後で甲かん高だかい声がする。


　顔だけを振ふり返らせると、そこに小さな生き物が飛んでいた。


　少女の姿をしているが、蝶の翅を背中に生やしている。


「小しよう妖よう？」


　アリマは驚おどろいた。


　小妖というのはいにしえの妖よう精せいが妖力を失い、矮わい小しよう化した姿であるとされている。


　妖精たちの力の源であるダイダラが封ふうじられたため、そうならざるをえなかったのだ。小妖は人を恐おそれ、人里から離はなれたところで隠かくれ棲すんでいると聞く。


「なぜ、帝てい都とに現れるんだ？」


「どこに現れようと勝手だろ？　このアーシアは人のものじゃないんだから」


　小妖は挑ちよう発はつするように、アリマのまわりを飛びまわり、笑い声を響ひびかせた。


「アーシアは、もともと人のために造られたものだ。おまえたち妖精は、後から生まれてきたというではないか？」


　アリマは小妖を睨にらみつける。


「あたしらが助けなきゃ、おまえたち人は滅ほろんでたろ？　あのとき、人の時代は終わってたのさ！　それなのに、ダイダラ様を封じて、あたしたちを滅ぼそうとするなんて」


　この恩知らず、と小妖はアリマの耳に齧かじりつく。


「痛、痛たっ……！」


　アリマはうめく。


　稽けい古こで手足に刀傷を負うよりも、こういう小さな痛みのほうが不思議と我が慢まんしにくいのだ。


「我ら人を、奴ど隷れいとして虐しいたげたからだろう？　おまえたちに対する感謝より、怨うらみのほうが勝まさったから、始し皇こう帝ていミズホは立ち上がられたのだ！」


「人のくせに、偉えらそうに！」


　アリマが動けないのをいいことに、小妖はわざわざもうひとつの耳に回りこんで齧かじる。


「痛、痛たたっ！」


　アリマは小妖を捕つかまえようと、手を伸のばそうとするが、自分のものでないようにいうことを聞かない。


「小妖相手になにをむきになっている」


　ヤハギが呆あきれたように言った。


「偉そうに、なにさ！　あたしの妖よう術じゆつ〝夜や光こう蝶ちよう〟をくらったら、どんな武術使いだって、その様さ。おまえの耳も齧ってやろうか？」


　小妖が勝ち誇ほこったように笑う。


「オレは、そいつのように愉ゆ快かいな悲鳴はあげないぞ？」


「じゃあ、こっちでいいや」


　小妖は納なつ得とくすると、今度はアリマの首筋に嚙みついた。


「たたたっ！」


　蟻ありに嚙まれたようなもので、ひどく痛い。


　そのときだった。


「ユルラよ、おまえはなにを人と戯たわむれているのだい？」


　と、もうひとつ声が響く。


　そして大地から緑の霊れい光こうが立ち上り、人に似た姿を取った。


　いにしえの妖精だった。


　緑の髪かみをし、ゆったりとした長衣を身に着けた若い男の姿である。先せん端たんが尖とがった長い耳は、セラと同じだ。


「ヤクシ様！」


　蝶の翅はねを持つ小妖が、あわててアリマから離れると、彼女がヤクシと呼んだいにしえの妖精の肩かたに止とまる。


「あたしが、こいつらに術をかけたんだよ？」


「それは、ご苦労だったね。しかし、人には用がないのだよ」


　いにしえの妖精がアリマとヤハギには一いち瞥べつもくれることなく、セラの部屋へと進んでいった。


　庭には、砂利じやりを敷しいているというのに足音すらしない。それどころか、そこにいるのが見えていても、ほとんど気配を感じさせなかった。


「セラ様に、なんの用だ？」


　アリマは妖精に向かって叫さけんだ。


　しかし、反応はない。そして妖精がセラの部屋に向かって恭うやうやしく一礼した。


　すると障子がすっと開いて、部屋のあるじが姿を現した。


「セラ様？」


　しかし、アリマは彼女の姿を見て驚く。


　彼女は純白の霊光を外がい套とうのようにまとっており、つぶらな目はなかば閉じられていた。それだけなのに、いつもとはまるで違ちがう人のようである。


「ヤクシか？　久しいな」


　セラが妖精に向かって呼びかけた。


「女王よ、お迎むかえにあがりました。我ら、妖精の王国が、ようやく再興なりました」


「再興したの！」


　小妖が元気にうなずく。


「なんだって？」


　妖精たちの言葉に、アリマは驚きの声をあげた。


　妖精の王国は、始皇帝ミズホが千年前に滅ぼしている。


　それが再興されたというのだ。だとすれば、由々しき事態だった。それをさせぬよう精せい霊れい樹じゆを封じていたのが、他ほかならぬ近衛このえなのだから。


「セラ様、なりません。あなたは常々、ご自分は妖あやかしではなく、人だと申されていたではありませんか？」


　アリマはセラに向かって、懸けん命めいに呼びかけた。


　しかし、セラはなんの反応も見せない。


「王国が再興した、と？」


　セラは緑の髪の妖よう精せいに向かって、怪け訝げんそうに訊たずねた。


「ぜひ、女王にお目にかけたいと」


　ヤクシという妖精が、優ゆう雅がに一礼した。


「さようか……」


　セラは瞬しゆん時じ、北の空を見上げた。


　今夜は星もなく、普ふ段だんなら影かげ絵えのように浮かぶ精霊樹の姿はない。


「よかろう」


　そして、セラは静かにうなずいた。


「なりません！」


　アリマは必死で叫んだ。


　このままでは、人妖戦争がふたたび起こることになる。


　しかも、今のアーシアは人と人とが争う戦乱の時代だ。そして、鬼き道どう衆しゆうと名乗る鬼たちも常とこ闇やみの時代の力を取りもどしつつある。


　この先、アーシアがどうなるのか、アリマには想像もできなかった。


　しかし、セラはアリマの声など聞こえていないように、ヤクシという妖精に手を取られ、まるで階段を降りてゆくように地面の下に消えていった。


「またね～」


　小妖の小こ馬ば鹿かにした声が、最後に残る。


「くそっ」


　アリマは歯が砕くだけるかと思うほど、強く歯ぎしりした。


「どうする？」


　ヤハギが声をかけてくる。


「わかるものか！」


　アリマは空に向かって吠ほえるように叫んだ。


「お互たがい、報告するしかないだろう？　オレは神域に、おまえは執しつ政せい家に」


「報告はする。だが、顔を出そうものなら、間ま違ちがいなく御お役やく御ご免めんになる。それは絶対に嫌いやだ。責任は取るが、それはセラ様を連れもどしてからだ」


　ヤハギが言った。


　普段どおりの口調に聞こえるが、闇のなかゆえ、彼も心のなかで激しく感情を高ぶらせていることが伝わってくる。


「たしかに、そうだ……」


　命をもって償つぐなわねばならぬほどの失態である。


　だが、どうせ死なねばならぬのなら、やるだけのことをやってからにしたい。


「しかし、オレたちふたりでやれるか？」


「妖精の王国が本当に再興したのだとしたら、当然、無理だ。しかし、ヒエン殿どのがもうすぐ帰ってくると、昨日、手紙が届いただろう？」


「そうだったな……」


　アリマは思い出した。


「叱しかられるだろうな」


「それぐらい覚かく悟ごしろ。だが、あの人なら、間違いなくオレたちに協力してくれる。神じん宮ぐうの争乱を鎮しずめたほどの人だ。頼たよっていいはず」


「たしかに、ヒエン殿なら……」


　アリマも同感だった。


　セラ様がいにしえの妖精に連れ去られたと聞けば、必ずや行動を起こすだろう。


　アリマは、月も、星もない真っ暗な空を見上げた。


　まるで、天がすっぽりと抜ぬけ落ちたようである。


　吐はく息だけがかすかに白い。だが、それは空を埋うめるには、あまりにも小さく、冷たい夜風にすぐ運び去られてしまうのだった。







第五巻に続く
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　あとがき







　いきなりですが、今回も危あやういところでした。


　前巻のあとがきで、あれほど書いておきながら、しっかり地じ獄ごくを見ました。


　しかしながら、関係者のご尽じん力りよくによりまして、なんとか予定どおりに刊行できました。この場を借りまして、お詫わびとお礼を申しあげます。


　今回は『ザ・スニーカー』に連れん載さいした原げん稿こうがあったのですが、その連載のあとに書き下ろした第三巻との整合性を取るのが大変だったということです。ある程度、予想はしていたのですが、それをはるかに上回る苦戦をしいられました。


　ストーリーが雑誌掲けい載さい時と大きく変わったわけではありませんが、大おお幅はばに加筆修正を施ほどこした結果、長編としてふさわしいスケールの作品になったと自負しています。





　第三巻では神しん域いきを舞ぶ台たいに超ちよう武術バトルを展開しましたが、本巻は〝神じん宮ぐう〟を中心に超ちよう神しん霊れいバトルに挑ちよう戦せんしてみました。


　第二巻のあとがきでも予告していましたが、ただの舞ぶ女じよではない巫女みこが、ようやく登場しました。テマリとミツル、それから南風ハエも巫女です。


　スズリも巫女になれる素質はありますが、しかるべき訓練を受けていないので、ただの憑ひよう依い体質の娘むすめでしかありません（我ながら、ひどい扱あつかいだと思います）。


　ブレドラでは、巫女のことを神のよりしろとなりうる女性の神職であると定義しました。そのためには、唄うたい踊おどり、忘ぼう我がの状態になる必要があります。


　それが、御み神楽かぐらというわけです。


　日本神話では、アメノウズメノミコトが巫女の原型とされ、命ミコトが天あまの岩いわ戸との前で舞まったのが御神楽の原型といわれています。


　次に神霊術というのは、神霊と霊的に繫つながった神職が、神かむ業わざを行使してもらうための術と設定しており、こちらは男性でも女性でも使えます。


　神から力を授さずかり、奇き跡せきを行うプリースト魔ま法ほうではなく、魔法的存在を使し役えきして魔法をかけてもらうシャーマン魔法のイメージで書いてます。ただ、小説で書くと、どうしても視覚的に描びよう写しやしますので、召しよう喚かん魔法っぽくなってしまいました。まあ、どっちも似たようなものだと、僕は思っているのですが……。


　神霊には、それぞれ神格と霊力があります。


　ただし、その神格は信しん仰こうによって変へん更こう可能であったりします。だから、もともとは荒あらぶる神であったのを祭さい祀しすることによって、神格が変わることもあるわけです。


　これは日本の神様も同様で、太だ宰ざい府ふで非ひ業ごうの死を遂とげ、自分を失しつ脚きやくさせた藤ふじ原わら氏を雷らい神じんとなって祟たたったとされる菅すが原わらの道みち真ざねが、天満宮に祭祀されることによって、学問の神様になっていったようなものです。朝ちよう廷ていに対し、反乱を起こしながら、武門の神、さらには江え戸どの鎮ちん守じゆを司つかさどった平たいらの将まさ門かどの例もありますよね。三国志で有名な関かん羽うも、現代では、なぜか商売の神様になっています。


　信仰する側の都合で、神格が変わってゆくというのは、とても興味深いと思います。それによって信者が増えたり、減ったりするわけですから、神社も大変でしょう。だからといって、萌もえキャラのグッズを売ったりする神社が現れるのはどうかと思いますが……。


　本巻に登場する神霊のうち、〝荒こう神じんウリク〟は平将門をすこしイメージしています。


　征せい東とう将軍コウガのほうは、坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろのイメージですね。


　呪じゆ札さつを使って術をかけるのも、神霊術の一種としました。東風コチが得意としていますが、テマリも「用心のため」使っています。呪札を使って発動させる術は、作者にとってもいろいろ便利そうなので、これからも巫女や神職たちがちょくちょく使うと思います。


　南風ハエが操あやつっていた夫婦の鬼き霊れいは、修しゆ験げん道どうの開祖とされる役えんの小お角づの（役えんの行ぎよう者じや）が使役した前ぜん鬼き・後ご鬼きをイメージしています。


　天上界から降臨してこようとする大神は、クトゥルー神話に出てくるような神をイメージしました。天空の彼方かなたからやってきて、魂たましいを残らず狩かってゆく。なんとなく、雰ふん囲い気きがあると思いませんか？


　神と戦って世界を救ったら、これまでの僕の作品だとシリーズ完結なんですが、どっこいブレドラはまだまだ続きます（笑）。





　次の第五巻では、いよいよ、いにしえの妖よう精せいたちが物語の中心となります。もっとも、いつものことですが、今の段階では漠ばく然ぜんとしたアイデアしかありませんので、次巻予告どおりにならなかった場合はご容よう赦しやください。


　アイデアというのは、書き進めてゆくにつれ、どんどんと膨ふくらみますし、最初の構想どおりにゆくことは、僕の場合はですが、めったにありません。しかし、そのほうが面おも白しろいと思うから変えるわけです。


　確定しているところでは、エピローグで登場したいにしえの妖精ヤクシと小妖ユルラは勿もち論ろん、登場します。


　セラの護衛兼けん監かん視し役だったふたりの少年武ぶ使しも当然、ヒエンたちについてくることになります。スズリ、アモン、テマリが憑ついたままのミツルなども、パーティメンバーに入っています。


　また再登場してくるキャラクターも、ひとりふたりは出そうと思います。


　近衛このえや鬼き道どう衆しゆうもうまくからめて、とにかくスケールの大きな作品になるようがんばるつもりです。


　残念ながら、良いアイデアというものは、苦しんだあとにしか生まれないものらしく、逆説的にどれだけ苦しむかが大事であるともいえます。


　発売時期は、二〇一一年初夏を予定しています。


　ただし、出たときが初夏です！　最近は異常気象が続いているので、八月だって初夏──ということは……さすがにありませんね。遅おそくとも七月までに出したいという僕の決意表明だと受け取ってください。そして遅おくれたら、次巻のあとがきの冒ぼう頭とうが、お詫わびになります（笑）。


　和風ファンタジーという、ライトノベルではあまり類のない作品ですが、読者の皆みな様さまの応おう援えんのおかげで順調に版を重ねています。出版不ふ況きようといわれる状況のなか、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。


　しかし、この状況に気を抜ぬくことなく、一冊一冊、魂を込こめて書いてゆくつもりでいます。


　どうか、これからの展開を楽しみにしていてください。




〈初出〉
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